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　この報告書 は、 日本 自転 車振 興会か ら競輪収益の一部で あ

る機械工業振興資金の補 助 を受 け て昭和55年 度に実施 した

「第5世 代の電子計算機 に関す る調査研究」の成果をと りま

とめた ものであ ります。
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　 この調 査 報 告書 は 、 当財 団が 、 日本電 子計 算機 株式 会社 に調 査 委託 した 「第5世 代 コ ン

ピ ュー タ に 関す るユ ー ザ要求 調 査 」 の結 果 を取 り ま とめ た もので す。

　 1990年 代 の 実 用 化 を 目指 す 第5世 代 コ ン ピ ュー タ で は、情 鞍 化社 会 の進 展 に伴 い 、

ユ ー ザ が将来 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムに 何 を期 待 す るか 、 また 、望 ま しい オ フ ィ ス ・シ

ス テ ムを 実現 す る た め に、 どの よ うな ボ トル ネ ック を克 服 すれ ば よ いか 等 の調 査 研 究が 要

求 され る もの と考 え ます 。 特 に オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン(OA)は 、オ フ ィス ・コ ス

トの増 大 、 既 往 のEDPシ ステムの限 界 、 ドキ ュメ ン トの氾 濫 、 オ フ ィス ・ワー ク の複 雑 化

と労 働 力 の短 期 戦 力 化 へ の 要請 、 各種 単 純 機 器 の混 在 等 を背 景 と して 、最 近 、 一 層 の 注 目

を浴 び る よ うに な って きた分 野 で あ ります。

　 この よ うな考 え か ら、 本 ワー キ ン グ ・グ ルー プ は、 オ フ ィス ・オー トメー シ ョン に対 す

る意 識 の 進 ん で い るユ ー ザ12社 の 訪 問調 査 を行 い、OAの コン セ プ ト、ニ ー ズ、 ボ トル

ネ ック、1990年 代 のOAに 対 す る要 請 等 につ いて 意 見 を 聴取 、 調 査結 果 の検 討 を実 施

致 しま した。 この 調 査 研 究 に対 して広 く建 設 的 な ご 意見 を賜 わ り、 ご協 力 を 頂 いた 訪 問 企

業 担 当者 、 委 員 、 お よび 関係 各 位 に厚 く感謝 す る と と もに、 併 せ てわ が国 コ ン ピュー タ技

術 の 発 展 に貢 献 す る こ とを念 願 とす る次 第で す 。

昭和55年12月

財団法人　 日本情報 処理開発協会
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報　告　書　の　概　要

●

　 本 報 告書 で は 、 第1部 　 総 論 と して、 同 ワー キン グ ・グルー プ が システ ム化 技 術 研 究 分

科 会 の 要 請 に 従 って記 述 した 中間 報告 の概 要 につ い て述 べ て い る。 中間報 告 で の 「ユ ー ザ

訪 問 調 査 結 果 の 概 要 」 は、第1部 第1章 の 「OAに お け る ユ ー ザ の ニ ー ズ 」 と し て、

また 、 「1990年 のOAイ メ ー ジ」 は、 その ままの タイ トルで 第1部 第2章 として 収 録

した 。開 発 内 容・1990年 の デザ イ ア につ い ての 説 明 ・ お よび 期 待 され る技 術 項 目に つ

い ての ツ リー展 開 図 は、1.マ ン ・マシン ・インタフ ェー ス、2.処 理 機能 お よび 性 能、3.人 工

知能 、4.デ ー タ ・ベ ー ス、5.通 信 ネ ッ トワー ク 、6.そ の 他 の 各 区 分 に 従 って、 システ ム化

技 術 研究 分 科 会 中間 報告書(昭 和55年11月)に 収録 した の で 参照 して いた だ きた い。

　 なお 、OAワ ー キ ン グ ・グルー プ の ユー ザ訪 問調 査 結 果 は 、第 皿部 として本 報 告 書に収録 、

業種 別 レポー トの掲 載 順 は 、 標準 産 業分 類 に従 った 。各 業 種 レポー トご とに、OA調 査 結 果

の 付表 で、 得 られ た 調 査 結 果 を 一覧 で き る よ うに して あ る。(企 業 を示 す アル フ ァベ ッ ト

は 、 訪問 順 に付 け た もの で 、企 業名 とは 関係 が ない。)
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1.OAに お け る ユ ー ザ の ニ ー ズ

　 OAワ ー キ ン グ ・グ ル ー プ は ユー ザの 具 体 的 な 要 求 仕 様 を 実 地 に把 握 す るた め 、8月 に わ

が 国に おけ る一 流 コ ン ピ ュー タ ・ユー ザとみ られ る12社 を訪 問 し、第 皿部 で業 種 別 の 表 と し

し て収録 した21の ア プ リケー シ ョン項 目 につ き ヒヤ リン グを 行 った。 時 間 的制 約 上 訪 問 対 象

と な った企 業 だ け で は必 らず しも充 分 とは いえ な いが 、産 業 別 に み て もユー ザ ・ニー ズは 一 応

カ バー してい る とみ られ るo

　 訪 問 結果 か ら推 測 で き る ことは 、① わ が 国 の ユ ー ザ は オ フ ィ ス ・オー トメー シ ョンに 対 し

て は関 心 も深 く、 意 欲 も 強 い が、 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン と い うもの に 対す る 明確 な コ ン

セプ トが あ るわ け で は な く、 第5世 代調 査 研 究 プ ロジ ェク トの 関 係 者 の意 識 との間 にか な りの

乖 離 が み られ る、 ② しか し、 定量 的 な要 求仕 様 デー タは少 ないものの 、 質 的 に はか な り具 体 的 な

広 範 囲 の要 求 が 存 在 す る と とも に、 シー ズが ニー ズ を呼 び 起 こす 機 会 が 明 らかに うか が え る

(5年 先 の計 画 は大 体 ハ ッキ リして い るが 、10～15年 先 に 対 して は食 欲 に模 索 して い る段

階 とい え る)、 ③ 単 な る現 場 の 業 務 の能 率 化 、省 力 化 、 一一般 管 理 コ ス トの 削減 とい う立場 で は

な く、 オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンの推 進 がDSSを 含 め た 経 営
.O意 志決 定 な ら びに管 理 の 質

の 向 上 に 寄与 し、 かつ 新 事 業 機 会 を 開拓 す る こ とに 結 び つ くこ とを 希望 して い る、 の3点 で あ

ろ う。 新 事 業 機 会 の 開 拓 とは 、 省 力化 、 人 員 削 減 に よ り浮 い た 人 員 を 営業 部 門 の 強化 に 回 す 、

新 製 品 分野 の 部 門、 新 会 社(例 えば 、 ミニ コ ンの販売 会 社 、教 育 機器 、語 学 教 育 会 社)に 人 材

を 投 入 す る、 エ ン ジニ ア リン グ会 社 に 中高 令者 を配 置 し経験 を活 かす 、 な どで あ る。 開 発 内 容

は 中 間報 告 書 に詳 述 され て い るが 、6項 目を要 約 す れ ばOAに 対 す る要求 は 次 の よ うで あ る。

　 〔1}　マ ン ・マ シ ン ・イ ン タフ ェー ス

　 異 和 感 のな い ご く 自然 な マ シン との対 話 、情 報 伝 達 、情 報 処 理 結果 の 入 手 、 情報 検 索 の各 機

能 の 実現 が 求 め られ て い る。 不特 定 多数者 の簡 易 な 入力 法(キ ー ・イン)か ら不 特 定 多数 話 者 の

音 声入 力 まで レベ ル は各 様 で あ り、 ア プ リケー シ ョンの範 囲 も 、 音 声入 出力 シ ステ ム、 ワー ド

・プ ロセ シ ン グ ・シス テ ム 、 多機 能 イ ンテ リジ ェン ト・ワー ク ス テー シ ョン、 オ フ ィス映 像 シ

ス テ ム まで 簡 単 な複 合 機 能 か ら総 合 的複合 機 能 まで に及 ぶ 。

　 音 声入 出力 シ ス テ ムで は 無 線 で あ るこ と、 全 くの 素人 が 容 易 に操 作 で き る簡 易 な もの が求 め

られ て い る。 ワー ド・プ ロセ シ ングの 面 で は、 日本 語 文章 処 理(マ ニ ュアル の 更新 、 編 集)機

能 が 要 求 され て い る。 ワー ク ・ステー シ ョンで は手 書 文字 、 図 形 、 そ の 他 の イメ ー ジ、 音 声 、

OCRの 入力 と同時 に フ ァク シ ミ リ、 電 子 フ ァイル 、 プ ロ ッタ、 プ リン タ、 お よび 計算 、 デ ィ

ス プ レ イ機 能 を結 合 す る ことが 理 想 で あ るが 、 専 用 機的 な 一 部 機 能 結 合 ・効 率 化(設 計用 、 文

書 用 な ど)の 要 求 も存 在 す る。 以 上 い ずれ の シ ステ ム も安 価 で あ る ことが 条 件で あ る。

　 オ フ ィス映 像 シ ステ ムは 上 記 のほ か 目に見 え る ものす べ ての 入 出力 が 行 え るのが 究 極 の 要 求

一1一



で は あ るが 、 遠 隔 地 の多 数 者 が 自席 で対 話 で き る こ と、 顧 客 な どへ のPRと い った会 議 室用 の

両 方 の 要求 が あ り、 デー タ ・ベー ス へ の ア クセ ス 、通 信 機 能 の 結 集 が望 まれ る。

　 ② 　処 理 機 能 お よび性 能

　 イメ ー ジ処 理 で は 色、 柄 、 物 体 、 手 書 文 字 、 設 計 図、 原 始 証 愚 、 マニ ュア ル、 写真 な ど広 範

な 非 数 値 情報 蓄積 検 索 の要 求 が 強 い。 入 力 は これ らの情 報 が そ の ま まの 形 で 行 わ れ る ことが求

め られ て い る。 漢 字 情報 処 理 は 既 定 の 要 求 で 、 新 し く作 成 す る情 報 につ い て は 手 をつ け て い る

が 、 既存 シス テ ムの 移行 につ いて は す で に蓄 積 して あ る膨 大 な カ ナ文 字 情 報 の 自 動 変 換 が行

え る手 段 が な い こ とが 移行 へ のひ とつ の ネ ック とな って い る。 個 人 名 、 地 名 処 理 の場 合 は 、

JIS用 語 を 上 回 る字 数 を扱 う こ とが 円滑 化 の ネ ック とな って い る。　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 ③　 人 工 知 能

　 日本 語 文章(マ ニ ュアル)/音 声 を 英語 あ るい は他 国 語 に 自 動 翻 訳 す る シス テ ム、 日本 語

文 章 を解 読 、 一 部 を添 削 編 集 、 プ リン トす る シス テ ム、 音 声端 末 に よ り不 特 定 多数 者 の 口 述 デ

ー タを コ ン ピ
ュー タに送 り込 む シス テ ム 、 日本 語 に よ るプ ロ グラ ミング を入 力 で き る シス テ ム

の 要 求 が あ る。 知識 ベー スは 各 種診 断 、 コ ンサ ル テ ィン グ ・シス テム 、 研 究支 援 シス テム 、研

修 シ ステ ム な どい ろい ろな ニ ー ズが存 在 す る。

　 (4}　 デー タ ・ベー ス

　 数 字 以 外 に設 計図 、 図 面、 写 真 、 そ の 他図 形、 色 、柄 、 日本語 文 章 な ど、 多 様 な情 報 の 蓄 積

検 索 要 求 が あ り、 蓄 積 量 は 膨 大 で あ る。 従 って、 それ らを 蓄 積 で き る大 容 量DASD、 効 率

の よ いDBMS、 そ れ らを 専 門 に 管 理 す る高 性 能 プ ロセ ッサ が 要 求 さ れ て い る。 営 業 部 門 な

ど、 あ るいは オ フ ィス映 像情 報 シ ス テ ムか らの ア クセ ス を考 慮 し、 素 人 に と って の ア クセ スの

容 易 性 が 重 要 とな る。 安価 も 条件 。

　 ⑤ 　 通 信 ネ ッ トワー ク

　 通 信衛 星 を 含 む数 値 、 イ メー ジ、音 声 、 文 章、 その 他 の伝 送 を 可能 とす る トー タル ・デー タ

通信 網 の整 備 提 供を 要 求 され て い る。 異 機 種間(コ ン ピュー タ間 、端 末間)、 異 企 業間 自由 接

続 の 要求 が 強い 。

　 シ(6)　そ の他

　 端 末が1人1人 に設 置 され るほ ど安 価 で 、使 い 易 くな らな い と、 ソフ ト ・コ ピー 時 代 の 実 現

は 難 し い。原 始 証 逓 のEDP化 保 存 の 法 的 承 認 も キー ・フ ァク ター で あ る。

　 EFTSに つ い て は、 本 人 確 認 シ ス テ ム(声 紋 、IC(カ ー ドそ の もの にLSIを 埋 め 込 ん

だ)カ ー ド)、 異 企 業 間 オ ン ラ イ ン接 続 な ど が重 要 。

　 セ キ ュリテ ィ、 プ ライ バ シー の 面か らの保 護 装 置(例:暗 号 化 装 置)、 ソ フ トウ ェアの 開 発

が 重要 とな る。
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2.　 1990年 のOAイ メ ー ジ

　 以 上 に ユ ー ザー 訪 問 調 査 結 果 の ニー ズ とシー ズ を 要約 した が 、わ れ われ は1990年 のOA

の あ るべ き姿 と して 次 の よ うな イ メー ジ を描 い て い る。

　〔1}　イ ソテ グ レー テ ッ ド・オ フ ィス ・シ ステ ム

　 80年 代 に お け る変化 と多様 性 の 時代 に対 応 す るべ く企 業 は スムー ズな 情 報 シ ステ ム の 構 築

を迫 られ て お り、 通 信環 境 等 の整 備 に伴 い1990年 に は トップ マ ネ ジメ ン トの 意 思 決 定 支援

を 含 む 総合 的 な統 合 オ フ ィ ス ・シス テ ムの 実 現が 待 たれ る。

　 イ ンチ プ レー テ ッ ド・オ フ ィス ・シ ス テ ムの 全 体像 を 図 示す れば 、 図1-1「1990年 の

OAイ メ ー ジ 」 の よ うに な るで あろ う。 す な わ ち10年 後 には 、

・EDP部 門 とそ の 他の オ フ ィス ・フ ロ ア に おけ る機能 とが 有 機 的 に接 合 され る。

・全 社 的 視野 のDSS(ト ップ ・マ ネジメ ン トを支 え るDSS) 、 各 階 層 の 管理 者 が パー ソナ ル

　 ・コ ン ピュー タや ター ミナル を介 して手 軽 に 、短 時間 に(従 来 数 日を 要 した ター ン ア ラ ウ ソ

　 ドが1日 また は数 時 間 で 、2、3ケ 月 を 要 した モ デ リン グが1カ 月 以 内 で、 とい う具合)結

　果 を 多種 多様 な視 聴 覚 可 能 の 形態(出 力)で 得 られ る。

・各 種 の デー タ ・ベー スが 定着 し、OAの 核 的 な存 在 とな る。 あ らゆ る蓄積 可能 な オ フ ィス情

　報 が デー タ ・ベー スに 蓄 積 ・検 索 され る。

・外 部 デー タ ・バ ン クか らの情 報 摂 取 、 異 企 業 デー タ ・ベー ス との 情報 の 融通(フ ァイ ル の移

　送)が 行 わ れ る。

・企 画 ・調 査 、研 究 所 、 設 計 ・エ ン ジニ ア リング部 門 等 で は 、 スペー シ ャル ・デー タ ・マ ネ ジ

　メ ソ ト ・シ ス テ ム(SDMS)を 利 用 し、 柔 軟 な 創 造性 発 揮 の 機 会 を増 や す こ とが で き る。

・レス ・ペー パー とな り、 部 門間 、 個 人 間 の情 報 交 換 は電子 化 され 、 交 換情 報 の管 理 に コ ン ピ ュ

　一 夕化 され たPABXが 活 躍 す る。

・文 書 作 成 、 情 報 伝 達 、 会 議 に は 、 イ ンテ リジ ェン トWS、 複 合 機能 ワー ド・プ ロ セ シ ング ・

　 シ ステ ム、 オ フ ィス映 像 シス テム 、 複 合機 能 端 末 装 置が そ れ ぞ れ の 役割 を果 す 。

　 　理 想 的 には 万 能 イ ン テ リジ ェン トWSは 図の 左 上 に列 挙 して あ る機 能 を 全部 備 え る こ とで

　 あ る。 わ が 国 で は タイ プ ラ イ タで もの を 書 く習 慣 が な い こと、 デ ィ クテー シ ョン(口 述文 書

　化)の 習 慣が な い こ とか ら、WS、WPSは 音 声 入 力、 表 示 、編 集の 諸 機 能 とと も に訂 正 、

　添 削を 電 子 ペ ン、 で きれ ば 音 声 で 行 う ことが 必 要 で あ る。 企 業規 模 、 情 報 流 通 量 に よ って は 、

　 ワー ド・プ ロ セ シ ン グ ・セ ン ター を設 置 し、 大 量 な もの は こ こで 捌 く こ とに な る。

・営 業部 門 等 の 現 業部 門 で毎 日発 生 す る情 報 は、 即 時 に ポー タブ ル ・ター ミナ ル等 を 介 して 本

　社 デー タ ・ベー ス あ るい は ブ ロ ック ・セ ン ター の デー タ ・ベー ス に蓄 積 、 メ イ ン テ イ ンされ

　 る。
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《
ー

万能 イ ンテ リジ ェ ン トWSの 機 能

　 　電 話、WP(音 声 入力、 音 声 訂iE、 編集)、

　 「電 子 メー ル ・ボ プク ス、 プ リ ンタ、 カ ラー ・デ ィ

　 　スプ レイ、 フ ァ クシ ミリ十 〇CR、 電子 フ ァイル 、

　 　複 写、 電 子 ベ ン、 計 算 ・情 報処 理 、 パ ー ソナ ル ・

　 　デー タ ・ベ ー ス、 キー ボ ー ド、 セ キ ュ リテ ィ、

　 　プ ライバ シー

　 　 (低 価 格)

図1-1 1990年 のOA・ イ メ ー ジ

オフィス映
像 システム

スタブフ　パーソナル・

鑛 タ塾 タ
法律　 　 　 　DB　　　　SDMS

－ 般 管 理

ユパ 総務

視 願㌶
人勤 労

!・ 社内サーヒヌ
チ三保全サ一白
ルピ

社

ト ップ マ ネ ジメ ン ト

人工衛星

営業本 部

EDP部 門

⑯ コンビ..タ

ター ミナ玖 パー ソナ
ル ・コンピュータ

CAD/CAE
　 SDMS
　 　 　 　 　 ポータブル・ターミナル

　　　A　　　　　 音声入力(無線)

WPプ ール型

ワード・プロセシング ・センター、

マニュアル ・プロセシング・センター

㌶9
各部門のWPは スタンド・アロン型

　 　支 　 　 　店
WP
ター ミナル 、パーソナ
ル ・コン ピュータ
　●　　■　　◆　　・

　 購　 買

　　 購 買

　　 資 材

・WP
・パーソナル・
コンピュータ

・ターミナル

　 　支 　 　 店
WP

ター ミナル、パ ーソナ
ル ・コンピュータ
●　　●　　●　　●　　■

.WP　 　 　　 　
ノミーソナル ・

タ ー ミナ ル、　コンピュータ

人 《

・WP　 　　　　　 ◆WP
・パーソナル ・　　　 ・パーソナル ・

コンピュータ　　　　コン ピュータ
・タ ーミナル 　　　・ター ミナル

欠 ポ ー タ ブル ・

　 　 ター ミナ ル

ポー タ ブ ル ・

　 　 ター ミナル

コ ン ピュー タ化

ポータ ブ ル ・

　 　タ ー ミナル

灸
　　　ポータブル ・

　　　 ター ミナル

　　 (ブ リーフ・ケース)

　 音 声 入 力

異 企 業 デ ー タ ・ベ ース

知　へース
)

DBs

　 外 部 デー タ ・パ ン ク

　 　 　 含む 海 外

・コマー シ ャル ・デー タ ・パ ンク

'公 共 デー タ ・パ ンク

研究所

在

ターーーミナ ルor
パーソナル ・
コンピュータ

(設 計、プログラマー
等)

鶯 ㊦

` ' も ●



一
●

'

、

　 こ う して い わ ゆ る ホ ワイ ト・カ ラー の 生 産 性 の 向上、 省 力 化 が は か られ ると と もに、 管 理 の

質 の レ ベル ア ップ と創 造 性 発 揮 が 実 現 す る こ とが望 まれ る。

　以 上 の よ うな 将 来 構 想 の非 常 に多 くは 、 既 存 技 術 と現 に進 行 しつ つ あ る技術 の 集大成 で で き

るで あ ろ うが 、 端 末 の爆 発的 増 加 、 誰 で も使 え るデー タ ・ベー ス、 イメ ー ジ処 理 とい った 新 た

な 利 用 拡大 を支 え る 技 術(例 え ば 、 オ フ ィス ・シ ステ ム ・ソフ トウ ェア)と 安 全 の ため の 技 術

(セ キ ュ リテ ィ、 プ ライ バ シー 保 護)が きわ め て 重要 にな って くる。

　 ② 　典 型的 な業 務 タイ プ別OAイ メー ジ

　 以 上 の よ うな 全体 像 を踏 ま えつ つ 、 実際 の部 門 のOAを 考 え る と、 そ こに は 当 然そ れ ぞ れ の

タ イプ な り態 様 が 存 在 す る。 も ち ろん 業種 に よ って も異 る。 しか し、 企 業 組織 は おお よそ 前 図

の よ うな部 門 の機 能 に分 け られ る。 これ らの お の おの の 部 門 のOAは 、 そ こだけ が独 立 してO

Aを 追求 す るの で は な く、 全 社OAの 一環 と して な され るので あ るが 、 い ま、 これ らの 機 能 の

中か ら典 型 的 な業 務 と して、　 「トラ ンザ クシ ョン ・ ドリブ ン型 定 型 業務」 、　 「対 人 型業 務 」 、

「設 計 ・エ ンジ ニ ア リ ング型 業 務 」 、　「企 画 ・調 査型 業務 」 、　 「意 思 決 定 型 業務 」 の5タ イ プ

を と りあげ 、 そ れ らのOAイ メ ー ジを描 くと次 の よ うで あ る。

　　 ① トラ ンザ ク シ ョ ン ・ ドリブ ン型定 型 業 務

　　 経理 、 銀 行 の 窓 口 な どの トラ ンザ クシ ョンを トリガー と して伝 票処 理 で 終 わ る事 務 で 、 す

　 で に機 械 化 は大 い に 進 んで い るが 、 膨 大 な 原 始 証 愚 類(銀 行 の場 合 大手1行 で手 数 百 万 枚

　 とい う印鑑 票 の 蓄 積 ・処理 、 手 形原 物 処 理)の イメー ジ処 理 な ど、 周辺 の 分 野 で は まだ まだ

　 未解 決 の処 理 が 大 きな 問題 と して残 って い る。 これ は 銀行 以 外 で も 同様 で あ る。

　　 原 始証 愚 類 そ の も の の処 理.(紙 そ の もの の 処 理)を 光 デ ィス ク、COM、CIM等 に よ る

　 イメー ジ蓄 積 ・検 索 処 理 に 移 行 させ た場 合 の 省 力化 、 能 率 化 、 コ ス ト削 減 の メ リ ッ トは 大 で

　 あ る。 この 場 合 、 イ ン デ ック スだけ がEDPと つ な が って い れ ば 、 検 索 が行 え る。 デー タ ・.

　 チ ェ ック にお い て は、 デ ィス プ レ イ上の 何 らか の 認 証 サ イ ンが 必 要 で あ る。

(処理 内容)

デ ー タ入 力

デ ー タ ・チ ェ ック

処 理

　 単純 処 理

　 デー タ ・ベー ス処 理

　 単純 計算

(メ リ ッ ト)

省 力化

コ ス ト削 減

能率 化

(技 術)

図 形 、 ドキ ュ メ ン ト入 力

音 声 入 力

端 末 の 改 善 、 デ ィス プ レ イ

デ ー タ ・ベ ー ス ・ア ク セ ス、 更 新

低 コ ス ト

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タ

ソ フ トウ ェ ア(ア ク セ ス)

WP

COM、 　CIM

光 デ ィ ス ク
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　今 後の 産 業 の ひ とつ の 傾 向 と して、 個 性 化 され た 多 品種 少 量 マス プ ロダ ク シ ョ ンが あ げ ら

れ る。 『これ は最 終消 費者 の趣 好 、要 求 に 最 も近 くマ ッチ した 製 品を注 文の 段 階 で と らえ、 一

定 種 類 の製 品 ワ ク組 の中 で 個 人 に合 った 多 種類 の 製 品 を ス ムー ズに生 産 し、 販売 す る思 想 で

あ る。 こ う した 場合 、 営 業 マ ン と工場 、 在 庫部 門 とは オ ン ライ ンで トラ ンザ ク シ ョ'ソ情 報 処

理 が 一体 化 し、 デー タ ・`ベー ス情報 の 自動 更 新 が 行 わ れ る こと にな る。

　 ② 　 対人 型 業務

　 対 人業務 型 業務 の 例 は 、営 業 、 広報 、 宣伝 、 人 事 、教 育 な どの 機 能 の ほか 共 通 的 な も の と

して会 議が あげ られ る。

　 最 も効果 が 期 待 され るの は、 出先 か ら迅 速 に オ ー ダー ・エ ン ト リー が入 り、 分野 別 デー タ

・ベー ス との 対話 支 援 型応 答 を通 じて カ ス トマ ー ・サー ビス の 質を 向 上 で ぎ る うえ 、 レスペ

ー パー が 促進 され る こ とで あ る
。

(処理)

対 人折衝

商 　 　談

　 製品PR

　 交 渉

　 契約

　 報告

オ ーダ ー

コミュニケーション(会 議)

教 育

人 事

外 部宣伝

広 報

コミュニケーシ ョン、根 回 し

　 カ レ ン ダ ー

　 ス ケ ジ ュ ー ル

　 テ レ コ ン フ ァ レ ン ス

(メ リッ ト)

販 売情 報 収集 分 析

サ イ ク ルの短 縮

レス ・へ ーバ ー

(技術)

対 話支 援 分野 別 デー タ ・ベ ース

対 話支 援 画像 処理 表 示 シ ス テム

音 声入 出 力、表示 装 置っ き ポー タ ブ ル ・ター ミナ ル

音 声入 力 ター ミナル(支 店)

オフ ィス 映像 シス テム

対 話 オート・ディクテーション文 章化 装 置

CALコ ンサ ルテ ィング ・シス テ ム

支 店業 績別 デ ー タ ・ベ ー ス

'

t

　 テ レ コン フ ァレ ンスに よ る旅 行 回 数 の 削減 は 、 時 間 の節 約 、 コス トの節 約 だ け で な く、 即

時 に い なが らに して臨 場 感 を も って 多 数 の 離 れ た個 所 で意 志 疎 通 が 行 え、 行 動 に 移 れ るとい

う経 営 効率 化 の メ リ ッ トが あ る。

　 また 、教 育 にお け るC・AIを 通 じ る人 材 開 発 、 再 訓 練 の効 果 は 大 きい。

　 ③ 設 計 ・エ ン ジニ ア リング型 業 務

　 設 計 ・エ ンジニ ア リング部 門 で は 、膨 大 な 設 計 図(何 十万 枚)の 蓄 積 ・検 索 に悩 ん で い

る。 しか も 検索 時 には、 設 計 図 の部 分 が 必 要 な 場 合 が 多 々 あ り、 プ ラン ト輸 出の 場 合 には 、

設 計 図 に つ い て い る コメ ン ト(日 本 語)を 外 国 語 に翻 訳 しなけ れ ば な らな い 。 これ が デー タ

・ペー スか らの 出力 時 に
、 自動的 に翻 訳 され た 外 国 語 の コメ ン トが つ け られ た 場 合 、省 力 化

効 果 は大 で あ る とい う。

J
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●

設 計 ・エ ンジニ ア リング型 業 務OA

(機 能)

設 計

エ ン ジ ニ ア リン グ

(メ リ ッ ト)

サ イ ク ルの短縮

コス ト削 減

創造 性 の発 揮

(技術)

設 計 図 デー タ ・ベ ース

設 計 図 と コメ ン トの 合成 出 力

技術 情報 デー タ ・ベ ー ス

シ ミュ レー シ ョ ン

CAD/CAE

SDMS

自然 言語 処理

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

　 この 部 門 で は対 話 形 式 の 創造 性 発 揮 の機 会 が大 きい の で 、CAD/CAE、 　 SDMSの 応

用 が 期 待 され る。 す で にCAD/CAEの 応 用 に よ る設 計 サイ ク ルの短 縮、 コス ト削減 、 創

造 性 発 揮 の 効 果 は大 で あ る。

　 ④ 企 画 ・調 査型 業 務

　 企 画 ・調 査 型 業 務 の 内容 と処理 要求 は 図 の よ うに示 す こ とがで き る。

●

b

企画 ・調査型業務のOA

(方 　法)

方 法 の着 想

情 報 収集

市 場 調査、 調 査

集 計

分析(数 値、 非数 値)

シ ミュ レー シ ョ ン

戦 略 案策 定 一 レポー ト作成

　 (オ ルタ ネー テ ィブ)

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

(メ リット)

創造性の発鳳 時間の短縮

意思決定資料作成の迅速化

(支援 ツー ル)

内外デ ー タ ・バ ンク

イ ンタ ビュー

数 理統 計

モ デ リング

図表処理

文献、 新 聞

'パー ソナ ル ・フ ァイ ル

SDMS

(技　術)

デー タ ・ベー ス

電 話、 電 子 メー ル

数 理統 計 プ ログラ ム

分 析 プ ロ グラ ム

数値 、 非 数値 情 報表 示 プ ログ ラ ム

イ ンテ リジ ェ ン ト・ター ミナ ルor　W'S

電 子 フ ァイル

DSS

SDMS

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュー タ

インテリジェントWPS－ 音 声入 出力、自動 編 集

オ フ ィス映像 シス テ ム

　企 画 ・調 査は 外部 に 起 こ りつ つ あ る事 象 の 情報 を収 集 、 分 析 す る度合 が 高 い 。 社 内に お け

る戦略 に 関 係す る情 報 の蓄 積 ・検 索 は もち ろ ん大 事 だ が 、 そ れ は社 内 に中 央 デー タ ・ベ ー ス

が 完備 して い れば よい。

　 む しろ外 部 情 報 の 摂 取 、 デー タ ・ベー ス化 が 非常 に大 き な 問題 で あ り、 企 業 レベ ルの デー

タ ・ベ ー ス は もち ろ ん 、 パー ソナル ・デー タ ・フ ァイ ル(最 小 単位 の 分散 デー タ ・ベー ス)

が 必 要 で 、情 報 の種 類 は手 書 き文 章 、図 形 、絵 、 写真 、 情 報 源 ス キル ズ ・イ ン ベ ン トリー な
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ど多 様 で あ る。

　 戦 略 案 策 定 の 過程 で はDSS、 　 SDMSを 活 用 して シ ミュ レー シ ョン、 試 行 鎖誤 を繰 り返

せ ば 、短 期 間 に よ り多 くの 裏 づけ を も った 意志 決 定 支援 資 料 を 作成 で き る。 そ の た め に は、

で きれ ば万 能 イ ン テ リジ ェン トWSが 欲 しい と ころ で あ る。 レ ポー ト作 成 、 外 部 事 件 発生 分

析 レ ポー ト、 情 報 配 布 の機 能 に と って も重 要 な 役 割 を 果す 。 レ ポー ト作 成 に は 、 話 し言 葉 、

図 形 、 写 真 な ど の入 力 、編 集、 レイ ア ウ ト、 音 声 訂 正 も し くは電 子 ベ ンに よ る訂 正 、 添 削 が

是 非 欲 しい。

　 英 語 以 外 の 外 国語 か ら 日本語 へ の 機 械 翻 訳 も場合 に よ っては 必 要 とな ろ う。

　 ⑤ 意思 決 定 型 業務(経 営 者)

　 Uhlig,Farber,Bairに よれ ば 、 オ フ ィス に おけ る諸 プ ロセ ス とオ フ ィス活 動 は 次の よ

うな項 目に展 開 で き る。 経 営 者 とい え ど も これ らの プ ロセ スの す べ て に な ん らか の 形 で 関 与

　　　　　活動→

プロセス　　　収
　　　　　　　集企画

計画　　　ケ

。予算　　　シ

調整

。政策形成

。意思決定

。命令

'

して い る訳 だ が、 中 で も最 も コ ミッ トの 深 い 機能 は 予算 、 政 策 形 成 、 意 思 決 定 、 命 令 で あ ろ

う。 い ま これ ら の機 能 だ け を取 り 出 し、 そ れ を支 援 す るOAを 考 え る と図 の よ うに な るで あ

ろ う。

(関与機能)

予算

政策形成

意思決定

命令

(支 援 ツ ー ル)

外 部 情 報

交 友

イ ン タ ビ ュ ー

文 献 、 新 聞

企 画 ・調 査 部 門

オペレーショナル ・レポ ー ト

シ ミュレー ション

(技 　術)

内 外デ ー タ ・バ ン ク(と くに非 数 値)

多 機能 電 話

多 機能 タ・一 ミナ ル(デ ィクテ ー シ ョン機 能含)

オフィス 映像 システム(図 形処 理 表示 装 置→ 生 成、修iE、 ファイル)

テ レ コ ンフ ァレ ンス

■

」

　 経 営 者 の 意 思決 定 の特 色には 、1)例 外 ・予想 外 事 態への対 処、2)マ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ンス

の 典型 的 モ デル が うま く適 用 で きな い よ うな定 性 的判 断 、3)緊 急 判 断 、4}必 要 情報 と分 析方

法 は 、意 思 決 定 や 計画 立案 の 過 程 で 問 題 の急 所 が 明 らか に な るに従 って 変 わ ってい く、 とい
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うよ うな もの が 多 い。

　従 っそ 、経 営 者 の意 思 決定 型OAは 、短 時 間 で 変 更や 拡 張 の で き るDSSシ ス テム 設 計 アー

キ テ クチ ャで なけ れ ば な らな い。 あ と の 問題 は 、経 営 者 を サ ポー トす る ス タ ッフ、 上 級 管理

者 が そ れぞ れ 柔軟 な 言語 とイ ン タ フ ェー スの良 い ハー ドウ ェア を使 い 個 人 の机 上 で モ デ リン

グや シ ミュ レー シ ョンが 手 軽 に で き、 オ ル タネー テ ィ ブを短 期 に 提 示 す る こ とに かか って い

る。 もち ろ ん 大型 プ ロ ジ ェク トの よ うな大 型 問題 に は 、大 型 コ ン ピ ュー タを 使 って の 高度 の

分析 手 法 を使 って報 告 す る こ とが必 要で あ る。 大 切 な の は そ の ため の 人 材 教 育 で あ る。

■

●

、

、

、
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第II部 OAワ ーキング・グルー プ

ユ ー ザ 訪 問 調 査 結 果



,

"

■

'



■

●

碕

●

1.調 査 の 対 象 と調 査 結 果 の 概 要

1.1　 訪 問 企 業 選 定 基 準

(1)一 部 の 業 種 に偏 らず 、 代 表 的 業種 をほ ぼ カバ ーす る こ と。　 (注:訪 問 企 業 数 が 限 られ て い

　 る関 係で 合 計11業 種12企 業 とな った 。)

(2)　 ビジネ ス ・オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン とエ ン ジニ ア リン グ ・オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ

　 ンの 両 分野 を カ バー す るこ と。

(3)意 識 の 比 較 的進 ん だ 企 業で あ る こ と。'

　 　 そ の 判 断 材料 と して は

　 ①JECC、EDP投 資現 状 調 査 の80年 代 の 情報 シス テ ム のニー ズ、 考 え方 に 前 向 きの

　 　 記 述 を 寄 せ た企 業。

　 ② 　識 者 の 意 見 を 参 考 に し、 一 家 言 あ る ユ ー ザ、シス テ ムの 比 較 的進 ん で い る とい われ る

　 　 ユ ー ザo

　③ 　 打診 の 際 、 積極 的 な 反 応 を 示 した ユー ザ。

の3点 を参 考 と した 。訪 問後 の ミー テ ィン グでKJ法 的 手 法 を 用 い、 訪 問 委 員相 互 の聴 取 内 容

の 確 認、 見解 の 統 一 を行 い、 ま とめ 方 につ い て討 議 を行 った。 ま た、 一 部 、 不 明な 点 に つ い て

は 、 企 業 の担 当者 に 電 話 に よ る確 認 を行 った。 表1-1、 表1-2は 売 上 高規 模 別 お よび 従 業

員 規 模 別 の訪 問企 業分 布 で あ る。

　 　　 　 　　 　　 　　 　表1-1　 売 上 高 規模 別 ・産 業 別 の 訪 問企 業 分 布

売上高 10億 円未満 10億 円 ～ 50億 円 ～ 100億 円 ～ 250億 円～ 500億 円～ 1,000億 円

産業 50億 円未満 100億 円 未 満 250億 円未 満 500億 円未満 1000億 円 未満 以 上

建　　　　　設 ○

食 料 品 製 造 ○(2社)

繊　　　　　維 ○

出版 ・印刷(新 聞) ○

化　学(薬 品) ○

鉄　　　　　鋼 ○

電　気　機　械 ○

輸 送 用 機 械 ○

小売(百 貨店) ○

金融(銀 　行) ○

保　　　　　険 〇
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表1-2　 従業員規 模別 ・産 業別 の訪問企 業分布

従業員数 1～499人 500 1,000 2,000 5,000 10,000 50,000

産業 ～999人 ～1 ,999人 ～4,999人 ～9 ,999人 ～49,999人 人以上

建　　　　　　　設 ○

食　料　品　製　造 ○ ○

繊　　　　　　　維 ○

出版 ・印刷(新 聞) ○

化　学　 (薬　品) ○

鉄　　　　　　　鋼 ○

電　　気　 機　　械 ○
〉

輸　送　用　機　械 ○

小　売　 (百貨店) ○

金　融　 (銀　行) ○

保　　　　　　　険 ○

ρ

1.2　 標本 企業 につ い て

(1)　 12社 と も一 流 企 業 で あ り 、 同業 の 中 小 企 業 に も当 ては ま る とは 思 わ れ な い。

② 　 食 料 品製 造 業2社 は 、製 品 が 流動 食 品 主 体 で あ り、 固形 食 品加 工 な ど、 他 の食 品メ ー カー

　 と違 う面 が あ る。

{3)金 融(銀 行)、 保 険 、 出 版 ・印 刷(新 聞)に つ い て は 、 同業 界 の均 質 性 に よ り、 大 体 当該

　 業界 を代 表 して い る とみ て よい で あ ろ う。

(4}　電気 機械 は、 標本 企業 が 部 品製 造 業 で あ り、 同 業界 を代 表 す る とは み られ な い。

(5}小 売 業(百 貨 店)は 、 標 本 企 業 が 特 殊 な コ ンセ プ トに よ り推 進 して い るので 、 これ も小

　 売 業 界 を代 表 す る とは み ら れ な い。 しか し、 ひ とつ の徹 底 した考 え方で は あ る。

⑥ 　 建 設、 電 気 機 械 を 除 いた 標 本 企 業 は 、 い ず れ も業界 内 の最 大 規 模 の 企 業で あ るか ら、 概 ね

　 マ キ シマ ム のニ ー ズを表 わ し て い る とい え よ う。

(7}　 15年 先 の見 通 しを立 て て い る企 業 は 存在 しな い の で、 と くに 数 量 的 な要 求 の具 体 的 提 示

　 は 少 なか った が 、 か な り煮 詰 め た要 求 が把 握 で きた よ うに 思わ れ る。

■

ピ

1.3　 ケ ー ス ・ス タデ ィ全 体 に共 通 して み られ る点

(1}　 OAの 真 の 目的 は 、 間接 部 門 の 生 産 性 向 上(省 力化 十 能 率 化)、 コス ト削 減 だけ で な く、
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■

○

禽

　 管 理 水準 の 向 上(think　 す るこ と、 付 加 価値 が 従来 の 労働 力か ら知識 に 移 行 す る こ と)で

　 あ ってこ 単 な る現 場 の 機 械化 で あ って は な らず 、 そ の ため に は 全社 的視 野 か ら互換 性 を考 え

　 て積 み 上 げ て い くべ き もの で あ る とい う認識 が 、 標本 企 業 に み られ た。

② 　 ホ ワイ ト ・カ ラー と ブルー ・カ ラー の境 界 線 が 、次 第 に ハ ッキ リ しな くな る方 向 に あ る。

(3)製 造 業 は15年 間 に 、 さ らに工 場 のオ ー トメ化(未 着 手領 域)を 進め て 人 員 削減 を はか り、

　 浮 いた 人 員 を 営 業、 新規 分野 に 配 置す る考 えで あ る。 建 設、 非製 造 業 は逆 に直 接部 門(営 業)

　 を 増 強 し、 管 理部 門(間 接部 門)を 効 率化 に よって削減(よ り少 ない人 間 で効 率 的 管理)を す

　 る方 向に あ る。 生 保 は 若 干 管理 部 門が 増 え るが 、 ほ とん ど不 変で あ る。

(4}　 日本 で は フ ェー ス ・ツー ・フ ェー スの 時間 に非 常 に 多 くの 時 間(多 くは50%以 上)を 取

　 られ る。 これ は情 緒 と根 回 しが必 要 な た めで 、15年 後 も残 るで あ ろ う。 この た め分 析 時 間

　 が ゼ ロに な る場 合 も あ るが、 日本 の マ ネー ジ ャー はthink　 して い な いの で は な い。 時 間 外

　 あ るいは オ フ ィス外 でthink　 して い る場 合 が 多 い の で は なか ろ うか。15年 後 まで そ の ま

　 まで い い とい う訳 で は な い。OAに よって 時間 内 にthink　 す る 時 間 をつ くるべ きで あ るほ

　 うが い い。 根 回 しの た め、 テ レコ ンフ ァレン ス とな って も、 フ ェー ス ・ツニ ・フ ェー ス は残

　 るで あ ろ う。

(5)原 始 証愚 で な い と法 的 に認 め られ てい な いた め に 、 そ の 膨 大'さ 、保 管 スペー ス、 整 理 ・

　 検 索 の 非 能率 が 大 き な悩 み とな っ てい る。3～10年 か ら20年(設 計 図 な ど)保 管 の 義 務

　 が 課 せ られ て い る。 従 って、 税 務 当局 の証 拠 能力 あ る媒 体 を認 め る措 置が 望 ま れ て い る。

{6}　回 線 の速 度、 料 金 、 自由化(相 互 乗 り入 れ)、 プ ロ トコル の 多様 性 、 ソフ トウ ェア 、 コー

　 ドの 標 準化 、 セ キ ュ リテ ィな どが 望 まれ てい る。

(7)　 日本語 の特 質 か らOAの 徹 底 を は か るに は、 自然 言語 処 理(日 本 語 文 章 の 自動 処 理 、 日本

　 語 の 話 し言 葉 の 入 力)が 可 能 とな る こ とが 必要 で、 これ が 可 能 とな ら ない うち は ワー ド ・プ

　 ロ セ シ ング ・シ ス テ ムの 利 用 は 急 激 に は進 まな いで あ ろ う。

(8)汎 用 多機 能 イ ンテ リジ ェン ト・ワー ク ・ステー シ ョンも必 要 だ が、 専 用 複合 機 能 高 能 率 ター

　 ミナル も必 要 とみ られ る。

⑨

oo

O

⑫

鋤

4

n
μ

0

限 られ た 単語 の 音 声 入 出力 デ バ イス の応 用 可能 性 は 全 業 種 にわ た り広 い。

知 識 ベー スの ニ ー ズは 、 各 産 業 に それ ぞ れ 存在 す る。

人 間工 学 的 に オ フ ィ スは血 の 通 った レイ ア ウ トにす る ことが 必 要 で あ る。

素 人 が使 えな け れ ばOAに は 乗 らな い。

コス トが 安 く、 高性 能 で あ る こ とが 前提 。

高 学 歴 社 会 で 仕事 が 単 純化 した 場合 の 生 き甲斐 を ど う して見 出す か 、 人 間の 非 論 理 性 の 問

題(不 安)が 指 摘 され た 。
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1.4　 製造業、 非製造業に大別 した場 合の要求 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　'

　 　 　 　 　 　 　 .

　　　12社 を製造業(二 次産業)と 非製造 業(三 次産業)に 大別 してOAに 対す る特徴 と要求を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

整 理 、要 約 す る と、 表1-3の よ うに な るで あ ろ う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　 表1-3　 0Aに 対 す る特 徴 の要 約.

　　　　　　　　　　　　 産　　業

アプ リケー ション
第　　　　　二　　　　　次　　　　　産　　　　　業 　 　 　 ,

　 　 　 φ

　 　 　 ●

「　　 　 ∀

1　 生産部門でのオー トメω ・まだ まだ自動化 の余地が残ってお り、 とくに官能 検査部分が未着手。
・・無線によるポー タブル音声入出力システムの要求が 強い。 ・悪環境に耐える装置で あること。

2　 イメージ処理 ・・マニ ュアル作成+マ ニ ュアルは図面、 写真(カ ラーを含む)、 文章を含み複雑。 ・設計図.仕 様書、 説明書

のDB化 。 ・CAD/CAB。 ・商品サンプルの表示 ・検索 一 色 柄、模様、素材、荷駄 マーク。

3　 定 量、 定 性 情 報の ハ イブ リ ッ ド ・ユー ス ・蓄積データの視 覚表現に よる評価、検討の容易化(会 議資料、 レポー ト、論 文)
・医薬開発 システム→X線 写真解析数値化(投 薬効果)。 ・電気設計、CAD/CAB。

4　 音声入出力システム ・工 場か らの ポ ー タ ブ ル無 線 音声 入 出 力 タ ー ミナル。 デ ィスプ レイつ きだ と一 層良 い。

・遠 隔 か らの 音 声 入 力(営 業、 注 文(オ ー ク ー ・エ ン トリー))、 問合 せ(IR)。

5　漢字情報処理 ・情報処理 システムの全般について必要。

6　 自然 言語処理 と機械翻訳 ・契約書、通信文、基準昏な どパターン化 された ものの文章自動処理。 ・話し言葉入力。 日本語プ ログラ ミン

　グ。 ・マニュアル作成 ・一 文蕉 図形、写真 色等(輸 出マニ ュアルは自動 翻訳(英 語 以 外 も)、 中東 向
け等は絵が必 要)。

7　 ワー ド・プ ロセ シ ング ・通信文(パ ター ン化)。 誰にでも入力で きること(音 声」 キー イン、 ペンタ7チ)
・文章情報処理 。　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 ,

8　 デ ィジタル伝送と蓄積交換型デー タ通信 ・全社完全に融 合したシステムをつ くれ るように してお く。'センターか ら全社ベース～

・企業集団 ネ ッ トワー ク(無 人化システム)

9　 フ ァク シ ミ リ ・OCR 、 手書入 力、複写機能の結合。　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 '

10　 分散処理 システム ・管理は集中化、 業務は分散処理。
・企業形態 によ り、すでに分権化 しないとスムーズ`ζいかない場合があ る(部 門長ベース)

'

11　 大容量DASD ・ ビ7ト 系
、 非 ピ7ト 系(図 形、 写 真 、 設 計図、 そ の他)の 蓄 積。 デ ー タ量 膨 大。 ・

・バ タク ア プブ を 完全 に 行 うご と。　 (イ ンテ グ リテ ィ)。 専 用 コ ン ピュ ー ターの 要。

12　 分 散 デ ー タ ・ベ ー ス
　 　 　 　 '
・デー タは集中化、 ものにより分 散DB化(現 場のニーズを満たす もの)

13　 DBMS ・高速、 高信頼性、・安定性。容量、DBMS、 　CPU能 力の三位一体。

14　 知識 ペース ・研 究支 援 シ ス テム、 故 障 予 防診 断 シ ステ ム、 シ ステ ム ・ノ イ ンテ ナ ソス、 自主 管理 活 動 システ ム、 新規 事 業

フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィ、 研 修 シス テ ム。

15　 多機 能 イ ンテ リジ ェ ン ト・WS ・上記諸機能を兼備する。いつでもどこでも必 要な情報を画像、音声、ハー ド・コピー等、 その時の必要に応 じ
て利用。 ・小型、奥行の薄い こと、安価。

16　 -多機能事務用電話機 ・情報検索業務 　 ・プ ログラムの選択　 ・データ入力
・定型的問合せ　 　多機能インテリジ ェン トWSで 解決。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

17　 ソフ ト ・コ ピー ・全 シス テ ムに つ いて そ の 必要 があ るが、 根 回 しがあ り、 残 る。 レス ・ペ ーパ ー。

18　 電子メー ル ・連 絡、 公報、 報告　 ・デ ィスプレイ、情報蓄積 く不在時)。

19　 オフ ィス 映像 シス テム ・会議援助システム　 ・プロジェク ト室 　 ・商談、 ・進度管理

入力BDPデ ータ、手書き、 日本語、英数字、 図玖 音声。

20　 DSS ・どれだけ非数値情報、外部情報 を取 り込めるかにかか る。
・モデ リング構 築の容易化。

21　 EFTS ・企業間」 対銀行間決済。
・法敵 社会 環境の整備。

囲 　ω金融、保険、小売の生産部門ば営業、外務員をい う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T

一14一



　 　 .

「

・
　
　　

　
　
　

.
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　　

　
　
　　

　
　　

　
　
　　

　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　　

　
　
　　

　
　　

　
　
　　

　
　

,

　

●　

　
　
　　

　

、

第　　　　　三　　　　　次　　　　　産　　　　　業

・音声入 出力システ ムに よる生産性向上、情報収集 のタイム ・ラグの短 縮、 センター ・フ ァイルへ
の アクセスを通 じるサー ビスの質の向上の期待が 強い。

・契約 申込書、契約書 など文章(パ タ]ン 化 された) 、印鑑(印 影)の 伝送、処理。DB化 、 大量
処理、証拠能力等。 ・マニュアル(執 務基準書など)図 形、 文章、 時`こは地図を含む。

・蓄積データの視覚表現に よる評価 検 討の容易化。

・営業、店、 支部など と本社間の音声対話(タ ー ミナル)
・出先か らの音声入力 ポータブル ・ター ミナル(見 積書作成、提案書作成など遠隔か らの原稿送信)

・情報処理システムの全般について必 要。
・人名、地名があ る限 り字数は数万で も足 りぬ。人名、 地名は政府が データ ・ベースをつ くるべき
だ(叙 勲発表はそ こか ら伝送するといい)。

・通信 文、基 準書などバターソ化された ものの文章 自動処理。 ・話し言葉入力。 日本語プ ログラ ミ
　ング。 ・執 務基準書、 文執 図形、挿入、挿 換 編集。

・通信 文(パ ター ン化)誰 に で も入 力 で き る こ と(音 声 、 キ ー ・イン、 ペ ンタ フチ)
・文 章 情 報 処理。

・オ ンラ イ ン総 合 ネ7ト ワー ク。

・OCR 、手書入力、 複写機能の結合。

・管理 は集中化、業務 は分散処理。現場のニーズに合った処理。

・原始証愚類の蓄積。 デー タ量膨 大。市 場、顧客、販売活動情報フ ァイル化。
・写真 地紋等の蓄積(新 聞) 。デ ータ量 膨大。　・イ ンテグ リテ ィ・専用コンピュータの要

・リスク分散によるプロ7ク 化。
・現 場のニーズを満 たす もの は分散DB化 。

・高 速 、
.高 信 頼性 、 安定 性 。 容 量、DBMS、 　CPU能 力 三 位 一体 。

・研 修 シ ステ ム
、 コ ンサ ル テ ィン グ、 企 業 診 断、 家庭 診 断 、 ロー ン診 断。

・上記諸機能を兼備す る。

・小型、 安価。

・同左

・同左

・同左

・会議援助システム　 ・商談　 ・商品紹介　 ・教育
・同左

・㌧ プほど必要 。
・同左

◆企業間、対銀行間」 対消費者間決済。
・法制、社会環境の整備。
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2.調 　 査 　 結 　 果

2.1　 建 設 業(1社)

2.1.1　 業 界 の特 徴

　建 設 業 界は 、 大手 の総 合 建 設 企業 か ら、 サ ブ コ ン トラ ク ト(い わ ゆ る下請 業 者)ま で 含め 、

約47万 社(53年9月 末 現 在)で 構 成 されて お り、 そ の うち 資 本 金1億 円以 下 の 中 小 業者 の

占め る割 合 は、99%を 越 え て い る。

　 しか しな が ら、 今 回 の イ ン タ ビ ュー 調 査 の対 象 が、 大 手 の 総 合 建 設 企 業で あ る こ とか ら、 こ

こで は範 囲 を大 手 建 設 業 に 絞 って、 以 下業 界 の特 徴 か ら述 べ て い くこ とにす る。

　 大 手建 設 業 の もつ 特 質 と して は 、

ほ腱 築 現場や 土 木 現 場 に お け る実 際 の作 業 は サ ブ コ ン トラ ク トに委 託 し、 建設 企 業 は 、 そ の 管

　 理 、監 督 や 、営 業、 設 計 な どを 行 う一 種 の ア レ ン ジ ャー 的 な役 割 を受 け もつ 。 従 って、 従 業

　 員 は すべ て ホ ワイ ト ・カ ラー で あ る。

② 収益 の源 泉 はすべ て現 場 で あ る ことか ら、現 場 の 管 理 が非 常 に 重要 な ウェイ トを 占め る。

(3請 け 負 う仕事 は、 主 に ビル、 住 宅 な どの建 築 と、 道路 、 ダ ム等 の土 木工 事 で あ るが、 双 方 と

　 もにほ とん どが 一 品 受 注 生 産 で あ り、 それ ぞ れ の 工 事 が 、 工 期 や 規 模が まち まち で あ る。

(4)大 きな プ ロ ジェ ク トな どの 場 合 、 数 社の ジョイ ン ト・ベ ンチャーで行 う ことが 多 くな って きて

　 お り、 また海 外 か らの受 注 も増 加 して い る。

(5}欧米 流 の合 理 的 な 考 え方が 企 業 に浸 透 して きて い る今 日にお い て、 業務 を よ り円滑 に 遂 行 す

　 るため に 、 日本 的 な ロ人 間 関 係nを 重視 す る とい う面が 、 他 の 業界 よ り も強 い よ うに思 わ れ

　 る。

(6)取 り扱 う資 材 の 種 類 は 膨大 な 数 にの ぼ り、 例 えば 、 鉄 材 に して も、 材 質 、長 さ、 太 さな ど に

　 よ って も異 な り、 コ ス トも時 期 に よって 変 動す るため 、 個 々 の 部 品管 理 を綿 密に 行 お うとす

　 れ ば、 非常 に手 間 が か か る。

な どが あげ られ る。

■

`

2.1.2　 建設 業1社 の 特徴

　(1)概 　 況

　今 回 イ ンタ ビュー に応 じて い た だ い た企 業 は 、 前 述 の とお り大 手 総 合建 設 企 業 で あ り、2.1.

1で 述べ た 特徴 を もつ 。 以 下 、 便宜 上"1社"と 呼 ぶ こと にす る。

現 在 、1社 で は 、事 務 効 率化 の ため 、3つ の 大 きなEDPシ ス テ ムを構 築 して い る。1つ は、
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●

建 築 シス テ ム と呼ば れ る もの・で、 これ は建 築 現場 単位 で デ ー タを エ ン トリー し、 予 算 と実績 と

の対 比 を.行い な が ら中 央 で コス ト管 理 を行 うシ ス テ ムで あ る。 も う1つ は、 土 木 シス テム で あ

り、 建 築 シス テ ム と同 じ よ うな 形 で、 土 木現 場 を管 理 す る シiiLテ ムで あ る。3番 目 の シス テ ム

は、 先 の2シ ス テ ム か らデ ー タを受 け と り、 マ ク ロ的 な コス ト管 理 を行 うため の 経 理 シ ステ ム

で あ る。 さ らに この後 の 処 理 と して、バ ランス ・シー トや 損益 計 算 書 まで は じき 出 す決 算 シス テ

ムを現 在 開発 中 との こ と。

　 他 に 、 設 計 図 に基 づ い て コス トの 見積 りを 行 う積 算 シス テ ム と、 作 業 の管 理 の ため に、過 去

の工 事 を 参考 と して 人 件 費、 工 期 、諸 費用 を 割 り 出す作 業 量集 計 シ ステ ムが構 築 され て い る。

　 これ らの シス テ ム を 前提 と して 、 今後 、 事 務 効率 化 を進 め てい くに あ た り、 工 事 現 場 の 事 務

処理 の 合 理 化(入 力 関係 を主 と して)を 推 進 す る とい う方 針 を と って い る。

　以 上 、1社 の 現 状 あ るい は将 来 に お い て、EDPシ ス テ ム な らび に オ フ ィス ・オー トメ ー シ

ョンに対 す る問 題 点 と リク ワイ アメ ンツを次 に 述べ る。

1

　 ② 問 題 点 お よび リク ワイ アメ ン ツ

　 オ フ ィスに おけ る事 務 の効 率化 を 図 る手段 と して、EDPシ ス テ ムや オフ ィス ・オー トメー シ

ョン ・システムを 採用 しようとす る際 、 自社 の 業務 内 容、 業 務 量等 に 照 ら して、 現 在 の 技術 では

自動化 が 不 可 能 な もの 、 現在 の 技術 で も充分 可能 で あ るが 開 発 費 、 導 入 費 な ど コ ス ト的 に 難

しい もの 、 また、 制 度 的 、 法 制上 で実 現 で き な い もの な ど各 種 の障 害 に直 面 して い る と思 わ れ

る。

　 ここ で は、 イ ン タ ビュー に よ って得 られ た情 報 を 基 に して、1社 に お け る業 務 の 自動 化 、 機

械 化 に お い て、 現 在 生 じて い る障 害 や 、 これ か ら生 じるで あ ろ う問 題 点 を 明 らか に し、 そ れ に

対 す る技 術 的 あ るい は 制 度 的 な 面で の リク ワイ アメ ン ツにつ い て ま とめ て い る。

　 　 1)　 ドキ ュメ ン ツの氾 濫

　 　 　 o原 始 証 愚 類

　 　経 理 関係 の 伝 票 な ど 、 法制 上 そ れぞ れ5年 な り10年 な りの 保 存 義務 が 課 せ られ てお り、

　 しか も原 始 証 愚 の 形 で保 管 して おか な け れば な らな い ため に 大 きな保 管 ス ペ ー スを 必 要 と

　す る こ とか ら、 建 物 の 利 用 効 率 を 悪 く し て い る 。 加 え て 、 こ の よ うな原 始 証 愚類 は 、 往

　 々 に して 一 括 し て保 管 庫(倉 庫)に 数 年分 限 って しま うことになる の で、必 要 が あ っ て取 り出

　 さね ば な らな い 事態 が 生 じた 時 、膨 大 な 量 の書 類 の 中か ら見 つけ 出す の は 非常 に や っか い で

　手 間 の か か る作 業 とな って い る。こ の 問 題 を ク リ ア す る た め に は.ま ず 原 始 証 遍 と い う

　形 で 提 出 しな け れ ば な らな い とい う法 的 規 制が 緩 和 され 、マ イ ク ロフ ィル ム や磁 気 テ ー プで

　の 提 出が 認 め られ る よ うに な る ことが 先 決で あ ろ う。 さらに マ イ ク ロフ ィル ム 等 で の提 出 が

　可 能 とな って も な お 検 索 の 問題 は残 り、必 要 な デー タを迅 速 か つ簡 単 に検 索 で き る よ うな シ
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ス テ ムが 望 まれ る。

　 　 O設 計 図

　 1社 の み な らず 、建 設 会 社 で は過 去 に 携 わ った 物件 の設 計 図を 膨 大 に抱 え て い る。 例 えば

ビル な どの 建 築 物 の場 合 、 そ の 耐 用 年 数 は20年 位(物 理 的 には100年 で も もつ が 、 機 能

面 で 陳 腐化 して し ま う との こと)で あ り、取 り壊 しの 際 にそ の 設 計 図 が必 要 とな る と ころか

ら、 や は り20年 間 は 保存 してお かね ば な らな い。 現 在 は設 計 図 を マ イ ク ロ フ ィル ム化 して

保 管 して あ るが 、 ここで も検索 に 時 間 が か か るの が ネ ック とな ってい る。

　 　 。そ の他

　 最 近 で は、 個 人 的 に 管 理 しなけ れば な らな い情 報 が か な り多 くな って きて お り、 各 自の所

持 す る ラ ァイル類 が増 大 して い る。 この た め 、 将 来 は 、 個 人 ベー スの 文 献情 報 シス テムが 必

要 とな るだ ろ う。

　 2)イ メ ー ジ処理

　 1社 で は 、 業 務 上の 必 要 性 か らす で に 自動 設 計 プ ロ グ ラム を 自社開 発 す るな ど、 設 計 面 の

自動 化 を 進 め て い る。 現 在 、 デ ジタ イ ザ で入 力 し、 グ ラフィック ・デ ィスプレイ上 で の 設 計 が

可 能 と な って い る。 今 後 の 要 望 と して、 製 図 まで 自動 化 した い とい う考 えが あ り、 専 用 の 自

動 製 図 機 の 出現 を待 ち望 ん で い る。

　 3)音 声 入 出力

　 音 声認 識 に関 して は 、 声紋 の 識別 が 可 能 とな れ ば、 コ ン ピ ュー タ室 へ の入 退 室 等 セ キ ュ リ

テ ィ面で の利 用 範 囲 が拡 大 してい く と予 測 して い る。 また、 音 声 出力 も 実 現す れ ば普 及 す る

だ ろ う と考 え てい るが、 特 に これ とい った 具 体 的 な ニ ー ズはな い よ うで あ る。

　 4)漢 字 情 報 処 理

　 漢 字情 報 処 理 に つ い て は、 や は り入 力 が ネ ック とな る と考 えて お り、 従来 の 方 法 で は 、速

度 の点 で満 足 しが た く、 手書 き漢 字OCRの 出現 に期 待 して い る。 現在 、1社 で は 、現 場 の

入 力 手段 と して、 手書 きOCRを 利 用 して い る。 これ には書 き方 に 制 約 が あ るた め、 社員 を

あ る程 度教 育 した 上 で 使 って い るが、 そ の 認 識 率 は98.8%と い う高 い 数 字 が 得 られ てい る。

した が って 、手 書 き漢 字OCRに つ い て も、 あ る程 度 の 制 約 は 、教 育 と取 り扱 い 者 の 慣 れ に

よ って カ バt－で き る と考 え て い る。 そ の た め、 現 在 の 手 書 きOCR程 度 の 制 約 で あれ ば 、 ニ

ー ズは か な り高 いで あ ろ う。　 　 　 一　 　 　 　 　 .

　 5)自 然 言 語処 理

　 TSS、 ワ ー ク ・ス テTシ ヨ ン ・ エ ン ド ・ ユ ー一・:・ザ 言 語 な ど の 出 現 に よ り ・ コ ン ピ ュ ー タ'シ ス

テ ムは 、 電 算室 の専 門家 だ け で な く、 利 用 者 の 幅 を 広げ て きて い るが 、 今 の簡 易 言語 で は ま

だ まだ 専 門 知 識 が 要求 され る。そ の点 、 自然 言語 で コ ン ピ ュー タに処 理 の 実 行 を 命令 す るこ

とが で きれ ば 、 さ らに 利 用者 層 の範 囲 は拡 大 す る。 自然 言語 の 箇条 書 きに よ るプ ロ グ ラム作

一18一

■

笛



禽

●

●

■

成 とい う機能 に 対 して ニー ズ は高 い。

　 6)機 械翻 訳

　 建 設 業界 にお いて も海外 か らの受 注 は 増 加傾 向 に あ り、1社 も例 外 で は な い 。 工 事 の 受注

先 は北 米、 南 米 、 中 近 東 な ど 多国 にわ た り、海 外へ の進 出 が 活 発 にな って き てい る。 それ が

英 語 圏 であ れ ば 、 ドキ ュメ ン トの 作 成 な ど に お い てそ れ ほ ど不 自 由を 感 じて い な い。 が 、商

社 やメ ー カ な ど と 異 な り輸 出 後 発 組 の 建設 業 で は語 学 の強 い人 材 をそ れ ほ ど抱 え て いな い

た め、 ブ ラ ジ ルや ア ラ ビアな どか らの 受 注の 際、 ドキ ュメ ン ト作 成 に 手 間 と コ ス トがか か る

とい う現 状 で あ る。 そ の ため 、 英語 だけ で な く、 その 他の 言 語 につ い て も 自動 的 に翻 訳 で き

る シス テ ムに 対 す る要 求 が 強 い。

　 7)フ ァク シ ミ リ(ハ イ ブ リ ッ ド ・ユー ス)

　 現場 で の入 力 に 現在OCRを 利 用 して い るが 、 定 性 情 報 と合 わ せ た形 で コ ン ピ ュー タに イ

ンプ ッ トした い とい うニー ズが あ るた め、 現 在 、 フ ァク シ ミ リとOCRの 接 続 を 検討 中 とい

う両 者 の ハ イ ブ リ ッ ド化 に対 す るニ ー ズ は高 い。

　 8)大 容 量DASD

　 営業 マ ソが よ り円滑 に営 業活 動 を 行 え る よ うサ ポー トす るため に 、 客先 と の 過去 の取 引の

経 緯 な どの情 報 を もった 営 業情 報 デー タ ・ベー スを構 築 す る構 想 が あ る。 そ の よ う な情 報 は 、

'
いつ で も、 ど こか らで も リ ア ル・タイムに問い合せが で き る こ とが要求 され る た め、 大 容 量D

ASDへ の期 待 は大 き い。

　 ま た、設 計 業 務 にお い て、 設 計 図 面 を モ ジ ュー ル 化 してス トアしてお き、そ れ を ディスプ レ

イ上 で 組 み合 わせ る こと に よ って 最適 な 設計 を 行 うこ とが可 能 になれ ば 設 計 速 度 は飛 躍 的 に

向 上す る。 これ を 実現 す るた め に は、 設 計 図 の モ ジ ュー ノヒとい う イメ ー ジ情 報 を ス トアす る

大 容 量 の メ モ リが 必 要 とな り、 この方 面か らの期 待 も大 きい。

　 9)多 機 能 端 末

　 前 項 で述 べ た 営業情 報 デー タ ・ベー スを利 用 面で見れば 、 営 業 マ ソが 外 出先 か ら問 い合 わ せ

る とい うケー ス が多 い と想 定 され るた め 、無 線 でデー タ ・ベー スに問い合 わせ す る こ とので き

る コ ン パ ク トな携 帯 用 無 線 端 末 に 対 す るニ ー ズが 考 え られ る。

　 10)DSS

　 I社 で は、OR予 測 な どを 行 うとい う計 画 を 持 って い るが 、 トップの 意 思 決 定 は、8割 方

外 部 情報 に 依 存 して い るため 、 外部 の情 報 を 如何 に入 手 す るか が 問題 とな る。 しか し、 そ の

情 報 の入 手 先 、 入 手 方 法 、 種 類 は さ ま ざ まで あ る と思 わ れ 、技 術 面か らサ ポー トで き る とす

れ ば異 機 種 間 の コ ン ピュー タ ・ネ ヅ トワー クな ど で、 制 度 面 か らは、 回線 利 用 に 関 す る法 制

の 緩 和 と い うこ とに な ろ う。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二:

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

21　 建　　設　　業　(訪 問企業)1社

ω 、 {2} {3)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目　 (注2)

重 ① ② ③
　 之

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算機 を必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(

含 含

要 とす るア プ リケ ー 値
数

1

タ

1 フ

頼‡ 葡
●

値 ・

ト ユ の プ

度
シ ョ ン技 術項 目

演
演

べ ウ 性膓 矛
ノく

1 工 イ シ

(AIB,C)(注1) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

生 産 部 門 で の
●

オ ー ト メ ー シ ョ ン

イ メ ー ジ処 理 技 術

ρ

の レ ベ ル ア ッ プ

定　量　情　報　と
定　性　情　報　の
一　　　体　　　化

一

音声 入 出 力シ ステ ム
C ○ ○

の　　実　　用　　化

A 漢 字 情 報 処 理 ○

自 然 言 語 処 理 ○ ○ ○

'■

B
と　機　械　翻　訳 ○ ○ ○ ○ ○

〆

ワー ド ・プ ロ セシ ング

(注1)　 重要度のラ ンク付けについて は次のとお りとす る。　　 　 　　
A:当 該業種で非常 に重要 とされるアプ リケーシ ョン技術項 目で、業務のメイン・ルーチンに関係するもの。

B:業 務 の メ イ ン ・ルー チ ンか らはずれ てい るが 重 要 と され る も の。

C:実 現す れ ば 非常 に便 利 で あ り、 イ ンパ ク トが大 きいが、 当面 実現 が 困難 と思 わ れる も の。

(注2)　 要求技術項 目のランク付けにっ いてば次のとおりとす る。(こ のペー ジは○のみの表示となっている。)

◎:非 常に重要な要求技術項目。

◎:重 要な要求技術 項目。

○:や や重要な要求技術項目。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .
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●

㌔

〔4)計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

声 紋の 判 別 な どセ キ ュ リテ ィ面 で の利 用。

手書き漢字OCRで の入力速度 の向上。

。 自然言語でのプ ログラム作成 の実現。

。英語のみな らず、スペイ ン語、 ポル トガル語など、 中進国、開発途上国の公用語 の機械翻訳 。
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、

「

{11、 {2) ㈲　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信(　含 そ(　含

要 とす るア プ リケー 値
数

|

タ

フ 　 セ
頼 キ

法

制
値

ト
ユ のZ・

シ ョ ン技 術 項 目
演

演
べ ウ

性: 矛
パ

度 |
工

イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

デ ィ ジ タ ル 伝 送 と

A

蓄 積 交 換 型 の

デ　ー　 タ　 通　信 の

、

フ ァクシ ミ リ(OCR

や イメ ー ジ ・プ ロセ ッサ .

A 等 とフ ァク シ ミ リ技 術 『 ○ ○
の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

1

分 散 処 理 シ ス テ ム

の　　　 発　　　 展

A 大 容 量DA8D ○

●

分 散 デ ー タ ・ベ ー ス

唱.
、

ご

一

.

D　 　 B　 　 M　 　　S
一

'

知　識　 べ　 一　 ス

.
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也

■

、

{4}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

フ ァクシ ミリか らOCRを 通 じて コ ンビ ュー タ へ入 力 で き る もの。

膨 大 な 定量、 定性 情 報 の デー タ ・ベー ス化 。
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.
一　 　 　 '

{1)、 {2} ㈲　　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目　　　　　　一

重
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要' 入 出 .対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす る アプ リケ一
　 　 　 　 　 、

値
数

値

|

タ.

・

フ

ト
　 L

含

瞬
　 ユ

　葡
　 ■

.のZ

シ ョ ン技 術 項 目 演
演

べ ウ

エ

性 リ　 テ 孝
ノく

度 | イ シ

(ムB,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

多 機 能 イ　ン テ リ

●

ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・

ス　テ　ー　シ　 ョ　 ン

べ

ρ

多機 能 化 を施 した

B
事 　 務 　 用　 電 　 話

(デ ータ ・ベースのアクセ
○ ○ ○

ス等の応用について)
A

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

(ハ ー ド ・コ ピー か ら

ソ フ ト ・コ ピ ー へ)
'

電　子　 メ　 ー　ル '

一

、

「●

オ　フ　ィ　 ス　映 像

シ　　 ス　　 テ　　 ム

㎡

、

B
デ シ ジ ョン ・サ ポー い

○ ○
シ　　 ス　　 テ　　 ム

一...

E　　 F　　 T　 　 S
■

一

一,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -
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◆　

　
　
　
　　

　　

　
　
　
　　
●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

(41　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

A

無線 で、 営 業情 報 などのデータ ・ベー スへ 問い合 わ せ が で き るもの。 営業 マ ンが 携帯 で き るよ うに、 軽 量 で ヨンパ ク トな

もの。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

1

外 部 情報 入 手 のた めの 異機 種 間 ネ ッ トワー ク。

'
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11)テ レ コ ン フ ァ レ ンス

　 会 議な ど、'話 し合 い に よ って 問題 を煮 つ め て い く よ うな場 合 で は、 や は り実 際 に 面 と向か

っ て行 った 方 が メ リ ッ トが 大 き く、 日本 的 な'根 回 し ロの 考 え方 が 根 強 い ため 、意 志 の疎

通 を 図 るに はそ の 方 が 業 務 を 進め や す い。 しか し、 一 方 的 な 報 告 な どの 場合 に は、 わ ざわ ざ

支 店か ら出 張す る とい うロ スを省 くた め には 有 効 で あ ろ うが 、TV電 話 的 な利 用 に留 ま るの

で は ないか と予 想 され る。

(3}将 来の オ フ ィス像(就 業 形態 、 組織 面か ら)

　 1)在 宅 勤務

　 建 設業 に お い ては 、 現 場 が すべ て の 根本 と な っ てお り、 これ は将 来 にわ た って 不 変 で あ る。

このことか ら、少 な くとも現 場 の 管理 事 務や 監 督 に従 事 す る人 々 は家 に い ては 仕 事 に な らな い 。

また 、 トップ ・マネジメ ン トや 営 業 マ ン も、'マ ソ ・ツー ・マ ンの 要素 が 多 くを 占め る仕 事 が ら、

同様 に在 宅 勤 務 とい う形 態 は とれ な い で あ ろ う。 唯一 、 可 能 で あ る とす れば 設 計 部 門 の 人 々

で あ る と思 わ れ るが、 会 社 全体 の管 理 上 、 他 の社 員 の モラ ルの 問題 を 考慮 すれ ば 、 彼 らだけ

に適 用 す るの は難 しい と言 わ ざ るを 得 な い。 現 ピ1社 で は、 現 場 サ イ ドを 鑑み 、 今 の とこ ろ

週 休2日 制 に も踏 み切 れ な い状 況 で あ る。

　 2)組 織 、 オ フ ィス の 形 態

　 10年 後 を展 望 す る と、 オ フ ィス の 自動化 、 機 械 化 の進 展 に よ り、事 務 部 門 の人 員 は大 幅

に 削 減 され、 組 織 が 簡 略 化 し、 スペー ス も縮 小 す る こ とが 予 想 され る。

　 建 設 業 の 観点 か ら見 れ ば 、 縮 小 した オ フ ィスの 環 境 の 向 上 や 、 省 エ ネ ル ギー の 面か ら、 空

調 機器 や 給排 水 の 施 設 な ど の電子 化 とい う点 で 、 創 意 工 夫 の 余 地 は か な り多 い だ ろ うとい う

指摘 が あ った。

'

2.1.3　 所 　 見

　 (1}企 　業

　 1社 で は、EDPユ ー ザ の ほ とん どが そ うで あ る よ うに、 メー カか ら新 しい製 品 を 提 示 され

た 時点 でそ の最 適 な 利用 を考 え る とい う方 針 の た め、 各 機 能 に対 す る詳 細 な仕 様 まで は 回答 が

得 られ て い な い。

　た だ し、 イ ン タ ビ.ユー で の 感触 か ら現 状 にお け る問 題 の焦 点 は い か に入 力 の 効 率 を 上げ るか

とい うこ とと、 膨大 な 定 量 、 定性 デー タを どの よ うに 処 理 す るか とい う点 に あ り、 そ こか ら生

じる リク ワイ アメ ソ ツは 、6cRな ど入 力 機 器 の 改 善 、 大 容 量DAsD、DBMsの 機能 向上

に 向け られ て い る と思 わ れ る。

》
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　② 　 業 　 界

　 。建 設 業 は 、 高学 歴 の ホ ワイ ト・カラー社 会 で あ るがゆ え に 、 今後 業務 の 効 率化 に よ り積 極 的

に 取 り くむ必 要 の あ る 業種 の一 つ で あ る と考 え られ る。 しか し、人 間 関 係 を 重視 す る とい う体

質 上 か ら、 オフィス ・オー トメー シ ョン化 は機 械 を 相 手に仕 事 す る とい う感 が 強 い と思わ れ る点

で 、 内 部 か ら拒 否 反応 が起 こ るお そ れ が 強 い。 そ の た め 、建 設 業 に お け る オ フ ィス ・オー トメー

シ ョン化 の進 展 は 、 他産 業 に比 べ て遅 れ る可能 性 が あ る。

　 この 点 か ら、 む しろ 人 間 あ るいは 日本 人 の特 性 を 充 分考 慮 した 上 で 、 将 来 の シ ス テム を 展望

して い く必 要 が あ るだ ろ う。

匂

2.2　 食 料 品 製 造 業(A社)

舎

2.21　 業 界 の 特徴

　 JECCア ンケー トを通 して み た食 料 品製 造 業 界 の特 徴 は つ ぎ の とお りで あ る。

　 第1に 、 資本 金 な ら び に従 業 員数 に よって 企 業 規模 の 分 布 を み る と、 資本 金:数100億 円、

従 業 員数:数1,000人 とい う比 較 的大 き な規模 の グ ルー プ と、 資本 金:10億 円前 後 、 従 業

員 数:1,000人 前後 とい う比 較 的 小 さな規 模 の もの とに集 中 化 して い る こ とが 注 目 され る。

後 者 の グ ルー プ か らは コス ト面 に つ い て厳 しい 注 文 がつ け られ る こ とに な る。

　 第2に 、 この 業 界 で は物 流 が 決 め 手 的 な要 素 に な って い る。上 に 述 べ た 小 規 模 グ ー ル プ で

は、 運 送 、 小 売 な どを 他 企業 に依 存 して い る こ とか ら、 それ ら とのオ ンライ ン的 な 情 報 交 換 に

強 い ニー ズ を も って い る。

　 第3に 、 大 衆 消 費 製 品 を 主 な対 象 として い る ことか ら、 製 品 コ ス トに直 結 す る生 産 の 合 理 化

に 強 い関 心 が 寄 せ られ て い る反 面、 事 務 ・経 理 な どは 集 中 的 で簡 素 な組 織 とな って い る こ と も

あ ってか 、 ほ とん ど問 題 に されて は いな い。 製 造 工 程 で の省 力化 で は、 検 ビンな ど の検 査 作 業 、

品 種 の 多様 化 に ともな うパ ッケー ジン グ作 業 な どが 自動 化 の ボ トル ネ ックと して指 摘 され てい

る。'

　 第4に 、大 衆 の反 応 に 敏 感 で あ る こ とか ら、 ダイ レ ク ト ・メー ル の 宛 名書 き の ため の漢 字 処

理 と電 子郵 便 、市 場 分 析 のた め の 超大 型機 な どへ の ニー ズが 出 され て い る。 ,

　 第5に 、 他 の 業種 の 場合 と同 様 に こ こで も手 書OCRや 音 声入 力 装 置 に よ るデー タ ・エ ン ト

リー へ の期 待 が 極 め て高 い。

　 以 上 か ら結 論的 に い え る ことは 、食 料 品製 造 業 界 に お い ては 、 製 造 面 で の生 産 性 が 厳 しく追

求 され て い るのに ひ きか え、 ホ ワ イ ト ・カ ラー の生 産 性へ の意 識 は 未分化 の状 況 に あ り、 オ フ

ィス ・オ ー トメー シ ョ ンが 具 体 的 に構 想 され るよ うに な る まで に は 、 まだか な りの 時 間 を 必 要
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とす る とい うこ とで あ る。

2.2.2　 食料 品製 造業A社 の特徴

　 (1}A社 の 概 況

　 従 業 員構 成 は 、 現在 、間 接部 門43.5%に 対 し、 直 接 部 門56.5%、 パー トな し とな って い

る。 これ を'85年 に は、 間 接 部門60%、 直接 部 門40%に も って い く計 画 で あ る。 この構 成

推 移 は製 造部 門 で の 省 力化 に よ る余 剰 人 員 を営 業 強 化 に あて る こ とに よる もの 、 この 意 味 で 事

務 所 の低 生 産 性 とは無 関係 とい うの がA社 側 の 見 解 で あ った 。 これ 以 降 の人 員構 成 の 見 通 しピ

つ い て は 回答 不 能 との こと で あ った。 ち な み に'75年 で の構 成 比 は20対80で あ った との こ

とで あ る。

　 ブル ー ・カ ラー の ホ ワイ ト・カ ラー 化 は 学歴 社 会 か ら の必 然 的 な 結果 と して そ うな る もの と

み られ て い る。

　 生 産 性 向 上の 見 通 しに対 して も、5年 後 につ いて しか 回 答 が え られず 、 生 産 部 門120%、

事 務 部 門110%で 、 そ の尺 度 はそ れ ぞ れ生 産 高/投 入 人 員 、 利 益 または 売 上 高/投 入 人 員 と

な って い る。 売 上 高 に 対 す る ボ トルネ ックが物 流 に あ る ことが 指摘 され てい る。

　 事 務 所 にお け る人 員構 成(人 件 費 ベー ス)は 、 管 理 職30.7%、 スタ ッフ15.7%、 技 術 職

と事 務 職合 せ て39.9%、 補 助職13.　 7%で あ る。

　 管 理 者 の平 均 的な 時 間 の 使 途 につ い て は 、米 国 で の移 動 中5～10%と い う値 は 地 理 的 な 事

情 の 異 な るわ が 国 に は あ て は ま らず 、も っ と小 さ な 比 重 に な る も の とみ ら れ る 。 従 っ て 、

テ レ コ ン フ ァレン スの 効 用 もそれ だけ 減 退 す るは ず で 、 しか も職 能 本 位 の米 国 とそ うで な い わ

が国 とで は話 が ち が う。 また 、企 業 規 模 に よ る必 要 性 の差 も大 き く、A社 とし ては 有 効 性 が 実

感 で きな い との こ とで あ った。

■

　 (2)要 求 仕 様 一 ニー ズ と シー ズへ の 注 文

　 基 本 的 な 考 え方:情 報 処 理 の本 質 は0と1に よる論 理の 世 界 で あ り、OAと か 人 工 知 能 に よ

って 新 しい次 元 の 展 開 が もた らされ る とは 考 え られ な い。 結 局 従 来 のEDP担 当者 の リー ダー

シ ップ に よら ざ るを 得 な くな るは ず。

　 ドキ ュメ ン トの 氾 濫:業 種 に よ って 事 情 が異 なる と思 われ るが 、A社 の場 合 、 最 も圧 力を 感 じ

て い るの は 、法 律 的 に10年 間 の保 管 義務 を課 せ られ て い る原 始 証 愚 類 の取 扱 い で あ る。 マ イ

ク ロ フ ィル ム化 、 特 に カ ラー化 に よ る もの に興 味が あ る。 これ につ いで プ ログ ラ ム ・リス トが

問題 で あ る。 この 他 、 電 電公 社 の 回線 申請 書 の よ うに膨 大 な書 類 作 成 を 要求 さ れ る こ とが あ る

の を 何 とか してほ しい。

　 イメ ー ジ処 理:検 ビン工 程 が イ メー ジ 処理 技 術 に よ って 自動 化 され 得な い も のか ど うか 。 非

◆

〆
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常 に 人手 を 喰 う工 程 な の で 効果 は大 きい。 リス ト類 な どの 保 管 ・検 索 用 と して 、画像デー タ ・ベ

ー ス に興味 が あ る
。 ま た、 い くつ か の デー タ ・ リス トを 表 形 式 の ま ま操 作 して 自分 の欲 しい デ

ー タ ・リス トを合 成 す る とい
った こ とが、 直 接 素 人 にで き る こ とに なれ ば 重 宝 で あ る。

　 音 声入 出力:第 一 に 欲 しい の は 音 声 入力 で、 手 書OCRに 優 先 す る。 声 紋 識別 が で きれ ば セ

キ ュ リテ ィの 面 で役 立 つ が 、 適 用 業 務 は限 定 され そ う。 自然 な入 力 速 度 の 確保 が大 切 。

　漢 字情 報 処 理:手 書OCRで 入 力 可能 とな るか ど うか が 普 及 の 鍵 。 この 場合 、規 格 のあ り方

が 問 題 とな る。'80年 は規 格 化 が 重 要 な課 題 に な り、 規 格 戦 争 の 時 代 とな ろ う。

自然 言 語 処 理:自 然 言 語 プ ロ グ ラ ミングに は 関 心 が あ るが 、 そ れ 以 外 の 応 用 につ いて は特 に

興 味 は な い。

　 ワー ド ・プ ロセ シ ン グ:現 在 の と ころ特 に ニー ズを感 じて い な い。 カ ナが 漢字 に変 って も、

採算 に の るだけ の メ リ ッ トが あ る か ど う か 疑 問 。 例 え ば 、固 有 名 詞 用 辞 書 の作 成 ・保 守 の コ

ス トは1企 業 に は 負 担 し きれ る もの で はな い。 操 作 性 に つ い て い えば 、 素人 が 扱 え る こ とがO

A機 器 で の 基 本 条 件 で あ る。

　 デー タ伝 送:企 業 間 通信 の 実現 に は規 制 が 強 くて動 きが とれ な い。A社 の場 合 、 物 流を 他 企

業 に依 存 して い るが 、 この企 業 との デー タ交 換 は い まな おMTの ハ ン ド・キ ャ リイ にた よ らざ

るを 得な い状 況 で あ る。 こ う した 規 制が取 除 か れ れ ば デー タ通 信 の利 用 は大 き く拡 大 され る。

これ と同 時 に、 料 金 が安 くな る こ と、 機密 保 護 機 能 が完 備 され る こ とが 重 要 で あ る。 プ ロ トコ

ルにつ い て は、IBM標 準 の存 在 が 充 分尊 重 され る ことを 期 待 した い。 さ らに、 わ が 国 が 地 震

の 多 発 国 で あ る こ とを 考 え る と、 有 線 で は な く衛 星通 信 な どの よ うな無 線 通 信 手段 が強 化 され

る こ とが望 ま し い。

　 フ ァク シ ミリ:OCRや イメ ー ジ ・プ ロセ ッサ な ど との ハ イ ブ リ ッ ド化 が 可能 に なれ ば 応 用

が広 が るの は 確 か で あ る。 しか し、 具体 的 に ど うこ うとい うの は、 そ こ まで 想 像 力 が まわ らな

いo

　分散処理:ま ず企業の形態 があ って、それに分散処理が適当か ど うかが考えられ るべきで、

決 してそ の 逆 で は な い。A社 の 場合 は 出先 の 人数 が 少 な い 集 中 型 の 企 業 形態 にな って い るの で 、

分 散 処 理 へ の ニー ズ は存 在 しな い。 分 散処 理化 が進 め ば 超大 型 計 算 機 の 必 要性 は な くな る とい

う議 論 が あ るが、 そ れ は 正 し く.ない。A社 で の経 験 で は 、デー タ ・ベー ス処理 、特 に 修 正、 再 構

成 な どの メ イ ンテ ナ ンス は大 変 な処 理 量 を要 す るの で 、そ の た め に だ け で も超 大 型 が ほ しい。

もちろ ん 、 安 くな る とい う前 提 で の見 解 で は あ るが。

　 イ ン ハ ウス の分 散 処 理 につ い て は、 端末 の 高 性 能化 に伴 って 中 央 の 負担 が ふ え て い くの で 、

その 対応 策 と して採 用 す る可 能 性 はあ る。 ただ 、 この場合 あ くま で も 中 央の コ ン トロー ル 下 に

お かれ た分 散 処 理 とい う形 を と る こ とに な る。

　 デー タ ・ベース:現 在IMSを 使 って い るが 、 デ ー タ再 構 成 に もの す ご く時 間 が かか るの が 最
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大 の問 題。 階 層 構 造 は応 用上 の 要 求 に適 合 しに くい こ とが あ るの で 、 い ず れ は 関 係 モ デ ルに 移

行 した い.と考 え てい るが ・ 関係DBMSに 完 全 な もの が 見 当 ら ない。QBEも 現 状 で は 弱点 が

あ る。

　 デー タ ・ベー スに関す る注 文 と しては、 ① ソ フ トウェア の充 実、 ② 大 容 量 低 価 格DASD、

③ 処 理 速 度 の 向 上、 ④ メ イ ン テ ナ ンスの 容 易 さ、 とい った と ころで あ る。

　 分 散 デー タ ・ベー スには、特 に必 要 性 を 感 じ て い な いの で 、 注 文 をつ け る こ とも な い。

　 多 機 能電 話:火 事 の セ ンサ な ど付 加 すべ き機 能 は い ろい ろ 考 え られ るが 、 特 にOAが らみ と

い うこ とで い えば 、 市 場 調査 マ ンが 原 宿 辺 りを 歩 きな が ら、刻 々観 察情 報 を 本 社 に送 信 で き る

よ うな 無線 電 話 み た いな もの が 欲 しい。

　 ソ フ ト・コ ピー:マ イ ク ロ フ ィル ム 化 に対 しては 一 部 に 抜 き 難 い 拒 絶 反 応 が み ら れ る。

従 って、 そ れ が使 われ る場合 と使 われ る場 所 は ど う して も限 定 され る こ とに な る もの とみ て い

る。

　 電子 メ ール:実 際に 郵 便 を 多 く扱 う部 門 に当た って意 見 をき くべ き問題 だ と考 え る。A社 の 場

合 で い えば 、 販売 部 門、 経 理 部 門 な どが そ れ。

　 オ フ ィス映 像 シス テム:便 利 だ とは考 え られ るが 、使 わ れ るの はか な り特 殊 な と ころに 限 ら

れ るの で は ないか 。 む しろ、CAPTAINSシ ス テ ムの よ うに 家 庭 へ の 普及 の 方 が 先行 す るの

で は な い だ ろ うか。

　 デ シ ジ ョ ン ・サ ポー ト・シ ス テム:企 業 トップ が こ う した もの を 使 う気 に な るか ど うか 疑 問

で あ る。

　 電 子 資 金決 済 方 式:給 与 銀 行 振 込 の 例 か らみ て 、 個人 感 覚の ベー スで み て もや れ る雰 囲気 は

充 分 に あ る。 ま して 企 業 間 の場 合 には そ うし た抵 抗 は な い はず で あ り、 安 全 性 が 保 障 され、 法

制的 に も問題 が な けれ ば 、 大 いに 普及 す る もの と思 わ れ る。 た だ し、 企 業 間 通 信 に 対 す る電電

公 社 の 規 制 が ボ トル ネ ッ クにな る心 配 は あ る。

　(3)　 OAの 影 響 な らび に一 般 的要 望 事 項

　単 に フ ァ ク シ ミリを 入 れ る、 ワー ド・プ ロ セ ッサを 入 れ る とい うだ け で は オ フ ィス ・オー ト

メー シ ョンで はな い 。 計算 機 シス テ ム と統 合 化 され ては じめ て本 当 の オ フ ィス ・オー トメ ー シ

ョ ン に な る 。 従 っ て 、 そ の 推 進 の 中 心 と な る の は 、計 算 機 に対 す る充 分 な知 識 と経 験 を備

え たEDP部 門 が 当た るべ き で あ る。A社 の場 合 に は、 まだOAを 意 識 的 に推 進 す る ため の 組

織 は 存在 して い ない 。

　本 格 的なOAが 実現 す れ ば 、 一 部 で は在 宅 勤務 も可 能 に な り、 組織 や事 務 所 の レイ ア ウ トに

変化 が生 じ る こ とは 当然 で あ るが 、 それ らが 具 体 的 に ど うな るか とい う こ とは 予 見 で き る こ と

で は な い。 ただ 、IBM社 の あ る主 要 な オ フ ィ スを 見学 した とき、 担 当者 が こ この レ イア ウ ト
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は 、大 幅 な 組織 変 更 が あ って も、 変 え よとい われ れ ば 一 晩 で 変 え る こ とが で き る と い って い た

の が 印 象深 か った。

　 一般 的 な要 望 事 項 と して は 、 特 に ネ ッ トワー ク

た いσ

・アー キテ ク チ ャの 標 準{ヒを強 く望 ん で お き

命

■

、

2.2.4　 所 　 見

　 ω 　 企 　 業

　 A社 は 今 度 の調 査 に お け る最 初 の 訪 問 先 で あ っ た が 、こ こで 最 も強 い 印 象 を 受 け た の

は ・ オ フ ィス ・オー トメー シ ョ ンにおけ る一般 的 な通 念 が ま るで通 用 レない とい うこ とで あ

った。

　 まず 、 間 接部 門 にお け る生 産 性 向 上 とい う標 語 は 、A社 で は 不在 に 近 か った。生 産 性 向 上

の 対 象 は も っぱ ら直 接 部 門 に あ り、 この た め には 社 内 委 員会 も組 織 され て い る との こ とで あ

った が、 間 接 部 門 に 関 して ど うか と念 を押 した のに 対 しては 、 な い との 回答 で あ った。 この

理 由 と しては 、 直 接 部 門 に生 産 性 向 上 の余 地 が な お残 され て お り、 これ に 投 資 した 方が よ り

大 き な 効果 が 期 待 し得 る とい う判 断が あ る よ うで あ る。

　 この 判断 の 背 景 に は 、 わ れ わ れ の 質 問表 に あ げ られ て い るよ うな ボ トル ネ ックの存 在 な ら

びに そ れ を 解 消 す るた め の 技 術 の 可 能 性に 対 す る認 識の ず れ が あ る こ と は 明 ら か で あ る。

例 え ば 、 ドキ ュメ ン トの 氾 濫 と い う問題 ひ とつ を とっ て み て も、 これ は実 際 に そ ん な に 重大

な もの と して は 感 知 され てい な い よ うで あ る。 また、 イ メー ジ処 理 な ど人 工 知能 的 な 技術 の

ポテ ン シ ャルに 対 す る認 識が 浅 く、 表 面 的 な レベ ルで の応 用 と して しか理 解 され て い な い こ

とも、OAの 過 少 評 価 につ なが って い るも の と推 測 され る。

　 直 接部 門 に お け る生 産 性 向上 の 可 能性 と して は、 検 査 工 程 とパ ッケー ジ ン グ工 程 があ げ ら

れ たが、 これらは突 き詰 め れ ば 人 間の審 美 感 覚 の人 工 化 と い う問 題 に ぶつ か る こ とに な りそ う

であ る。 面 白そ うな 問 題で は あ るが、 ビン詰 め とい うこ とに こだ わ らな け れば 別 の解 決 策 が

あ りそ うで あ る。 しか し、 検 査工 程 が 自動 化 の ボ トル ネ ック に な って い る とい う事実 は、 こ

の 企 業 に限 らな い一 般 的 な 問 題 で あ る よ うで あ る。

　 間接部門の比重増大 とい う傾 向は この企業の場合に も顕著で あ るが、その内容 は直 接部門

か ら営 業 部 門へ の 配 置転 換 に よ る もの とい う こ とで あ り、 そ の 生 産 性 を 特 に 問題 視 しな け れ

ば な らない とい う認 識 は皆 無 で あ った 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 ②　 業 　界

　 物 流 を課 題 と して 他 企 業 とのEDPで の 連 繋 が 必 要 に な って い る た め、企 業 間 の デー タ

通 信、 互 換 性 、標 準 化 な ど に対 す る要 求 が 強 い。

　 デー タ ・ベー スがか な り使 い込 ま れ てお り、現 在 のDBMSへ の 不 満 が 高 ま りつつ あ る。 中
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　 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,「

(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項'目 　の　注　釈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "

1.検 査 工 程、 パ ッケー ジ ング工 程 の 自動化 技術 。

1.　 (生 産部 門 で の オー トメ ー シ ョンの項 と同 じ)。

2.リ ス ト類の 保管 ・検 査 、 複 数 リス トを合成 して別 形 式 の リス トの作 成(こ れ が リス トコ ン トロー ルで 素人 に で き る

　 　こ と)。

3。 手書OCR。

1.手 書OCR。

2.各 種規 格 の 完成。

1、 自然言 語 プ ロ グラ ミング。

1.素 人 に操作 で き るこ と、 固 有 名 詞 辞書 の作 成 コス ト。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
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1:

●

・　　　　　　　　　　　　、:

ω 計　算　機　に　対 す る 要 求 技 術 項'目

【

の 注 釈

1.

2.

無線方式の電話。

火事のセンサなどの機能を付加したもの。

1.

2.

安全性の保障。

企業間通信の自由化。
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小企 業 が 多 い ため 、 集 中 処i理指 向 が顕 著 で あ る。

　〔3)　一 般 的 コメ ン ト

　 IBMのZloofに よ るSBAな ど の よ うな 、 い わ ゆ る統合 型OAに 対 す る認 識 は ほ とん

ど 浸透 して お らず 、 そ う した方 向で の 構 想 に つ い て は 、何 も 聞 き 出す ことが で きな か った。

これ は質 問 表 の作 り方 に原 因 が あ る と も考 え られ るが 、 今 回 面 接 した 人 た ち が す べ て各 企 業

のEDP部 門 の 中心 に あ る人 々 で あ った だ け に意 外 な 感 じを受 け た。

　 OAと い う とオ フ ィ スの イメー ジか ら、 主 と して イ ンサ イ ド・ワー クでの 生 産性 が 問題 に

され るこ とが 多い が 、 こ こ数 年来 の営 業部 門 強化 とい う流 れ をみ て い ると、 今 後 はむ しろ営

業 マ ソの 生 産性 と して 、 ア ウ トサ イ ド ・ワー クで の省 力化 を 問 題 にす べ き では な いか とい う

印 象 を受 け た。

2.3　 食 料 品 製 造 業

2.3.1'業 界 の 特徴

　食 品 業界 は 、 全般 的 な 動 向 と して は 、 消 費者 の嗜 好 ニー ズの 多 様化 か ら、 幅 広 い製 品 群 を 出

す 傾 向 に あ り、 同 じ品 目の 中で も、 パ ッケー ジ ン グ、香 料 、 原 材 料 の 配合 、 ブラ ン ドを 変 えて

消 費 者 の ニー ズに応 え て い る。 そ の た め 、牛 乳や 乳酸 菌 飲 料 な ど過去 に お い て宅 配 が 主 流 で あ

った もの もスー パ ー ・マー ケ ッ トな ど 店 頭 販売 が 中 心 とな り、 消 費者 が 数 多 くの 商 品の 中か ら

自分 の 嗜好 に 合 った もの を 選 択(そ れ も選 択 を楽 しむ 、す な わ ち シ ョ ッピ ン グを楽 しむ とい う

社 会 的 風潮 に あ り、必 ず しも、 わ ず らわ しい 宅 配 を 好 まな い傾 向に 変 わ って きて い る。)す る

よ うに な って きて い るのが 特 徴 で あ る。

　 また、外食産業の台頭 に伴 い、食 品材料の多様化 と一 括購入の傾向が高 まってきたため、一

部 の メ ー カ で は 、外 食 産 業 向け の メ ニ ュー の 研 究 や 、多 様 化 し た消 費 者 の 嗜 好 ニー ズ の把握

に力 を 入れ る傾 向 がみ ら れ る。 この よ うな 一 連の 変化 は、 少 な か らず 、 製 品 の 需 要予 測 が し難

い とい う状 況 を 生 み 出 し、時 に 乳製 品 な どで は 「消 費 された 量 を 即 座 に把 握 して補 給 す る」 あ

るい は 「消 費 者 の 需要 を 即座 に察 知 し て店 頭 へ送 り出 す」 な ど、工 場 と流 通 部 門 で 一貫 した 即

時 処 理 が不 可 欠 とな って い る。 この 面 で の オ ン ライ ン化 は 、一 部 の企 業 で 実 施 され て お り、 受

注 出 荷 の効 率 化 に 貢 献 して い る。

　 しか しなが ら、 食 品 業 界 は 、製 品 に よ って は 流 通 経路 が大 き く異 な ってお り、 また、 食品 以

外 の 分 野、 例 えば 、今 回 の訪 問 例 の よ うに 化 粧 品 な どに進 出す る企 業 な どが 次 々に 現 われ る と、

EDP利 用や 、 オ フ ィス ・オー トメー シ ョンに 寄 与 す る と考 え られ る機 器 の導 入 形 態 も 多様 化

せ ざ るを 得 な いで あ ろ う。 い ずれ に せ よ 、多 品種 少 量 の 方 向 へ 向か う企 業 に と っては 、生 産、

亀
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、

流通 一 体 とな った 受 注 出荷 シ ステ ム が効 率 化 に 結 び つ くので 、 多 くの 販売 店 の 発注 情 報 をい か

に簡 単 にご ま た確 実 に伝 達 す るか にか か って い る とい え る。 この よ うな 前 提 で 、 長 期 展 望 に た

った シ ステ ム化 が 望 まれ る。

■

⑳

　 2.　3.2　 食 料 品製 造 業B社 の 特 徴

　 　 乳 酸 菌 飲 料 を 主 要 品 目 と し、 その 他の 清涼 飲料 、 食 品か ら、最 近 、 セー ル ス販 売 を 中心 とす

　 る化 粧 品 を も戦 列に 加 え たB社 を訪 問 、 本 店 、 支店 か ら、 製造 お よ び ボ トリン グ工 場 、販 売 会

　 社 、 配送 セ ン ター 、 販売 店 に 至 る受 注 、 出荷 シス テ ムの 観点 か らオ フ ィス ・オー トメー シ ョ ン

　 に つ い て 回答 を 得 た。 宅 配 の販 売 会 社 が 先行 し、 販 売 会 社 が 集 ま って 本 社 が 出来 た とい うB社

　 は 、 本店 、 支 店 の 他 に約15ケ 所 の(原 液)製 造 工 場 と、50ケ 所 の ボF　 !Jン グ工 場 を もつ 他、

　 全 国150ケ 所 に 独 立法 人 と しての 販売 会社(電 算 機 担 当2～3人)、 お よび そ の下 に110ケ

　 所 の 配送 セ ン ター と、総 勢4万5,000人 の販 売 員 を有 す る多 数の 販売 店(1店 当 り100～

　 400の 販 売 員)を か か え る 流通 組織 を有 す る。

、　 販売 会 社 のEDP要 員 が少 ない上 、3年 先 に は 容 量 も不足 す る こ とか ら 、 全 国 ベー スで 標 準

　 化 、共 同利 用 を進 め 、 そ の結 果 、SEを 不 要 とす るな ど販 売 会 社 の合 理 化 を図 る こ と にな った。

　 まず 、 モ デ ル ・システ ム と して 、 千 葉県 内を 中心 に 販売 会社4社 と工 場 を オ ンラ イ ンで 結 び、

　在 庫の 一掃 を 図 る受 注 配 送 シ ステ ムを 完 成 させ、 全 国 へ と広 げ て い く方 針 を定 め た 。 この 目的

　 は① 本 社 の 標 準 シ ステ ム を作 り、本 店 、 支 店 、工 場 、 販売 会 社 、 セ ンター 、 販 売 店 の 受 注 出荷

　 面 での 合 理 化 を図 るこ と、 ② 販売 会社 の 機 器 統 一 、 標準 化 に よ って、 膨 大 な 書 類 、 資料 作 成作

　 業(出 力 デー タを 本 社 向 け に転 記 す る等)を 減 らす こ とにあ る。

い

　 (1)オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンの イ ンパ ク ト

　 現 在 、本 社 に600人 、工 場に 計2,、000人 の従 業 員を もち 、 ブ ルー ・カ ラー の 割 合 は8割

弱 と高 くな って い る。 各 工 場 に おけ る オー トメー シ ョンは 、 既 にか な り進 んで お り、 今後 は 、

む し ろc流 通 過 程 で オ ン ライ ンに よ る受 注 出荷 シ ス テ ムが 拡大 し、 順次 、 効 率 化 の 進 展 が 顕 著

と な るで あ ろ う。

　 現 在 の コ ピー 量 は 、 会 議 資料 、報 告 書作 成 用資 料 な どに検 索機 能付 のOHPな どを 用 い れ ば、

か な り減 少 で きる もの と 思 わ れ る。 また、 伝 票は 現 在 手 書 で作 成 し、 この情 報 を キー ・ボー ド

で入 力 して い るが、 これ をOCRや 音 声 入力 に置 き換 え る こ とに よ って、 か な りの 省 力 化 を達

成 で き る。

　 OCR機 能 につ い ては 、 フ ァク シ ミ リで 出力 され た もの を直 接 、EDPSヘ デ 一 夕 と して 入

力 す る こ とが 望 ま しい が 、 現在 は 、 こ う した 機 能 を 用 い て い な い。 一方 、 音 声入 力 は 、 販 売 員

が 端 末を 操作 す る必 要 性 が 現 に生 じて い るの で 、 これ に代 わ る簡 易入 力 と して 使 用 す る ことが
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期 待 され る。 しか し、 販売 員は 全 国 に 散 らば って お り、 特 有 の 方言 な どが あ る場合 は 難 しい と

い え る。そ れ 以 前 に 、 不 特 定話 者 の音 声 を 入 力 す る とい う性 能 上 の 問題 も あ り、 これ らが 解 決

すれ ば、 発 注 や 入 金 の 面 で 効 果が あ る とい え る。 ワー ド・プ ロセ シン グ機 能 は 、 清 書 の手 段 と

して 用 い るな ら、現在 、 文 書課 に あ る和 文 タイ プ ラ イ タ で充 分 で あ り、 そ れ ほ ど需 要 は な い と

思 わ れ る。

　(2)　 1990年 代 に期 待 され る技 術

　 ドキ ュメ ン ツの氾 濫 に対 す る対 処

　原 始 証 逓 類 は年 々量 が 増 大 し、 保 管 ス ペー スが 不 足 して きて い るが、 原 始 状 態 で利 用 可 能 と

す るた め 、 フ ァイ リン グ して 保 管 す るこ とにな る。 各 種 通 信 用 文書で は検 索 が 困難 に な ってい

るため 、 デー タ ・ベー ス化 が期 待 され る。 また 、 マ ニ ュア ル類 は 印刷 物 で あ るた め 、 後 に改 訂

され た 場 合 の メ イ ンテ ナ ン スが な お ざ りに な って お り、 日本 語 ワー ド・プ ロセ ッサ(デ ー タ ・

ベー ス へ の ア クセ スが 可 能 な もの)を 利 用 した い と考 え てい る。

　 現在 、 試み て い るもの に イ ンデ ックス付 け が あ るが、 標 準 化 が 徹 底 され て い な い し、 個 人

に よ って異 な る認 識 の 問題 で もあ るの で 、特 に定 ま った技 術 は な い と思 わ れ る。 コ ピー の 量が

多 い こ とは前 項 で も述 べた が、OHPを 含 む 映 像 シス テ ム の利 用で充 分 対 処 で き る。 検 索 能 力

と使 い易 さが重 要 で あるo

　 音 声入 出力 シス テ ム の実 用化

　 一般 家 庭 お よび事 務 所 内 に設 置 し、 受 注 出荷 シ ス テ ム に使 用 す る。 注 文 デー タ(商 品 名 、 数

量)を 電 話 の1通 話以 内(市 内)で 入力(入 力 デ ー タ量 は60,　 000人 ×15商 品 分 の デ ー タ)

し、補 助 機能 と して① 入 力 者 の チ ェ ッ ク(個 人 の 確 認)、 ② マ ス ター との 照 合 を行 う。 納 品 書

に 注 文者 に応 じた 内 容 を高 速 プ リン タで 打 出す(出 力 デ ー タ量 は伝 票約60,000枚)。

　 漢字情 報 処 理

　 経理 お よ び営 業情 報 の入 出力 に 使 用。 入 力 は仕 事 発 生部 署 、 出力 は 経 理 、 営 業 部 門 で あ る。

手書 の 入 力 伝 票の デー タを漢 字 入 力 端末 で読 む が 、 補 助 機 能 と して 漢 字 プ リン タ が 必 要 で あ

る(入 力 デー タ量30,000件/月 、入 力速 度 は500枚/分)。 一 方 、 出力 は 経 理 お よび 営

業 諸 資 料 と してデ ィス プ レイ に表 示 す る。

　 自然言 語 処 理

　 デー タの 保 存 お よび 検 索 に 使用。 契 約 書 、 稟 議 書 、受 発信 文 書 を 日本 語 入 力 装 置で 入 力 、 デ

ー タ量 は 月2万 件 で 、特 に 入 力 ス ビー ドを 要求 しな い 。 イ ンデ ックス付 け を 自動 的 に行 え るも

の が望 まれ る。 入 力 デ ー タの 内容 が デ ィスプ レイ に 出力 で きれ ば よい。

　 ワー ド・プ ロセ シ ン グ

,

■

●

発信文書、 契約書等、文書の作成 で清書す る作業 をな くすために使 用。 手 書 の 文 章 を手書
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■

込

●

文章 入 力 装 置 で 入 力。 入 力 デー タは月2千 件 で入 力 速度 は 速 い ほ どよ いが 、特 に 数 字 を 上 げ る

よ うな 要 求 は な い 。 補 助 機 能 と して デー タ送 信 機 能が 必 要 と され る。 出 力デ ー タ も月2千 件 で、

端 末に 活 字 文 と し て 出力 す る。

　 フ ァク シ ミリ

　 本 社各 事 業 所(各 部 署)と 販売 会 社 に設 置 し、 受 注 デー タの 集信 お よび 処 理 、 遠 隔地 へ の 文

章等 の 送 信 に 使 用。 入 力 デー タは、 手 書 の 一般 文 書 と注 文 デー タで、 補 助 記 憶 装 置 、集 計 機 能 、

一 部の チ
ェ ック機 能 を補 助 機 能 と して もつ こ とが期 待 され る。　 　 　 　 　 　 　 ・

　 分 散 処 理 シ ステ ムの 発 展

　 本店 、 支 店 、工 場 間 の経 理 、 販売 シス テ ム と して 使 用 す る。 将来 は 子 会 社 まで範 囲 を 広げ て

い きた い。 入 力 デー タは 業 務伝 票、経 理 伝票 の 記入 情 報 で 、補 助 機能 と して は 送 信 機能 が望 ま

れ る。 支 店 、 工場 で は 日報 等 の 業務 資 料 を 出力 、 ま た、本 店 で は① 日報等 の 業務 資 料 、 ②管 理

・分 析資 料 の2種 類 を 出 力 した い
。

　 大 容 量DASD、 分 散 デー タ ・ベー ス

　 B社 の 全 事 業 所 に お い て 顧 客管 理 と して使 用す る。 顧 客 情 報 を 手 書OCRで 入 力 す るが 、

検 索 の ス ピー ドは 普通 で よい(入 力 デー タ量3千 万件)。 顧 客 台 帳 を デ ィス プ レ イ表示 した り、

デ ィスプ レ イに よ る顧 客情 報 検索 を行 う(出 力 デー タ量1千 万件)。 顧 客 の数 が 非常 に 多 い た

め 、 分 散 デー タ ・ベ ー ス化 す る と思 わ れ る。

　 知 識 ベー ス

　 経 営 計画 お よび 企 業 診 断 シ ス テ ム と して使 用。 管 理職 以 上、 特 に トップ の経 営 判 断資 料 と し

て 使 用 で き る組織 体 制作 りが必 要。 過去 の経 営 内 容や 売 上 実績 、 予 算 お よび予 測 指 数 を端 末で

入 力 す るが 、 グ ラ フ ィ ック ・デ ィスプ レイ装 置の 採 用 が望 ま しい 。 入 力速 度 面 で 特 に緊 急性 を

必 要 と しな い。 経 営 判 断 資 料、 予 算諸 資料(売 上 予 測 等)を デ ィスプ レイで 出力 す るが 、 出力

情 報 は 漢 字で なけ れ ば な らな い。

　 多機 能 イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・、ワー クス テー シ ョン

　 本 社事 業所 、 経 理 部門 に 設 置 し、経 理 シス テム と して使 用 。 業 務伝 票、 経 理 伝 票 の情 報 を手

書OCRと 、 送 受 信 兼 用 の ラ イ ン ・プ リン タ、デ ィス プ レイ付 端末 で入 力。 出力 す る も の は

決 算 資料 、業 務 資 料 で、 デ ィスプ レイに表示 するか、 ライン ・プ リン タ で プ リン ト・アウ トす る6

　 多機 能 を施 した 事 務 用 電 話

　 情報 検 索 シス テ ム と して 使 用 す るが 、 自 由に誰 で も ア クセ ス可 能 とな る懸念 が あ り、 デー タ

の運 用が 難 しい と思わ れ る。 電話 か らの 予算 、 売 上 に関 す るデー タ問 い合 わ せ を入 力 す るが補

助 機 能 と して ラ イ ン ・プ リン タ、端 末 に よ る送 信 機能 が 要求 され る。 出力 は 情 報 検 索 デー タで、

音 声 出 力 、 ライ ン ・プ リン タ印字 が期 待 され る。

　 オ フ ィス映 像 シス テ ム
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23　 食　　品　　業　 (訪 問企業)B社

ω. {2) {3)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
層

⑨ ⑩
計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(

含 含

要 とす るア プ リケ ー 値
数

1

タ

フ セ頼
キ

葡
●.

値 ・
ト

ユ の ブ

度

(A,B,C)

シ ョ ン技 術 項 目

力 力 話

演

算

演

算

ぺ

|

ス 信

ウ

エ

ア

性2う

等)

7

;

他↓

B
生 産 部 門 で の

◎ ○
◎

●

オ ー ト メ ー シ ョ ン (セ ンナ ー)
(セ キュリティ)

〃

(轟)

C
イ メ ー ジ 処 理 技 術

の レ ベ ル ア ツ ブ

◎ ' ◎

(センサー)

定　量　情　報　 と

一

定　性　情　報　の
一　　　 体　　　 化

」

A
音声入出力システム

◎ ◎ ◎ ◎ ○
の　　実　　用　　化

B 漢 字 情 報 処 理 ⑥ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

匂

㊨

C
自 然 言 語 処 理

と　 機　械'翻 　 訳
⑥ ◎ ◎ ◎ ・◎ ◎ .

C ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ⑥ ◎ ⑥ ◎ ○ ○ ○

一42一

(

、



、〉友
》

　 　 　 　 『　　し　"

、

(4)　 計　算　機　に　対　す　る 要 求　技 術　項
'

目　の　注　釈

ソ

.
　
　　

　
　
　
　
、

〔目的 〕工 程 管 理、 セ ンサ ー に よる不 良品 の発 見 、 除 去。

'

〔目的 〕セ ンサ ー に よ る不良 品の 発 見、 除 去。

　 　 　 　 　 　 ・　　'

　 　 　 一・鎮 ぷ な・・'　　　　　　　　　　　　　　　　 L

、1輻

遼

.cど 已
.}

rび

'噺'

,

〔目的 〕 受注出荷システム(一 般家庭および事務所内)

入カ ー 注文データ(① 商品名、②数量)を 音声で入力。

(デ ー タ 量)　 60,000人 ×15商 品 (入 力速度) 1通 話以内 (市 内)

(補 助機能)　 ①入力者のチェック(個 人の確認) ② マ ス ター との照 合

出カ ー ①納品書 ②注文者に応じた内容を高速プ リンタで出力。

(デ ー タ量)　 約60,000枚

●1

〔目的 〕 蹴 よび営業情報の入畝{醗 竃 箸墾論

入カ ー 手書の入力伝票を直接、漢字入力端末で入力。 ⑱

(デ ー タ量)　 30,000件/月 　 (入 力 速 度) 500枚/分' '

(補 助機能)　 漢字プ リンタ
⑨

出カ ー 経理および営業諸資料をディスプレイ表示。

〔目的 〕 デー タの 保存 お よび検 索。

噂

入カ ー 契約書、稟議書、受発信文書を日本語入力装置で入力。 〆
(デ ー タ量)　 20,000件/月 　 (入 力 速 度) 特にスピニ」を要求しない。 ・

(補 助 機 能)　 Index付 けを 自動 的 にす るも の。
〉

出カ ー 入 力 デ ー タ の全 内 容が デ ィスプ レイ表示 され れ ば よい。

〔目的 〕 発信文書、契約書等、文書の作成で清書するという作業をなくしてい きた い。
、

＼

入カ ー 手書の文章を手書文章入力装置で入力。

(デ ー タ量)　 2,000件/月 　 (入 力 速 度) 速いほどよいが特に数値的な要求はない。

(補 助機能)　 データ通信機能'
　 叉
、
　 　 ■

出 カ ー 活字文で端末に出力。

(デ ー タ量)　 2,000件/月
香
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(1)、

重

要

度

(A,B,C)

B

A

A

A

B

{2)

計 算 機 を 必 要

とす るア プ リケ ー

シ ョ ン技 術 項 目

と

の

信

ぱ

型

通

レ

換
ノ
　

タ

タ

交
ジ
竺

イデ

蓄

デ

フ ァク シ ミ リ(OCR

や イメージ ・プ ロセ ッサ

等 と フ ァクシ ミリ技 術

の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

分 散 処 理 シ ス テ ム

の 　 　 発 　 　 展

大 容 量DA8D

分 散 デ ー タ ・ベ ー ス

D　 B　 M　　 S

知 識 ベ ー ス

③ 　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

①

入

力

◎

○

◎

◎

◎

②

出

力

◎

○

○

○

◎

③

対

話

◎

◎

◎

◎

⑥

④

数

値

演

算

○

○

○

○

⑤

非

数

値

演

算

○

○

○

◎

⑥

デ

ー

タ

べ

ー

ス

○

○

◎

◎

⑦

通

信

◎

◎

○

◎

◎

⑧

ソ

フ

ト

ウ

工

ア

◎

◎

◎

◎

⑨

(
含

セ

キ

ュ
リ

テ

ィ

)

信

頼

性

等

◎

(セキュリティ)

◎

(同上)

◎

(同上)

○

(同上)

⑩

(含

法
制

・
プ
ラ
イ
.ハ
シ
ー

)

そ
　

　

　

の
　

　

　

他

◎

儲)

○

(顯

○

(同上)

○

(同上)

○

(同上)
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(引　　計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の　注　釈

■
　
　　

　
　
　
　、

〔目的〕　 ①受注データの集計、処理　②遠隔地への文章等の送信

(本 社　各事業所、販売会社)
、

入カ ー 手書 の一 般文 書 、 注 文 デー タ。

(補 助 機 能)　 補 助記 憶装 置、 集計 機能 、 一 部の チ ェ ック機 能。

〔目的 〕　 経 理 お よ び販 売 シ ステ ム として 使 用。

(本 店 、 支店 、 工場 。 将 来 は子 会社 まで 範 囲を広 げ てい きたい 。)

入カ ー 業務伝票および経理諸伝票。
(補 助機能)　 送信機能

出カ ー{蕪
工場 灘 藁講 料 ②管理'分析資料

〔目的〕　 顧客管理　 (全 事業所)

入カ ー 顧客情報を手書OCRで 入力。

(デ ー タ量)　 3,000万 件 　 (検 索 ス ピー ド)　 普通 で よい 。

出カ ー ①顧客台帳　②顧客情報検索。出力手段はディスプレイ装置

(デ ー タ量)　 1,000万 件

〔目的〕　 顧客管理　 (全事業所)
●

(上 記DASDの 項 目の シス テ ム と同 じ。 量が 多 く分 散 デー タ ・ベ ー ス化 。)

一

⑨

〔目的〕　 経営計画および企業診断システム(管 理職以上、特に トップの経営判断資料として使用できる組織体制作りが

必 要。)

入カ ー ①過去の経営内容や、売上実績　②予算および予測指数を端末で入れる。

(補 助機 能)　 グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイ装 置　 (入 力速度)　 特 に速 くす る必要 は な い。

出カ ー ①経営判断資料　②予算諸資料(売 上予測等)を ディスプレイで出力。漢字の必要あり。
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{1}、 {2) {3}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算機 を 必 要 入 出 .対 数 非 デ 通
サ

ソ 信( そ(含

要 とす る アプ リケー 値
数

|

タ

フ

ト

含
頼‡ 蒲

■

値 ・ ユ の ブ

シ ョ ン技 術 項 目 演
演

べ ウ

エ

性 》
　 プ

z
バ

度 | イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

多 機 能 イ　ン テ リ

命

B ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○' ○ ○
ス　テ　ー 　シ　 ョ　 ン

(セキュリティ)

顯
θ

～

'

多機 能 化 を施 した

A
事 　 務 　 用　 電 　 話

(デ ータ ・ベースのアクセ
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ス等の応用について) (同上)

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

(ハ ー ド ・コ ピー か ら

ソ フ ト ・コ ピ ー へ)

電　子　 メ　 ー　 ル

一

B

オ　フ　ィ　ス　映 像
○ ○ ◎ ○ ◎ ⑥ ◎ ◎

、

シ　　 ス　　 テ　　 ム

θ

デシ ジ ョン ・サ ポー ト・

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1

E　 　 F　 　 T　 　 S
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◆

⑨

零

(4}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

〔目的〕　 経理システム(本 社、事業所の営業、経理部門)

入カ ー 業務伝票、経理伝票を手書OCRで 入力(デ ィスプレイ装置を補助的に使用)

出カ ー 諸決算と業務諸資料をディスプレイ表示(LP付)

〔目的 〕　 情報 検 索 シ ステ ム(但 し、 誰 で も 自由に ア クセ ス可能 とな る懸 念 が あ り、 運用が 困難)

入 カ ー 電 話 か らの 予 算、 売 上 に 関 す る 問 い 合わ せ デー タを 入 力 。端 末 装 置(LP付)

出 カ ー 情 報 検索 デー タをLPで プ リン ト ・ア ウ ト。 あ るい は音 声 出力 。

〔目的〕　 販売戦略会議(営 業会議が多く、それに伴って会議資料が膨大となるのを防ぐ。)

　　　　 データ ・ペースが アクセス可能な映像システムを期待している。

入カ ー ディスプレイ端末による。(入 力速度　速座に応答可能なもの。)

出カ ー ①販売状況 ② 販売区域等の地図をディスプレイ、LP、 映写スクリー ンに出力。
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　 デー タ ・ベー スへ の ア クセ ス が 可 能 な 映像 シ ステ ム に よ って販 売 戦 略 会 議 を 開 き、 現在 、 営

業 会 議 が 非 常 に多 く、そ れ に伴 い 会 議 資 料 も膨 大 に な る とい う実 態 に 対 処 す る。 入 出力 手 段 と

して は、 デ ィスプ レイ端 末 、 映 写 の た め の ス ク リー ン、 ラ イ ン ・プ リン タ、 補 助 機 能 と して

は、 デ ー タ検 索 機能 が 必 要 で あ る。 い ずれ も 即 座 に応答 可 能 と し、 販 売 状 況 、 販売 区 域等 の 地

図 な どの 営 業情 報 を 出 力 す るこ とが 望 まれ る。

　 (3)オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョン実 現 後 の 変 化

　 現 在 の ボ トリング工 場50ケ 所 で、 本 社 の 直 轄 とな って い る もの は 、 まだ 、 ご く一 部 に す ぎ

ず 、 千 葉の モデ ル ・ケー スの よ うな オ ンラ イ ン化 が全 国 まで 拡 大 され れ ば.現 在 の ボ トリン グ

工 場 の ほ とん どが本 社 直 営 と な る可 能 性 が あ る。 別 法人 の 工 場 は 徐 々に 吸 収 、 併 合 しつ つ あ る。

また 、 も う一つ の 顕著 な傾 向 は、 宅 配 が 減少 傾 向 に あ り、 量 販 店 な どの 小 売 店 に 対 す る直 販 の

割 合が 、今 後 、 さ らに 高 ま る も の と思 わ れ る。 そ こで 、4万5,000人 の 販売 員 をか か え る販

売 店 網 は 縮 小 傾 向に 向 か う。 この 傾 向 は 、 前 者 と は異 な り、 嗜 好 面 で の消 費 者 ニー ズの 多様 化

に よ り多種 類 の製 品 を出 さな くて は売 上 増 を図 れ な くな って き てい る こ とや 、 消 費者 が 必 ず し

も 宅 配 を好 まな くな った ことに 起 因 してお り、 シス テ ム化 に対 し影 響 を 与 え る こ とにな る。

　 オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン実 現 後 、 在 宅 勤務 が 一部 で 可 能 とな る とい う考 え 方が 一 部 に あ

る。 しか しな が ら、B社 の場 合 は 、 以 前 に フレ ック ス ・タ イ ム を検 討 し導 入 しよ うと試 み た こ

とが あ ったが 、数 々 の困 難 にぶ つ か り実 現 しなか った と ころか ら考 え る と在 宅 勤務 は まず あ り

得 な い と考 え る。 また、 日本 の住 宅事 情 を 考 え ると、 自宅 に ゆ った り と した オ フ ィス環 境 を 確

保 す る ことは 困 難 と思わ れ 、在 宅 勤務 は否 定 せ ざ るを 得 な い 。

●

(4)訪 問調 査 に対 す る所 見

""'
1)'B社 に 対 す る所 見

　 B社 の最 大 の 特徴 は 、4万5,000人 の 販売 員 をか か え る非常 に 多 数 の販売 店 網 に あ り、

各 々 の販 売 員 が直 接 、注 文 量 の把 握 と出 荷 の 元 デー タに 関 与 す るこ とで あ る。 また 、乳 酸飲

料 とい う、長 期 間保 存 の きか な い製 品を 販売 す る こ とが 、生 産 の流 通 過程 の即 時 処理 を必要

と して い る ことに も特 徴 が み られ る 。

　 しか し、現 在 のEDP処 理 は特 に大 規 模 かつ 流通 過程 にマ ッチ した もの で もな く、 現 有 の

本 店 、 支 店 、製 造 工場 間 の オ ンラ イ ンを 、 販売 会社 、 セ ン ター 、 販売 店 まで 含め た オ ン ラ イ

ン に拡 大 す るよ う動 き出 した と ころ で あ る。 そ こで、 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン よ りも 、

まず 、 この 面 で の 事務 効 率 化 を 図 り、 シ ステ ム構 築 の過 程 で オ フ ィス ・オー トメー シ ョン志

向 の もの を取 り入 れ て い くこ とに な ろ う。

　 販売 会 社 が 、個 々にEDP化 を 行 って い る ことが 、 オ ンラ イ ン構 築 で の一 つ の ネ ック とな

9
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るが 、 標 準化 を 行 い、 オ ンラ イ ン受注 配 送 シ ステ ムが 実 現 す れば 、 本 社 へ の 資 料 用 に デー タ

を 転 記す るな どの 手 作 業 が か な り 削減 す る もの と思わ れ、 効率 化 は、 各 種 端 末 機 器 の性 能 、

機 能 で、 一 層 拡 大 す る もの と思わ れ る。

　 2)食 品 業に 対 す る所 見

　 食 品で は、1年 ～2年 とい う よ うな在 庫 の きか ない ものが 幅 を きか せ て お り、 それ らの 需

要 を逸 早 くキ ャ ッチ し、 消費 者に 製 品 を 届け な くては な らな い 。 この点 で 、 まず 、 第一 に 、

オ ン ラ イ ンに よる受 注 出荷 シ ス テム が必 要 とな る。 また、 パ ン、牛 乳 、 乳酸 菌 飲 料 な ど広範

に 亘 る配 送 需要 の あ る もの は、 出荷 量 に応 じた トラ ックの 手 配 な ど、配 送 セ ンター を も包 含

した シ ステ ム構 築 が 望 まれ るわ け で あ る。

　 第 二 に は 、や は り数 多 くの 販 売 店 との 取 引が あ り、そ の取 引量 に応 じ て、 発 注 ご 請求 関 係

の 書 類 が 増大 す るの で、 これ に か か る事 務 処 理 量 を いか に減 ら して い く こ と か に あ る。

特 に 、 販売 店 等 、 情 報 処理 要 員 を かか え ない と ころを 対 象 とす るの で 、 端 末 そ の他 の機 器 で

の マ ソ ・マ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス の 改善 効 率化 に直 結 す る要 因 で も あ る。

　 第 三 に 、 レ トル ト食 品等 、保 存 の き く商 品が 増 えつつ あ る こ と、 日本 企 業 が 国外 にお い て

生 産 、 販売 活 動 を行 う とい う業 種 を超 越 した趨 勢 に よ り(訪 問 したB社 の 場 合 も例 に もれ ず

ブ ラ ジル 、 韓 国、 フ ィ リピン、 台 湾 、 香港 に 進 出)、 食 品 業 界 に お いて も国 際 化 の波 が 徐 々

に 押 し寄せ つつ あ る。 そ こで 、 海 外 向 け の文 書 の 増大 に よ って、 機械 翻 訳や ワー ド・プ ロセ

ッサ の 需 要 も拡 大 し て い く こ とに な る。 特 に 海 外進 出の後 発企 業 に と って は バ イ ・リンゲ

ル な要 員 は少 な く、 翻 訳 機 能 で コス ト的 に見合 うもの が あれ ば 、広 報 文 書 、 技 術 文書 、 通 信

文 な どの面 で 大 きな 成 果 を 上げ る こ とが で き る と思わ れ る。

2.4　 繊 　維 　業 　 (F社)

■

2.4.1　 業 界 の 特 徴

繊維 業 の特 徴 と しては 以 下 の もの が 考 え られ る。

ほ}繊 維 製 造 工程 で は

　 　 1)ホ ワイ ト・カ ラー 化 の 傾 向 が あ る。

　 　 　 　官能 検 査 、 異常 品 検 出 の 自動 化 が 期 待 され てい る(ロ ボ ッ ト)。

　 　 2)イ メ ー ジ処 理 が 必 要 で あ る。

　 　 　 織 編 物 の 商 品 サ ンプ ルの デ ィ スプ レイに 柄 の イメー ジが 入 力 され る。

(2)　 EFTS　 (Electronic　 Fulld　 Transfer　 System)

業 界 と して は、 銀 行 又 は取 引先 との 資 金決 済 シ ステ ム(基 礎 的 規則 の 整 備)が 実 現 零れ る こ
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とを 期 待 して い る。

2.4.2　 繊維業F社 の特徴

　 F社 の特徴 は下記のよ うであ る。

　(1}就 業人員構成

　 ブルー ・カラーを この15年 間で5%(構 成 比)減 らし、 間接部 門は新 しい市場 を開拓す る

ために、その分増加 す る。 .　 ・

　　　　　　　　　　　　現在　　15年 後　　　　　　　　　　　、

　　　 間接部門人員　　 30%→35%

　　　 直接部 門人員　　 70%→65%

　②　高齢化対策 として設 備保全会社、 ビル管理会社を別 会社 として対処 している。

　(3)ブ ルー ・カラーの変 質が見 られ る。

　 ブルー ・カラー はホワイ ト・カラー的作業へ と転 化 しつつ あ る。繊維業は現在の諸労働 集約

的作業を強い られ てい る。例 えば、官能検査工程におけ る糸 の異常品処理では、アナログ系→

デ ィジタル化のAD変 換 が うまくいかな い。

　(4}生 産性向上の 目標 を下記 の とお りおいている(指 数表示)。

　　　　　　　　　　 生産部 門　　事務部門

　　　　現 在 　100　 ]00

　　　　　　　　　　　　 ↓　　　 　　 ↓

　　　　 15年 後　　　170　 　　 150

　 (5)人 件費の構成は下記 の通 り。

　　　　 管理職　　　　28%

酬47%
　 　　 　 補助 職 　 　 　 　25%

　 (6}マ ネー ジャーの時 間配 分・としては 、会 議 や 打 合 せ(社 内 外)が 多 く、 フ ェー ス ・ツー ・フ

ェー ス が50%以 上 を 占め る。

2.4.3　 ボ トル ネ ック

　 F社 の 当面 して い る現在 社 会 の ボ トル ネ ックに は 下 記 の もの が あ る。

(1)　 マニ ュア ル類

状 況変化 に応 じた 内容更 新 が不 充 分 な ので ワー ド・プ ロ セ ッサや ラ ンゲー ジ ・プ ロセ ッサ が
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コンピュー タと組 み合 わ され 、原 本 の 更新 が 自動的 にで き る ことが 望 まれ て い る。

　 (2)　 ドキ ュメ ン ツの氾 濫

　 原 始 証 愚 類 が 年 ご と に累積 して、 フ ァイ リン グ ・スペー スに 困 り、 また 、 検 索 不 可 能 で あ

る。 イメ ー ジ処 理 の進 歩 を税 務 署 が 理 解 して 、 コ ン ピュー タ処 理 物 を認 め る こと(商 法 の改 正)

が 望 まれ る。

　 (3)コ ピー 類

　 使 用 度 の 低 い コ ピー が 氾 濫 して い る。 会 議用 資料等 は使 い 捨 て が 多 いが 、 価 格 も低 廉 で 簡 単

に 作 成 で き しか も判 り易 い ソフ ト・コ ピー の 出現 が期 待 され る。

　 (4}規 程 類

　 内容 の 最新 レベ ルへ の 更 新 に 手 数 と時間 が かか る。 内容 も膨 大 な の で参 照 され な い事 もあ り

得 る。 将来 は経 営 の各 段 階で コン ピ ュー タ に よ り 自動的 に規 程 類 との照 合 が行 われ 、 徹底 され

るだ ろ う。

　 (5)情 報検 索

　 社 外 では 共 通 デー タ ・ベ ー ス の利 用が 容 易 で な く、 社 内的 に 見 る と使 い に くい 技術 が多 い。

1990年 代 に は 、 固 有 デー タ ・ベー スか ら 総 合 ネ ッ トワー ク に よ るデー タ ・ベー ス及 び 日

本 語 に よ る利 用や 、 音 声入 力 方式 、 図 表 等 の 表 示 技術 の実 現 が 期 待 され る。

　 (6)CAD技 術

　 図 形 処 理 と計 算 処理 の結 合 化及 び 容 易 性 の 向上 が 期 待 され る。

◆

2.4.4　 F社 を 取 り巻 く社 会 環境

　 F社 を 取 り巻 く社 会 環 境 に は 下 記 の もの が 考 え られ る。

　 (1)F社 の通 信量 と現 行 の 法 的 制約 下 の 伝送 速 度 と の間 にか な りの 乖 離 が あ り、 か つ通 信 料

金 の 負 担 も大 きい。

　 (2)　 デー タ伝 送 技 術 面 で 現 在 の デー タ伝 送 速 度 を2桁 高 速 化 して 欲 しい 。

　 (3)　 (前 述 のli.5に 関 連)

　 日本 で は セ クレ タ リー とい う独 立 の職 能は 存 在 してい な い。

　 (4)　 (前 述 のn.6に 関 連)

　 日本 の マネー ジャーの 時 間 配 分 に 関 して は、表面 上 、分 析(think)時 間 が な く とも、 実 際 は

所 定 勤務 時 間 外 にthink　 して い る場 合 が 多 い。

2.4.5.新 しい 技 術

(1}イ メー ジ処 理 技術

　 　 1)イ メ ー ジ処 理 技術 の レベ ル ア ップ
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　 　 　 ←f}商 品 開発 部 門 、 販売 部 門 及 び顧 客 との 商 談 場 所 とい う環 境 にお い て織 編 物 の 商 品 サ

　 　 ソプル の デ ィスプ レイ 、検 索 シス テ ムの 中 で 、 入 力 デー タの 形 態は 、 色 、柄 、 模 様 、 素 材

　 　 等 、 現在 は全 て コー ドで入 力 され て い る し、 そ の量 は 膨大 に 及 ん で い る。 イメ ー ジ処 理 技

　 　 術の レベ ル ア ップ に よ り、 これ ら入 力 手 段が イ メー ジ化 され る こ とに よ って、 客 また は 商

　 　 品 開発家 の好 み に応 じて具 体 的 に把 握 で き る。

　 　 　 この 出 力 手段 と して カ ラー テ レ ビ、 写 真 印 刷(多 色 で 高 鮮 明度 な もの)が あ る。

　 　 　 同　 機 械 ・設 備物 品の 設 計 図を 処 理 す る場 合 、 事 務 所 に お け る イメ ー ジ処 理 技術 の レベ

　 　 ル ア ップ が 大 い に役 立 って い る。 現 在 数 万件(個 別点 数 で は 数十 万 件)に 及 ぶ 現場 、 研 究

　 　 所 、事 務 所等 か ら発 生 した 設 計 図 、仕 様書 は そ れぞ れ イ メ ー ジ入 力 、 文 書 入 力 され 、 イ メ

　 　 ー ジ処 理 技 術 の進 歩 に よ りCRT(原 寸大)、 低 騒 音 タ イプ の プ リン タ/プ ロ ッタな ど に

　 　 変 更後 の 設 計 図、 仕 様 書 が 出力 され る。

　 　 2)定 量 情報 と定 性 情 報 の 一 体化

　 　 医 薬 開発 用 シス テム(目 的)

　 　 X線 写 真 解析 に よ り数 値化 して投 薬 効 果 を 解 析 す る。

　 　 官 能検 査:非 常 に コ ン ピュー タ は弱 い。AD変 換 が う ま くい か な いか ら。

　② 　 音声 入 出力 シ ステ ム の 実 用化

　情 報 検 索 的 業務 、 単 純 デー タ入 出力 、 テー ブル の修 正 に音 声入 出力 シ ス テ ムが 実 用 化 され る。

生産現場の情報収集に人 間が飛 び回ってい るが 、無線による入 出力 を必要 とす る。

　(3}　日本語情報処理 の展 開

　　 1)漢 字情報処理

　　情報処理 システムの全般 について必要 と思わ れる。 この場合、簡易な入力手段の開発が必

　要である。漢字、 カナ文字等の他に帳票体 裁を整 えるプ リンタが出力手段 として必 要。

　　 2)自 然言語処理 と機械翻訳

　　言語の同時翻 訳、 輸出マニ ュアル、応用部 門は極めて多い。 文書、 口語はそれぞれOCR、

　ポー タブル端末/音 声端 末で入力 される。 ポー タブル端末 か ら出力 され る。

　 　 3)ワ ー ド・プ ロセ シ ン グ

　 　事務 所 で 文書 作 成 に 使 用 され る。

　 　 　 　各 種通 信 文 書

　 　 　 　マニ ュア ル

　 　 　 　ス ケ ジ ュー ル

　 　 　 　記 録 、 規 則

　 　入 力 手段 として は

　 　 　 　KEY-IN、 ペ ン タ ッチ、 音 声 式 が あ る。
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　 　 自然 言 語 処理 、 イ メー ジ処 理、 編 集 機 能 が結 合 した総 合 システ ム は利 用大 。

　 　 出力手 段 と して は

　 　 　 文 書 、 コ ン ピ ュー タ ・フ ァイ ルが あ る。 変 更部 分が 赤 で 出 る こと。

　 (4)デ ー タ伝 送 技 術 の レベ ル ・ア ップ

　 　 1)　 フ ァク シ ミ リ

　 　 コ ン ピ ュー タ と フ ァクシ ミリとの 連動 を希 望 す る。

　 (5)分 散処 理 シス テ ムの 発 展

　 コ ン グ ロマ リッ トが な い と い う日本 の 特 殊 性 の 通 り集 中型 で あ る。 分 散 処 理 コン セ プ トは今

混 乱 して い る。

　 企 業 間 連動 シ ステ ムで の物 流 は、 技 術 的 に 問題 が あ る。

　 ⑥ 　 デー タ ・ベー スの 普及

　 　 1)大 容 量DASD

　 　使 用 目的:時 系 列 デー タの 保存 及 び技 術 情 報 検 索 シス テ ム

　 　入 力 手 段:コ ン ピ ュー タ処 理結 果

　 　補 助 機 能:バ ック ア ップや 電源OFF時 のSAVEが 不 要 な もの

　 　 ア クセ ス ・タ イム:今 の10借 位 速 くして欲 しい。

　 　 2)セ キ ュ リテ ィ措 置

　 　 DBの 大 規 模化 一 電圧 がおか し くな った時 な ど何 か起 こっ た ときに デ ィスク等々に障 害の

生 じな い セ キ ュ リテ ィ措 置 と して 、MTに コ ピー を と ってお か ざ るを 得 な い。

　 　 3)使 い易 いDBMS

　 　 ・実 行 時 に ダ イ ナ ミ ックに キー 指 定 で き る こ と。

　 　 ・副 次 キー か らの 同時 的 な更 新 に も耐 え られ る こ と。

　 　 ・ど こか らで も ア ク セ ス可 能 な こ と。

　 　 ・も っ と使 い 易 い こ と。

　 　 4)知 識 ベー ス

　 　 ・シ ス テ ム ・メ イ ンテ ナ ンス

　　　R&Dシ ステム 　 　 }は 非常 に大9な システムに なろ う.

　 　・メ イ ン テ ナ ン ス修 正 に よ る影響 の 範 囲 を検 出 す る診 断 機能

　 　 ・入 力→ プ ロ グラ ム 修 正 デー タ

　 　・出力 → 修 正 に よ る診 断結 果

(7)事 務 機 械

　　　　　　　}の 多様化
　　 端 末 機

　　1)文 書 の作成、伝 票の作 成、情報検 索
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　ρ 多 機 能 イ ンテ リジ ェン.ト ・ワー ク ステ ー シ ョン

　 　 ・文書 の作 成 、 伝 票 の 作成 、'情報 検 索

　 　 ・入 力→ ポー タブ ルOCR、 言 語 端 末 、 ワイ ヤ レス方 式

　 　 ・出 力→ ポー タブ ル なCRT、 プ リン タ、 音 声端 末(小 型 、 低 音 、 明 瞭 、 低 価 格)

　 　 　 月 間 使 用料:2,000円

　 o情 報 検 索 業務

　 　 ・多 機 能 電 話

　 　 　 検 索 結 果情 報 の 事務 用 電 話、 プ リン タ音 声 出 力装 置へ の 出力

(8)レ ス ・ペー パ ー ・オ フ ィス の 出現

　 1)　 レ ス ・ペ ー パ_

　 Oソ フ ト ・コ ピー

　 　 'な るべ くコ ピー を もたな い。 大 半 は ソ フ ト ・コ ピー で済 む の で はな いか 。

　 2)情 報 交 換

　 O電 子 メー ル

　 　 ・遠 隔事 業 所 及 び取 引先 との 社 内 情報/取 引先 の情 報 交 換

　 　 ・入力 は デ ィス ク/MT

(9)DSS

　 1)会 議 用援 助 シ ステ ム

　 Oオ フ ィス映 像 シ ステ ム

　 　 ・会 議 用援 助 シ ス テム(新 製 品 の 紹 介 、 シ ョー)

　 　 ・コ ン ピュー タ ・フ ァイ ル の利 用 に よ る 自席 で あ る こ とが望 ま しい

　 　 ・入 力→ 簡易 な キー 指 定 に よ り使 用 で き る もの

　 oDSS

　 　 ・ボ トル ネ ック

　 　 　 ㈱　 経 営環 境 が変 るこ とが 多 い。 シ ミュ レー シ ョン、 モデ ル、 ツー ルが 貧 弱 。

　 　 　 同 　 デー タ ・バ ン クだけ の デー タ では 意 思 決定 はで きな い。

　 　 　 内 　 トップか ら期 待 され て い る。

GO)EFTS

　 1)銀 行 、取 引 先 との決 済

　 oEFTS

　 　 ・銀 行 又 は 取 引先 との資 金 決 済 シ ステ ム

　 　 ・全 国 ネ ッ トワー ク

　 　 ・過 誤 訂 正 の た め の チ ェ ック ・シ ス テ ムの確 立

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一54一
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も

・信 用保 証 に 対 す る制 度 的確 立

・.10万 件/月(デ ー タ量)'

2.4.　6　 ジ ス テム 技 術

(1}　 ソフ トウ ェア

　 　 1)ど の ブ ラ ン ドの機 種 で も 同 じ ラ ンゲー ジが使 用 で きない か 。

　 　 2)リ アル タイ ム と リア ル タ イム の結 合 が望 まれ る。

2.4.7　 0A化 社 会

(1)在 宅 勤務

　 　 1)OAが 定 着 した 段 階 で、 管 理 者(専 門 職)で は可 能 となろ う。 日本 で は 根 回 し、 風 土 、

　 　 人 事 政 策 上、 実現 性 は低 い。

(2)　 レイ ア ウ ト

　 　 1)フ ァイ ルの 集 中 化→ キ ャ ビネ ッ ト類 の排 除

　 　 2)端 末 類 の 分 散→ 現 在 の 電 話 な み

　 　 3)会 議 室 の 減 少

　 　 　 　コ ソ ピ ュ一 夕ヘ イメ ー ジを ど うや って取 り込む か 。

(3)組 　織

　　1)iタ ッ7部 門の組織簡素化

　　2)販 売部門等で も後方支持労務の減少

　　3)シ ステム部門 と総務部門 の共 同作戦でOAを 推進

(4)そ の他

　　1)長 期的将来につ き、メー カとユー ザが話 し合 うこ とは大変良い方法であ る。

　　2)製 品化以前に大学、教育機関で まず 試用す ることが望 ましい。
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24　 繊　　維　　業　 (訪 問企業)F社

{1)、

重

要

度

(A,B,C)

　 .{2)

計 算 機 を 必 要

とす る アプ リケ ー

シ ョ ン 技 術 項 目

(3)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

A

　 　 ■

　 　 身

　 　 φ

　 　 　 ●

9入

力

②

出

力

③

対

,1'

話

④

数

値

7演

ノ、

算

⑤

非

数

値

演

算

⑥

デ

1

タ

ニ

1

ス

⑦

通

信

⑧

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

⑨

信(
含
セ頼
キ

　 ユ

性2㌘

等)

⑩

そ貧

葡

のを

7;

他↓

A

生 産 部 ・門 で の

オ ー ト メ ー シ ョ ン
⑥

、

◎ ○

A
イ メ ー ジ 処 理 技 術

の レ ベ ル ア ッ プ
⑥ ◎ ○ ◎ ○

B

定　量　情　報　と

定　性　情　報　 の
一　　　体　　　化

◎ ◎

A
音声入出力 システム

の　　実　　用　　化
◎ ◎ ⑥ ◎

A 漢 字 情 報 処 理 ◎ ◎ ◎

B
自 然 言 語 処 理

と　 機　械　翻　 訳
◎ ◎ ◎

A ワー ド ・プ ロ セ シ ング ◎ ◎ ○ ◎
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(4)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

・官 能 検 査

・ 目 的

・入 力

・出 力

織 編 物 の商 品 サ ンプル の デ ィスプ レイ、 検 索。

機械、 設備 物 品の 設計 図。

色 、 柄、 模様、 素材。

設計 図 仕 様 書、 説明 書。

カ ラー テ レ ビ、 写 真 印刷。

CRT(現 寸大)、 低 騒 音 タイ プ のプ リンタ、 プ ロ ッタ。

・目的　　医薬開発用システム。

・入力　　X線 写真解析により数値化 して投薬効果を解析する。

・目的　　情報検索的業務。

　　　　 単純データ入力、出力。

・目的

・入 力

・出 力

全 シス テ ム におい て適 用。

簡 易な 入力 手 段 の開 発 が必 要6

漢字、 カ ナ 文字 の 他 に マー ク、 帳票 体 裁 を整 え られ るプ リ ンタ。

・目 的

・入 力

・出 力

言語の同時翻訳。　　　　　　　　 ・

文書はOCRで 、 口語はポータブル端末 又は音声端末。

人が話す速度でポータブル端末。

・目 的

・入 力

・出 力

事務 所で 各 種通 信 文書 、 マニ ュアル、 ニ ュー ス、 スケ ジ ュー ル記 録 規 則作 成。

KEY-IN、 ペ ンタ ッチ、音 声 入 力。　 　 　 　 　 　 　 　 '

補 助 機能 と して、 規 則性 あ る内 容 は コン ピュー タに て 編 集(デ ー タ量、 多 量)

文書、 コ ン ピュー タ ・フ ァイル。
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{1}、 ② {3)　 計 算 機`こ 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ・③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信(　含 そ(含

|

要 とす るア プ リケー 値
数

タ
フ 老

顔 キ

法

制
値 ・

ト
ユ の 才

シ ョ ン技 術 項 目
演

演
べ ウ 酵 z

ノく

度 1
工

イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓
、 ,

デ ィ ジ タ ル 伝 送 と

、
,

■

C 蓄 積 交 換 型 の ◎ ◎ ◎

デ　 ー　 タ　 通　 信
●

L

・

フ ァクシ ミ リ(OCR

や イ メー ジ ・プ ロセ ッサ

C 等 とフ ァクシ ミリ技 術 ◎ ◎ ◎
の ハ イ ブ リ プ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

C
分 散 処 理 シ ス テ ム

◎ ◎ ◎ ◎ ○
の　　　 発　　　 展

一

B 大 容 量DA8D ◎ ◎ ⑥

.

`う

C 分 散 デ ー タ ・ベ ー ス ○ ◎ ◎ ○
一

ウ

B D　 　 B　 　 M　 　 S ◎ ◎ ○

、

C 知　 識　 ベ　 ー　 ス ◎ ◎
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◆
　　

　　

　
　　

　　
　
含

　 　 　 　 '

(4)　 計　算　機　1こ　対　す　る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

'

,

・目 的

・入 力

・出 力

時 系列 デ ー タの 保 存。

技 術 情 報 検 索 シス テ ム。

大 量 な コ ン ピュー タ 処理 結 果。

累 積 フ ァイル … … コ ン ピュー タ ・イ ン プ ッ

検索情報{三三 三㍍ 理

ト。

・

・目 的 実 行 時 ダ イ ナ ミックKEY指 定で き る こと。

副 次KEYか らの同 時 的 な 更新 に も耐 え られ る こ と。

・目 的

・入 力

・出 力

シ ステ ム メ イ ンテ ナ ンス 。

プ ロ グラ ム修 正 デー タ。

修 正 に よ る診 断 結 果。

一
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{1)、 {2) {3}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす るア ブ リケー 値
数

1

タ

フ

ト

含
頼‡ 蒲

●

、

値 . ユ のZ '

度
シ ョ ン技 術 項 目 演

演
べ

1

ウ

エ

性2
ア

z
バ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア

　 イ

等)

　 シ

他↓

多 機 能 イ　ン テ リ

⑱

A ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・ ◎ ◎ ⑥ ○
ス　テ　ー 　シ　 ョ　 ン ●

多機 能 化 を施 し た

A
事 　 務 　 用　 電 　 話

(デ ータ ・ベースのアクセ
◎ ◎ ⑥ ○

ス等の応用について)

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

C (ハ ー ド ・コ ピー か ら ○ ◎ ◎ ◎ ○
ソ フ ト ・コ ピー へ)

B 電　子　 メ　 ー　ル ◎ ◎ ◎

オ　フ　ィ　ス　映 像
.,

B ◎ ○ ◎ ⑥
シ　　 ス　　 テ　　 ム

白

C
デシ ジ ョン ・サ ポー ト・

○ ○ ◎ ◎ ◎
シ　　 ス　　 テ　　 ム

F

　 A

A E　 　 F　 　 T　 　 S ◎ ○ ◎ ◎
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　 　 　 　 　 一

(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の　注　釈

・目 的

・入 力

・出 力

文書、 伝票 の作成 、 情 報 検索 。

ポー タ ブ ル なOCR、 言語 端 末。

ポー タ ブ ル なCRTプ リンタ、 音声 端 末。

・目 的

・入 力

・出 力

情 報 検 索 業務 。

デー タ量 少量 。

事 務 用 電 話、 プ リンタ、 音 声 出力 装 置。

・ 目 的

・入 力

・出 力

情報交換。

社内情報の授受、取引情報の交換。

多量なデータ。

・目 的

・入 力

会議用援助システム。

各種映像情報。

　補助機能として、事前に準備したデ=タ に基づ く映像でもよいが、 より簡易に処理できること。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㊨

w

・目 的

・入 力

・出 力

銀行又は取引先との資金決済システム。

全国的ネットワークにより資金決済方式を形成。

　補助機能:過 誤訂正のためのcheckシ ステムの確立、信用保証に対する制度的確立。

　　　　　　　(デ ニ夕景:10万 件/月)

決済済みを証明するデータ(領 収データ)
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2・5　 出 版 ・印 刷 業(新 聞 社)(D社)

25.1　 業 界 の 特 徴

　 JECCア ンケ ー トにお い て この業 界 か ら姿 をみ せ る のは わ ず か に4社 で あ り、 しか も回答

内容 が 比較 的 詳 しか った の は1社 だ け で あ る。』従 って これ らか ら業 界 の特 徴 を 抽 出す る こ とは

不 可 能 で あ る。

2.5.2　 出版 ・印 刷業(新 聞社 の 印 刷部 門)D社 の 特 徴

　 (1}D社 の概 況

　 D社 は新聞の製作 を専業 としてra・　b、 事務都門は親会社に依存す る とい う特異 な形態 を とる

企 業 で ある。

　 従 業 員 構 成 は 、 現 在 、間 接 部 門8%に 対 し、直 接 部 門90%、 そ れ に 直接 部 門 の パー トタ イ

マー2%と な って い る。 間 接 部 門 とパ ー トタ イ マー の 比 率 は年 毎 に増 加す る傾 向 に あ り
、'95

年 の 姿 では 間接 部 門30%、 直接 部 門6-0%、 直接 部 門 の パー トタ イマー10%と 推 定 して い

るo

　 ブル ー ・カ ラー の ホ ワイ ト ・カ ラー化 に っ い て は 、大 勢 と して はそ うい うこ とだ ろ うと考 え

るが 、工 場 の部 門 に よって は オー トメー シ ョン化 の 進 み に くい と ころが ある こ とに 注意 す る必

要 が あ る。

　 新 聞製 作 の 自動 化 につ い て いえ ぱ 、校 閲 とか確 認 な ど判 断機 能 を要 す る作 業 の機 械 化 が残 る

こ と に な る 。

　 今 後 の 生 産 性 高上 の 見通 し と しては 、現 在 の.生産 性 を100と した場 合 、今 後15年 で生 産

部 門200、 事 務 部 門300と み てい る。 生 産性 の 尺 度 は投 入 量 に対 す る ア ウ トプ ッ ト量 を と

るo

　 事務 所va　k・け る人 員 構 成(人 件 費 ベ ー ス)は 、 管理 職20%、 ス タ ッフ10%、 技 術 職63

%、 事務 職5%、 ・補 助 職2%と なっ て い る。

　 管 理 者 の平 均 的 な時 間 の 使途 につ い て は 、研 究 開発 部 門の 場 合 に は米 国 での数 値 に 近 い が 、

生 産 部 門 、特 に工 程 調 整 関係 の場合 に は フ ェー ス ・ツー ・フェー ス が70～80%に も達 す る

な ど、 部 門 に よ り大 きな差 がみ られ る。

　 電 子 化 オ フ ィスの 効果 と しては 、 フ ェー ス ・ツー ・フ ェー ス な らびに フ ェー ス ・ツー ・レ コ

ー ドに対 す る電 子 通 信 文 の イ ンパ ク トは 大 とい う よ り中で 、 む しろ記録 作成 を 自動 化 で きれ ば

そ の効 果 は大 で あ る と考 え られ る。

　 ② 　要 求 仕 様 一 ニ ー ズ と シー ズ へ の注 文

　 基本 的 な考 え方:　 現 在OAを 総 合的 に 考 え て い る部 署 は な く、 部 門 ご とに各 機 器 を個 別 に
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導 入 して い る と い う 段 階 で あ る 。 従 っ て 以 下 で の 要 求 仕 様 は 、OAと い う よb新 聞 製作 の

合 理化 、.よ り高 度 な 自動 化 とい う観 点 か らの面 が強 く出 てい る。 主 な 関心 は 新 聞 原 稿 の 音 声入

力 、 手 書 入 力 な どに よる 、新 聞製 作 シス テ ムへ の 直接 入 力 とい うと ころ に あ り、漢字 情 報処 理

の 高 度 化 に 期 待 して い る。 新 聞文 章 用 の 漢 字 は 、2,403字+固 有 名詞 と規 定 され て い るが 、

特 殊 な慣 用 が あ ってJISコ ー ドだけ では 不足 す る面 が あb、 また広 告 文 中の 固 有 名 §司に は例

外 的 な字体 を要 求 され る こと もある。 棋 譜 で は天 地 が逆 に な った 活字 が 必 要 に な る。

　 ドキ ュ メ ン トの氾 濫:　 質 問表 での ドキ ュ メ ン トの分 類 にな じめ な い と ころが あ り、 答 え に

くい。

　新 聞 そ の もの が氾 濫 に寄 与 して い る とい う面 もあ るが 、 新 聞 は 日常 生 活 での ベ ー シ ックな も

の と して存 続 す る とみ て い る。

　 イ メー ジ処 理:　 写 真 を伝送 過 程 で網 点変 換 して くれ る よ うな機 能 が 欲 しい。 入 力 さ れ た写

真 を必要 に応 じて拡 大 あ るい は縮 小 し、網 点変 換 して伝 送 す る。 現在 走 査 線数 は8本/anで あ

るが 、 直 接 入 力 に は40本 が 必要 。 カ ラー も必 要 で あ る。 広 告 の 部分 には さ ま ざま な図形 が現

われ るが 、 こ う した もの の ドッ ト変 換 とい うニー ズ もあ る。

　 こ う した こ と を行 うた めに は 、 入 力 端 末 に 相 当 なイ ン テ リジ ェ ンス を もた せ る こ とに な る

が 、 そ こで 注 意 しなけ れ ば な らない の は 、端 末 で あ ま り高 度 な加工 が施 され た 情 報 は 、 あ とで

の処 理 に か え って 困難 を生 ず る こ とが あ る こ とで あ る。

　 音 声入 力:　 新 聞原 稿 を遠 隔地 か ら送 稿 す るた め の もの で、 当然 漢 字 か な 湿 り文 に 変換 され

るほ か 、 モ ニ ター機 能 な らび に訂 正 機 能 も必須 で あ る。

　漢 字 情報 処 理:　 漢 字 か な混 り文 の 集 配 信 が容 易 に 行 え るよ うに なれ ば あ りがた い。 問 題

点 は 、異 な った コー ド体 系 を用 い る もの の間 で の 交 信で あ る。 主 な用 途 は 校 正 処 理 で あ る。 字

と字紋(模 様 地)の 合 成 が 必 要。

　 ワー ド ・プ ロセ シ ン グ:　 新 聞製 作 シス テ ムへ の原 稿 入 力 には 、現 在 専 門 パ ン チ ャー が特 殊

な機 器 を用 い て紙 テ ー プ に落 とす必 要 が あ るが 、 そ れ を ワー ド ・プ ロセ ッサ に よって 素 人 が 直

接 入 力 で き る よ うに した い。 この場 合 、野 球 の ス コア や グ ラフ ・表 な どの 図形 が 入 力 で き る こ

とが 必 要 で あ る。

　 また 、案 内 広 告 の場 合 な どでは 、広 告 主 と会 話 しなが ら入 力 す る と、 自動 的 に編 集 され て 表

示 され る とい う よ うな機 能 が 欲 しい。

　 デー タ伝 送:　 伝 送 過 程 で編集 とか 訂 正 とか の加 工 を行 うこ とが で き るよ うな 機 能 が 欲 しい。

例 えば、 簡 易 フ ァ ク シ ミ リ送 信 中 に訂 正 機 能 がで き るもの 。

　 分散 処 理:　 新 聞製 作 シ ステ ムは信 頼 性 の た め に ミニ コ ン ・ネ ッ トワー クの 形 態 を とって い

る。 今後 望 む とすれ ば 、 各 支 局に 校正 段 階 まで の処 理 が行 え る よ うな高 イ ンテ リジ ェ ンス端 末

装 置を お くとい うよ うな こ とで あ る。
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　 デー タ・ベース:　 新 聞 社 は情 報 の塊 りみ たい な もの で あ るが 、 それ らの デー タ ・ベー ス化は ま

だ 手 が っ け られ て い ない。 過 去 の 記 事 、 調 査 資 料 、写 真 な どDB化 した い もの は 多 い が 、検 索

に高 度 な意味 処 理 を要 す るな ど難 し い 問 題 が あ る。 例 えば 、 キー ワー ドと して ・蒸 発"を と

った と す る と、 ニ ュー ス性 か らみ た この こ とば の 主 要 な意 味 は年 代 によって大 き く変わ って い る。

あ る いは顔 写 真 の選 択 とい うこ とに な る と 、記 事 内 容 と密 着 させ て判 断 す る必 要 が あ り、 これ

な どは 今後20年 く らい で は実 現 で き な いの では な いか 。

　 新 聞 社 は極 め て 多 くの情 報 を集 めな が ら、そ の ほ とん どは たれ 流 しに な り、 体 系 的 なデ ー タ

は 改 め て外 部 に求 め る とい うこ とに な っ て しま って い る。DB化 の 必 要性 は 感 じて い るが採 算

性 の 問題 もあ っ て 、 なか な か進 ま ない。

　 多機 能電 話:　 国 内 の ど こ とで も多数 の 人 と電話 で会 議 の で きる シス テ ムが期 待 され る。 用

途 と して は 、 例 え ば 販 売 店 な ど か らそ の 日 その 日の 契 約 部数 の 報 告 を うけ て 、 そ れ らか ら必

要 な 印刷 部 数 を決 定 す る とい う よ うな こ とが考 え られ る。 ま た、 多 角 的 な取 材 も可 能 に な る。

　 レス ・ペー パー:　 ゼ ロ ックス の存 在 す る 限 りは そ うは な らない。

　 電 子 メー ル:　 郵 便物 を フ ロ ッ ピー 化 し、 カ ラー ・デ ィス プ レイ に表 示 す る とい う機 能 との

連 動 を期 待 して い る。

　 オ フ ィス映 像 シ ス テム:　 新 聞 の1面 全体 が必 要 な 解像 度 で表示 され る よ うな デ ィス プ レイ

が欲 しい。 校 正 刷 の 必要 が な くせ る。

　 オ フ ィス映 像 シス テ ムの 条 件 と して は 、 ランク に よ って アク セス で きる情 報 が コ ン トロー ル

され る機 能 で あ る。

■
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　 (3}OAの 影 響 な らび に一 般的 要 望 事 項

　 在 宅 勤 務:　 過 密人 口 、資 源小 国 の 日本 で は10～20年 先 くらい で は在 宅 勤 務 の 普 及 は 考

え に くい。 特 に 、新 聞 の 場 合 に は フ ェー ス ・ツー ・フ ェー スが もの を い う局 面 が 多 い の で 、 ご

く一 部 を除 い て は難 しい。

　 オ フ ィス ・レ イア ウ ト:　 オ ン ライ ン化 して省 力化 され てい る と思 うが 、 オ フ ィス こそ 人 間

と人 間 の 対話 が大 切 なの で 、 そ の レイ ア ウ トは 人 間尊 重 を重 要視 した もの で 、現 在 よ り も血 の

か よった オ フ ィス ・レイア ウ トに して お くこ とが 必 要 。

　 会 社 の機 構:　 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンが実 現 して も会 社 の機 構 が 大 き く変 化 して い く

とは 考 え られ な い。 む しろ 、 その 時 代 の 経 済 とか産 業 に強 く影 響 され る で あ ろ う。

　 OA推 進 の 中心:　 現 在 の と ころは 、特 に決 め られ て い ない。

　 一 般 的 見 解:　 現 在 コ ン ピュー タが 弱 い とい われ る 日本 語 、 画像 な どの 処 理 の た めの マ ン ・

マ シ ン ・イ ン タ フ ェイ スが 、 ど こ まで 第5世 代機 と結 合 す るか に か か って い る。 進 歩 す るコ ン

ピュー タ と周 辺機器 の開 発 が 、 ソフ トウェ アを 含 め て 、人 間が容 易 に使 い こなせ るか で 、 コ ン

■
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、

ビュー タの 利 用 分 野 の 拡 大 が 決ま って こ よ う。 コ ン ピ ュー タ と周辺 機 器 の価 格 、保 守 料 な どが 、

わ が 国 の10年 、20年 先 の経 済 発展 の過 程 と同 一 歩調 で の び て い く こ とを期 待 して い る。

(4)所 　 見

　 1)企 　業

　 　 　 事務 部 門 を親 会 社 に依 存 してい る とい う特 異 な企 業 で あ る た め 、い わ ゆ るオ フ ィス ・

　 　 オ ー トメー シ ョンに対 す るニー ズ を引 出す こ とは無 理 で あ り、 む しろ限 界 シス テ ムの観

　 　点 か らの ニ ー ズ と して と らえ るの が妥 当 と判 断 され る。

　 　 　 そ の観 点 か ら、 主 な ニー ズの 方 向 をま とめ てみ る と、 つ ぎの よ うに な る。

　 　 ① 　 情報(こ の 場 合 には原 稿)を で き るだけ そ の 発 生 源 に近 い と ころ で、 人 間 向 の形 式

　 　 　 で 入 力 し、 出力 は で き るだけ 最 終 製 品(こ の場 合 に は新 聞)に 近 い 形 に もって い く。

　 　 ② デ ー タ伝送 の 過 程 に ある程 度 の 処 理機 能 を もたせ た い。

　 　 ③ 　 人 間 の 判 断 能 力 が 関与 す る部 分 が 自動 化 の ボ トル ネ ック と して顕 在 化 して きて い る

　 　 　 が 、 そ れ を打 開 す るの に は か な り高度 な人 工 知 能 機 能 の 開 発 が必 要 。

　 　 ④ 　 新 聞 製 作 シ ス テ ムの よ うな専 用 シ ステ ムに おい て は 、機 能 分散 的 な分 散 処 理形 態 に

　 　 　進 む 可 能 性 が 高 い。

　 　 ⑤ 　 一 般 性 の 高 い デー タ 、知識 情 報 な どを中心 に したデー タ ・ベー スの 構 築 は 、ほ とん ど

　 　 　 未 着 手 の 状 態 に あ るが 、必要 性 は ゆ っ く りで は あ るが 認 識 され つ つ あ る。

　 2)業 　界

　 　 　 新 聞 関係 の企 業 で は 、一 般 に 製作 面 での 電 算機 化 は か な り高 度 な段階 に あ るが 、経 営 ・

　 　 経 理 面 のEDP化 は遅 れ て い る。

　 　 　 印刷 ・出版 業 界 の一 般 的 なOAニ ー ズ につ い て は 、 今 回の 訪 問 調査 結 果 か ら何 らか の

　 　 結 論 を得 る こ とは不 可 能 で あ った。

　 3)コ メ ン ト

　 　 　 OAに つ い て 突 っ込 ん だ検 討 を行 って い な い企 業 での場 合 に は 、そ のOAに 対 す る 見

　 　 解 は 企業 の もの と して で は な く、純粋 に個 人 的 な もの と して 受 け取 るべ きで は ない か と

　 　 い う感 触 で あ った 。

一65一
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

'

●

1.新 聞原稿 の 入 力:① 漢 字 コ ー ド(JISの 拡 張)、 ② 書体 の 標 準化、 ③ 手 書 き原稿 の 直 接入 力、 ④音 声(電 話 を 通 し

ての)入 力 。

新聞製作の自動化では、校閲とか確認など判断機能を要する作業の機械化が残ることになる。
◆

〆

1.文 字 と字 紋(文 字 の うし ろの 模様)の 合成 。

2.図 形の ドッ ト変 換、 拡 大 ・縮 少、 顔 写 真の 自動検 索 。

3.写 真送 稿過 程 で の 網点 変 換 。

4、 新 聞製 作 シ ステ ム の プ ロ グ ラ ムはな お アセ ン ブラ`こよ らざ る を得 ない 状 況 。

、

1.新 聞原 稿 の送 稿:① 日本語 音 声 タイ プ、 ② モ ニ タ機 能 と訂正 機 能 。

1.　 (生 産 部 門で の オ ー トメ ー シ ョンの項 と同 じ)　 字 体 向 き(上/下)の コ ン トロ ール が必 要 。
●

(6警鶯㌶ 霊 鷲 欝欝;㌶ 覧鷹;慧 芸 とが当
●

漢字かな湿り文の集配信が 自由`こ行い得るようになること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

1.　 (生 産 部 門で の オー トメ ー シ ョン、 イメ ー ジ処 理技 術 の項 の それ ぞれ1と 同 じ)

2.素 人が 新 聞原稿 を 直 接 入 力で き る もの(現 在 は専 門パ ンチ ャが紙 テー プに 落 と してし・る)。 この 場合 野 球 の ス コア

とかグラフ、表などの図形が入力できることが必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,

,

.
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デ　 ー　 タ　 通　 信

B

フ ァク シ ミリ(OCR

や イメージ ・プロセ ッサ

等 と フ ァクシ ミリ技 術

の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

　 1

◎

B
分散 処 理 シス テ ム

の　　　 発　　　 展

　 1

◎

C 大 容 量DASD

　 1

◎

、

分 散 デ ー タ ・ ベ ー ス

D　 　 B　 　 M　 　　S

C 知　識　 ペ　 ー　 ス
　 1

◎

一68一



A

●　

　　

　
　　

　　

　　
奄

.

　　　　.　 {4)　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

'

■

1.簡 易 フ ァク シ ミリ送信 中1こ訂 正機 能 がで き るもの。

　 　走 査 線数 を 現在 の8本/㎜ か ら40本/㎜ に。

1.新 聞原稿の入力と校正までの作業が行えるだけの機能をもった端末入力装置(支 局ごとに配置)。

1.利 用 者別`こ選択 され た情 報 を提 供 で き る よ う1こす るため の もの。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

(検索`こ高度な意味処理を必要とする情報が中心＼ それをどう実現するか難しい研究課題。)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1.新 聞社 に お い て調 査、 蓄 積 した資 料 の検 索技 術 。

一69一



一

A

{1)、 ② {3}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目『,

重 ① ② ⑧ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 .対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

| 含

要 とす る アプ リケー 値
数

タ
フ

ト

　 .

頼‡ 蒲
■

値
・

ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目 演
演

べ ウ

エ

性2
　 ア

フ
パ

度 1
イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 　 、 信 ア 等) 他 ↓'

'

多 機 能 イ　ン テ リ

4

ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・

ス　テ　ー　シ　 ョ　 ン
'

多機 能 化 を施 した

事　務　用　電　話
　 1

0C
(デ ータ ・ペ ース の アク セ

ス等の応用について)

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

'

(ハ ー ド ・コ ピー か ら

ソ フ ト ・コ ピー へ)
,

9-

B 電　子　 メ　 ー　ル
　 1

◎
　 1

◎

'

オ　フ　ィ　ス　映 像 2 1

●

C ○ ○
シ　　 ス　　 テ　　 ム'

■

デシ ジ ョン ・サ ポー ト ・

シ　　 ス　　 テ　　 ム
、

、

E　 　 F　　 T　 　 8
'

.
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、「

,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼

{4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の　注　釈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 、

、

1.国 内 中 ど こで も多 数 の 人 と電 話で 会議 ので き る シス テ ム。

L　 郵便 物 の フ ロ ッピー 化、 カ ラー ・デ ィスプ レイ化。

1.ラ ン ク`こよ って、 ア ク セス で き る情報 が コ ン トロー ルで きる もの。

2.新 聞製 作 用 の デ ィスプ レイ と して 新 聞1面 全 体 を い っぺ んに 表 示で き るものが 欲 しい。　 　 　 　 　 　 '　 　 一"

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ

、
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2.6　 化 学('薬 品)業(1・ 社)

a阜1　 現 在 社 会

　(1)業 界 の特 徴

　　　医薬製造 メー カは卸 を通 じて病院 や医院に医薬品 を販売 してρる。

　 　 　医 薬 業 界 は 製造 に対 して 厚生 省 の 規 制 が あ り、そ のGMP(Good　 Manufacturing
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 Practice)に よ り、生 産 工程 の連 続 処 理 は で きな い。

　 　 　ま た 医薬 業 界 は専 門知 識 集 団 的 色彩 が 強 い。

　 　 　 この ため 知識 ベ ー スの 応 用 が可 能 で ある。

　 　 　ま た薬 品 のPRに イ メー ジ処理 と文 章 処 理 を必 要 とす る。

　②　 化 学(薬 品)業L社 の特 徴

　 　 　従 業 員 構 晟 ほ ホ ワイ ト・カラーが80%を 占め 今後 増 加 の傾 向 が あ り、反 対 に ブル ー ・カ

　 　 ラー は20%で 減 少 傾 向に あ る。

　 　 　 ホワイ ト・カラーの 中で プ ロパー ζ言 う専 門 家 が お り、忙 しいの で書 類 を読 む ひ ま が な く、

　 　 カセ ッ トに情 報 を吹 き込 ん で利 用 して い る状況 で あ る。

　 　 　 この業 界 では 新 製 品 の 開発 は な か なか 困難 で あ り、10年 位 の 年 月 を必 要 と して い る。

　 　 　そ の理 由は ス ク リー ニ ング、 毒性 、 副 作 用 、 安 全 チ ェ ック等 に 時 間 が 多 くか か るた め で

　 　 あ る。

　 　 　 また オ フ ィスの 構 造 としてはま とめて プー ル し、 処 理 効 率 を高 め る こ とと要 員 の 有 効活 用

　 　の 点 か ら集 中化 す る傾 向 に あ る。 一 般 に予 算 は 総 務 が 持 ってte　b、EDP部 門 は シス テ ム

　 　へ の ア ドバ イ スの 役 割 とな って い る。

　 　 　 この た めEDP化 を よ り進 め る に は トップの 理 解 が 重 要 な ポ イ ン トとな って い る。

2.　6.　2　 社 会 環 境

　 ドキ ュ メ ン トの氾 濫 と して はGMPの 記 録 の 問 題 が 大 き く、 これ は 法 律 で決 め られて い るた

め 不 可 欠 な もの とな って お り、法的 規 制 に よ る もの で あ る・

　 この ため 資 料 の保 管 の 問 題 が発 生 す る。 ま た 医薬 品の 関 係 マ ニ ュア ルが 多 く、そ の ア ップデ

ー トの 問題 も大 きい。

　 この ため 記 録 コス トの低 減 、入 力手 段 の簡 易化 、容 易 な検 索 手段 が必 要 とな る。 リス ト等 は

大量 で定 型 化 し、独 自性 に欠 け て お り、期 待 さ れ る技 術 と しては 分散 デー タ ・ベー ス の容 易 化 、

出力め高速化及 び端末 での プログラ ミング言語 の簡 易化等 があげ られ る。
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⑳

2・6・3　 製 　品
.

(1)　 ワ.一 ド ・プ ロセ シング

　 　 　 ワー ド・プ ロセ ッサは用途 と しては 通 達文 定 型 文 が 多 く有 効 と思 われ るが 、入 力 方 法 が 問

　 題 で あ る。

② 　 漢 　字

　 　 　用 途 と して は 住 所 、宛 先 名 、商 品 名 等 を漢 字 化 す る予定 が あ り、数 万 件 の マス ター 作 り

　 が 必 要 で カ ナ漢 字 変 換 の 技術 が 重 要 で ある。

㈲ 　 音 　 声

　 　 発送 や 仕 分 け 等 に音 声 を利 用 で き る よ うにす る必 要 が あ る。

(4)イ メー ジ処理

　 　 　イ メー ジ処理 と して は マニ ュ アル を入 力 した り、 カ ラー 写 真 、薬 の投 与 の 分 析 グ ラ フ及

　 び薬 の 使 用例 の報 告 等 を入 力 して お き、必 要 に応 じて検 索 が行 え る こ とが 重 要 とな る。

　 　 　ま た研 究所 に お け る分子 式 の構 造体 表 示 等 に利 用 で きる。

　 　 更 に薬 品 の説 明 書 は一 つ の薬 品 につ いて数 種類 も作 る た め 、 これ らが簡 単 に作 成 で きる

　 　シス テ ム で あ る こ とが望 ま しい。 ま た カ ラー で 作れ る こ とが 必須 とな る。

〔5)　デー タ伝 送

　 　 デ ィ ジタ ル伝 送 を行 うにはDDXと そ の コス トに よって 、普 及 が左 右 され る。

㈲ 　 分 散 処 理

・　 デー タ類 は集 中す る方 が 使 い 易 い。

　 　 　しか し シス テ ム と してはTSSやRJE等 で ク イ ック ・レス ポ ン スを図 る必 要 が あ る。

{7)端 　 末

　 　 多機 能 イ ンテ リジェン ト・ター ミナノレは通 信 手 順 の 方法 が 問題 で あ り、異 機 種 間 の コ ンパ

　 テ ィ ビ リテ ィを確 保 す る こ とが 重 要 で ある。

　 　 ま た 多 機 能 事務 用 電 話 は今 の 電 話 に安 い フ ァ ックス が付 い た もの で良 い。

　 　 現 在 は フ ァ ック ス につ い て は部 分 的導 入 とな って い る。

(8)　 ソフ ト　・コ ピー

　 　 　ソ フ ト ・コ ピー 化 はCRTベ ー スで は 難 し い し、 まだ か な りの 時 間 が か か る。

(9)　デ ー タ ・ベー ス

　 　 デー タ ・ベー ス の構 造 が 自 由 に作 れ ること が必要 で あ る。

　 　 ま た容 量 的 に は2500MB位 が必 要 で あ り、安 価 な もの が 要求 さ れ る。

　 　 　デー タ ・ベー スで は 容 量 ・速 度 が デ ィ スク上 の ネ ックに な っ て い る。

　 　 この た め方 式 の 開 発 と と もに 新 しい媒体 が 必要 とな る。

一73一



26　 化学(薬 品)業 　 (訪 問企業)L社

{1}、 {2} {3)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

要

計 算 機 を 必 要

とするアブ リケー

入 出 対 数

値

非

数

デ

1

タ

通 ソ

フ

信(
含
セ頼
キ

そ(含

蕎
　 ◆

今 値 .
ト

ユ のZ

度
シ ョ ン 技 術 項 目 演

演
べ ウ 鰐 7

ノく

| 工 イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

C
生 産 部 門 で の ω

○

'

オ ー ト メ ー シ ョ ン '

イ メー ジ処 理 技術 (1) ②
A

の レ ベ ル ア ッ プ
⑥ ◎

定　量　情　報　 と ② (1)
A 定　性　情　報　の ⑥ ⑥

一　　　体　　　化

音 声入出力システム
C

の　　実　　用　　化

.

B 漢 字 情 報 処 理
(1)

◎

ξ

`

自 然 言 語 処 理 (1}
B

と　 機　 械　翻　訳
◎

ω
B ワー ド ・プ ロ セ シ ン グ ◎
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'

し　

　　

　
　　

　　

　
　、

14)　 計　算　機　に　対　す　る 要 『求 技 術 項 目 の 注 釈

'

(1} GMPで 制約 。

q

{1)

(2}

マ ニ ュアル(使 用例 の 報告)。

カ ラ ー写 真 分 析 グ ラ フ。

(1}

(2)

グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ(構 造体 の研 究)。

会議 用の チ ャー ト、 グ ラフ、 図 形等 の 出力 。

(1} 得意先顧客 リス ト(カ ナ漢字変換)。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

(1} ドキ ュメ ン トの 自動翻 訳 。

{1) 入力方法が問題。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

◆
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `　　,　　　　'
　 　 　 　 　 　 　 ・

v　●　　　'

　 　 　 〉

　 　 　 :

　 　 　 　 一1

{1}、

重

要

度

(A,B,C)

　 　 {2)

計 算 機 を 必 要

とす るア プ リケー

シ ョ ン技 術 項 目

{3)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

　 　 4

　 　 '

、

　 　 看

　 　 ⑨

①

入

力

②

出

力

③

対

話

④

数

値

演

算

⑤

非

数

値

演

算

⑥

デ

|

タ

ニ

1

ス

⑦

通

信

⑧

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

⑨

信(

　2
醗

酵

等こ

⑩

そ(含

法

制
のプ

　z　;

他↓

C

デ ィ ジタ ル 伝 送 と

蓄 積 交 換 型 の

デ　 ー　 タ　 通　信

ω
○

B

フ ァクシ ミリ(OCR

や イメージ ・プロセ ッサ

等 とフ ァクシ ミリ技 術

の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

(1}

○

、

　 -

B
分 散 処 理 シ ス テ ム

の　　　 発　　　 展

(1)◎

B 大 容 量DASD
(1)

◎

タ

B 分 散 デ ー タ ・ベ ー ス

(1)

◎

B D　 　 B　　 M　 　　S

・,

(1}

◎

B 知　識　 べ　 一　 ス
(1)◎

一76一



、

釈

t・

注の

'

/

目項術技求

↑

要

.

7
一

るす対

、

　

　

　

に

　

　
　

　

　
　
・

仏タ

機算計ω

風間の格価のXDD

一

デル"カの力入ス汐力

仏敵分ンのち
一

"プア

⑳もな価安で位B…502

眼間の時害障親更

乙駐きでに由泊勘構

侮提報情せわ治跡師医

ω

ω

ω

ω

ω

ω

田

し　

　　

　
　　

　　

　
　、

q

　

　

'



■　　　　、

(i)、 {2)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

㈲　　計 算 機{こ 対 す る 要 求 技 術 項 目　 、
,

重
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 .対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす る ア ブ リケ ー ・ 値
数

1

タ

フ

ト

含
頼‡ 葡

■

値 . ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目 演 演
べ

ウ

エ

性2
ア

z
バ

度 | イ シ

(A,B,C)
、

力 、 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

4

多 機 能 イ　ン テ リ ω
A ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・

◎
'

ス　テ　ー　シ　 ョ　 ン

・
、

多機 能 化 を施 した　 　 . (1)

B
.事　務　 用　 電　話 ○
(デ→ ・ベースのアクセ

ス等の応用について)
'

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー
(1) (2)

B (ハ ー ド ・コ ピー か ら O O
ソ フ ト ・コ ピー へ)

、

C 電　子　 メ　 ー　 ル
(1)

○

＼

オ　フ　ィ　ス　映 像 ω

,

A ◎
シ　　 ス　　 テ　　 ム

¶ `

A

(2}

デ シ ジ ョ ン ・サ ポー ト ・ ω
B ○

シ　　 ス　　 テ　　 ム

'

C E　 　 F　 　 T　 　 S
■

㎡
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⑳　

　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　　

　　

　　

　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　　

　　

　　

　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
r

　 　 　 　 '

(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要

.

求 技 術 項 目 の 注 釈
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

(1} 異機種間の接続。　 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

'

{1) 電 話 に 安い フ ァ ック スが 付 い た もの。

(1)

(2)

CRTベ ー ス 。

ハ ー ド ・コ ピー か ら ソ フ ト ・コ ピー へ は 時 間 が か か る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

P

(1)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

図 形 出力 。
A

(1) 液 晶 、 ビ デ オ ・プ ロ ジ ェ ク タ ー 。

(1)

(2)

手作りする必要あり。

自由度があれば良い。　 L
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ao)分 散 デ 三 夕 ・べ_ス

　　技術的 に不安 な面が あ りこ更新 とか障害時の処理の問題 が残 る。

　 　 分散 処 理 シ ス テ ム と して はTSS、RJEの 形 態 を取 り、 ア プ リケー シ ョンの分 散 化 が

　 行 わ れ る。

ω

a2)

知識 ベー ス

今後 シス テ ム化 を進 めて 行 く予 定 で あ り、 中間 管理 職 以 上 に必 要 で あ る。

DSS

手作 りが必 要 で あるが 、 自由度 の あ る ソ フ トウェア ・パ ッケー ジ で あれ ば 良 い。 使 う側

の 意識 の 問題 が あ る。
.

　 　 ま た シス テ ム 自体 の 自由度 が 確 保 で きるか が 問題 で あ り、教 育 の 必 要 もあ る。

a3)　テ レ コ ン フ ァレ ンス

　 　 オ フ ィス の映 像 シス テ ムは 重 役 の 会 議 室 に利 用 さ れ 、液 晶 、 ビデ オ ・プ ロ ジ ェ ク ター等

が考 え られ る。

04　 EFTS

　 　 業 界 の 商慣 習 で接渉 が重 要 な役 割 をは た してお り、採 用 は 当分 難iしい。'

4

2.6.4　 0A化 社会

(1}社 　 会

　 　 　プ ログ ラマー 等 で一 部 在 宅 勤 務 は可 能 だ が全 体 的 に 見 た 時 は困 難 で ある。

② 　 企 　 業

　 　 　 OAの 推進 部 門は プ ロ ジ ェク ト しか とれ な い し、 ま た要 員 が 限 られ て い る。

　 　 生 産 性 向上 は薬 品別 に極 端 に異 な る。

　 　 　ブルー ・カラー とホワイ ト・カ ラー を見 る と ホワイ ト・カ ラーの プ ロパー が 増 えて 行 く9人 手

　 　を か け な くて も生産 増 が あ り得 る。 また 人 員 は高 学 歴 で 専 門 的に な る。

　 　 　組 織 的 に 従来 とさ して変 化 は しな い。

　 　 　また マ ネー ジ・ヤー の機 能 は情 報 検 索 が 大 き く、次 に進捗 状 況 リス トの 実 現 性 が 重 要 とな

　 　るo

　 　 　管 理 者 は 日本 的 仕 事 の や り方 の特 徴 か ら ミー テ ィン グの ウェイ トが 高 く、 フ ェー ス ・ツ

　 　 ー ・ フ 。 一 ス が5・ ～6・%と 多 く フ ・ 一 ス ・ ツ ー ・ レ ・ 一 ドが ・5～25%そ し て 衡 二.

　 　移動 、 電話 が10～20%と な り、 分 析時 間 は少 く5%程 度 とな る。

　 　 従 業 員 構成 と して は 間接 部 門 が80%→90%へ 増 加 し、直接 部 門 は逆 に20%→10

　 　 %へ 減 少 し、 ホ ワイ ト ・カ ラー の 伸 び は そ う多 い方 で な い。
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　 オ フ ィス の変 化 は オ ン ライ ン機器 の活 用 し易 い レ イ ア ウ トに変 り、 デ バ イス と人 員 の共

通 化 が起 きて くる。

　 医薬 品 業 界 は 大 手5～60社 で売 上 高 の90%を 占 め、残 りは 中小 企 業 が2,000社 も

あ り、10%の シ ェア しか持 っ てい な い。

2.7　 鉄 鋼 業(J社)

◆

●

2.7.1　 業 界 の特 徴

　鉄 鋼 は あ らゆ る産 業 に広 く使 用 され る基 礎 資 材 で 、建 築 、土 木 に5割 が 、 ま た 、 自動 車 、造

船 用 に それ ぞ れ1割 強 が 消費 され る な ど、基 幹 産 業 の 素材 と して多 方 面 に使 われ て い る。 日本

経 済 の 高成 長 に伴 う鉄 鋼 需要 の拡 大 に よ り、鉄 鋼 業 は著 しい 発展 を遂 げ た わ け で あ る が 、一 方

では 、 高炉 の大 型 化 、LD転 炉(純 酸 素上 吹 き転 炉)、 連 続 鋳造 設 備 な ど直接 、鉄 に ま つ わ る

工 程 設 備 の改 善 と併 行 して 、情 報 処 理 シス テ ムの 導 入 に よ る事務 部 門 での効 率 化 や機 器 類 の 監

視 ・制 御 シス テ ムが 大 き く寄 与 した ことは事 実 で あ る。

　 鉄 鋼 業 で の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンを考 え る場 合 の 留 意点 と して は 、 ま ず第1に 、 ほ と

ん どの 大手 鉄 鋼 業 は 、数 多 くの 関連 会 社 を か か え 、ま た 、 商 社群 との取 引量 も莫大 で あ る点 で

あ る。 従 って 、例 え ば レス ・ペ ー パ ー ・オ フ ィス を進 め て い くに して も、最 初 は 本 社 、 流通 レ

ベ ル 、 次に 関 連 会 社 、 最 終 的 には 、 商社 間の オ ン ライ ン構 築 に よる効 率 化 か ら、 証 愚類 、 リス

ト作 成 等 に付 帯 す る業 務 量 を減 ら してい くこ とに な るが 、制 度 上(回 線 利 用 面 で の規 制)、 シ

ス テ ム構 築上(互 換 性 や コス ト上 の 問題)の 制 約 か ら実 現 が遅 れ て い る とい った 状 態 で あ る。

　 第 二 の留 意 点 は 、 鉄 鋼 は 通 関 輸 出総 額 の 約2割 を 占 め て 国 際収 支 を支 え る大 き な柱 とな っ た

こ とか ら も 明 らか な よ うに 、海 外 進 出が 目覚 ま しい こ とで ある。 海外 向 けの 通 信 文 書 、 マ ニ

ュア ル類 、 自社 発 行 の パ ン フ レ ッ ト、 ニュー ス類 に翻 訳 機 能 、 ワー ド ・プ ロセ シン グ機 能 が必

要 とな り、広 報 、契 約 、通 関手 続 、決済 に伴 う事務 処 理 も拡大 してい る。

　 第 三 の留 意 点 と して は 、鉄 鋼 業 は 、国際 的 に も国 内的 に も、 良質 、 安価 な鋼 材 の安 定 した供

給 を通 じて基 幹 産 業 の成 長 を促 し、国 民経 済 の発 展 に貢 献 してい るが 故 に 、経 済 動 向 、需 給 動

向 を逸 早 くキ ャ ッチ し、 分析 して対 応 す る とい うグ ロー バ ル な展 開が 求 め られ る こ とで あ る。

2.7.2　 鉄鋼 業J社 の 特 徴

　 鉄 鋼 業 で は 鉄 鋼 大 手5社 に 含 ま れ 、 多 く の 子 会 社 を 有 し 自立 発 展 型 の 企 業 集 団 で あ

るJ社 を 訪 問 、 シス テ ム部 門 の 次長 以 下 、担 当者 、計5名 との質疑 応 答 を通 じて 、 非 常 に先 進

的 、か つOAの 進 路 設 定 に有 効 な 回答 を得 た。 本 社 の オ ン ライ ン化 され たEDPSを 核 とす る
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セ ン ター'シ ス テ ム と、 オ フ ライ ンの 事務 機 器 グル ー プの2側 面 か ら眺 め たOA観 は 、個 々に

特 徴 を もつ もの の、 在 宅勤 務 、 オ フ ィス構 造 な ど で共通 の イ メー ジ に集 約 さ れ た。

　 (1}オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの イ ンパ ク ト

　 全 社 で 数万 人 に上 る従 業 員 を もつ 同 社 は 、 現 在 、24%に 相 当す る7,200人 が ホ ワイ ト ・

カ ラー で ある。 本 社 従 業 員 は全 社 の7%相 当 の2,100人 で あ る か ら、工 場 に お い て も、か な

りの ホ ワイ ト ・カ ラー をか かえ て い る こ とにな る。J社 は 、 間接 対 直 接 部 門 、 い わ ゆ る ホ ワイ

ト ・カ ラー 対 ブルー ・カ ラーの 比 率 を、 現 在 の24:76か ら、5年 毎 に2%ず つ 直接 人 員 を

減 ら し、1995年 には 間接:直 接=30:70の 比 率 を達 成 した い と して い る。 これ は工 場

の オ ー トメー シ ョン化 を重 視 した 結果 、 自 ら導 か れ る数 値 で あ っ て、 す なわ ち、工 場 のオ ー ト

メー シ ョン化 が更 に進 め ば 、労働 の 中心 は機 器 類 の 監視 、制 御 、操 業 改 善 、工 程 改 善 、保 全 改

善 等 とな り知 的労 働 の 比 率 が高 ま るか らで あ る。

　 他 方 、 事 務所 の オー トメー シ ョン化 は 、事 務 処 理 面 で の生 産 性 の 向 上 と と もに 、事 務 の本 質

で あ る マ ネ ジメ ン トに役 立 つ情 報 の作 成に 関 す る サポー ト機 能 を果 さ ねば な らな い 。 いわ ば 、

人 間 の 頭脳 活動 を サ ポー トす る面 で の 生 産 性 向 上 も望 まれ る わ け で 、同 じ知 的労 働 で あ っ て も、

仕 事 の 内 容 は 異 な る。 売上 高 生 産 性ベー スで5年 ごとに(現 在 の)25%の 上 乗 せ を期 待 す るJ

社 は 、 基 本 的 に は人 件 費 の ア ップ分 を吸 収 す る程 度 は、 売上 高 生 産性 ベ ー ス を上 げ な くて は な

らない とい う考 え に基 づ い て伸 び率 を導 き出 して い る。

　 日本 に おけ る管理 者 の平 均 的 時 間 使 用 で は 、 フ ェ ース ・ツー ・フ ェ ースが 大 で あ るが 、 中 で

も会 議 の 時 間 が より大 きな割 合 を 占 め 、続 いて 電 話 の 時 間 が 多 い。 質 的 な 観 点 で は 、 ①一 般 的

情 報 連 絡 、 ② 担 当 との打 合せ 、③ 決 裁 の 順 に ウ ェイ トが 置 か れ て い る。 概 して 日本 の 会社 で は

肉 声 の 連 絡 が 最大 の情 報連 絡 で あ り、文 書 化 は 必 要 最 小 限 しか行 われ てい ない の が実 情 で あ る。

また 、 コ ン セ ンサ ス を重 ん じる ため 、会 議 が 多 く、電 子 化 の衝 撃 は 、米 国 の 場 合 と大 き く異 な

る。 オ フ ィス に与 え る電子 化 の イ ンパ ク トで最 大 の ものは 電 話 で あ り、次 い で会 議 が あげ られ

るo

(2}1990年 代 に期待 され る技 術

ドキ ュメ ン ツの氾 濫 に対 す る対 処

　 ① 年 間2,000種 の海 外 向 け マ ニ ュア ル や 、 自社 印刷 物 配 布先 の国 際 化 に呼 応 して 、 電 子植

字 と電 子 翻 訳 技 術 、② 組 織拡 大 に伴 う各 種通 信 文 書 の配 布 先 の拡 大 、 お よび 、一 斉 通 知 の 不徹

底 か ら派 生 す る ニー ズ と して 、 日本 語 電子 メー ル 、 個人 家 庭 用 フ ァ ック ス技 術 、③ リス ト、 イ

ン デ ック ス 、記 録 類 では 、量 の拡 大(特 に一 度 しか 見 な い もの)、 明細 化 傾 向 、分 類 ・検 索 要

求 の 増 大 に よ り、電子 フ ァイル 、分 散 デ ー タ ・ベ ー ス 、 リレー シ ョナ ル ・デ ー タ ・ベ ー ス 、 自
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◎

■

然 言 語 デー タ ・ペー ス、 音 声 フ ァ イル 、連 想 ソフ ト、 自動 イ ンデ ック ス ・ソ フ トの 各 技 術 、 ④

企 業 間 情 報 量 の 増 大 、 コー ドの不 一致 の面 では 、 高速 ネ ッ トワー ク 、国 民 総 背 番 号 、JISコ

ー ドの 拡 大 、⑤ コ ピー類 に お け る編 集 能 力不 足 、 合成 不 可 、 製本 との 非 連 繋 性 、 モ ノ トー ン と

い った ボ トル ・ネ ックか らの要 求 と しては 、 イ ンテ リジ ェン ト ・コ ピア(カ ラー)、 視 聴機 器

との接 続 、超 低 価格 の 記憶 装 置 の開 発 、 な どが1990年 に期 待 され る技 術 項 目 と して 回 答 さ

れ て い るo

　 そ の他 、 特 記 す べ き事 項 と しては 、官 報 を全 てMTの 状態 で入 手 した い 、税務 関係 も指定 の

フ ォー ムに よ らず 自由 に し、 で きれ ば 、高 速 ネ ッ トワー ク で処 理 し、企 業 側 、 官 庁側 双 方 の 省

力 化 を実 現 した い 、会 議 の ス ケ ジュー ル 調整 、個 人 へ の連 絡 用 と して 、 パ ー ソ ナル端 末 を導 入

した い 、 な どが 主要 な事 柄 で あ る。

　 イ メー ジ処理 技 術 の レベ ル ・ア ップ

　 輸 出国 の うちで文 盲 率 の 高 い一 部 の 国 々では 、 荷 印 、 マー ク な どに よ って仕 分 を行 っ て い る。

ま た 、船 舶 の上 部 に積 む か 下 部 に積 む か な ど荷 姿 の 情報(3,000件/月)も 重 要 な意 味 を も

つ。 特 に 、 各種 仕 様 、図 面 、 画像 、 音 声情 報 に 対 す る イ メー ジ処理 の ニ ー ズ は高 く、販 売 、流

通 、購 買 、 その 他 一 般 事 務 で 、事 務 所 ・工 場 にお い て使 用 した り、 デー タ ・バ ンク を構 築 して

デ ィス プ レイ に よ り活 用 す る他 、電 話 に よる音 声 入 力手 段 で 情報 の活 用 を 図 る。 荷 印 、 マー ク

で は 端 末 フ ァク シ ミ リや 、 マー キ ング を行 うステ ン シル ・マ シ ンを 出 力 手 段 と し、 荷 姿 で は

端 末 プ リン タ、 フ ァク シ ミ リ、購 買 シ ス テ ムで は 、仕様 、 図面 の た めCAD技 術 、 端 末 プ リン

タ、 プ ロ ッタへの 出力 が 必要 とな る。 また、一 般 事 務 に おけ る補助 機 能 として は 、① フ ァイル検

査 機 能 、 ② ハー ド・コピー ・プ リン ト機 能 、 ③機 密 情報 管理 機 能 、④ 演 算 処 理 、 ⑤音 声 認識 、⑥

漢 字処 理 が 求 め られ る。

　 定 量 情 報 と定性 情報 の 一 体 化

　 報 告 書 、 会 議 資料 、論 文 の た め 、EDP出 力 デー タや 、手 書 文 字 、図 形 を入 力 、 グ ラ フ、説

明文 、 図形 の 形 でOHPフ ィル ム、 コ ピー 、　COM、 音 声 、 ビデ オ を 出力 手段 とす る。 入 力速

度 は低 速 で よい が デー タ量 は 大量 で 、 日本 語P ,OSやOCR機 能 を補 助 機能 と して要 す る。

　 音 声入 出 力 シス テ ムの 実 用化

　 問 い合 わせには音声入出力 システムの需要 が大 で あ るが、 部 門別 には 、 ① 販 売 一 注 文 進 捗 状 況 、

② 流 通 一 在 庫 状 況 、③ 人労 一 社 内預 金 残 高 、④ 総務 一 役 員 ス ケ ジ ュー ル が主 な用 途 で あ

り、本 社 で の ニー ズが 高 い。 種 々の定 型 的 問合 せ(10,000件/月)を 音 声 で入 力 、 進 捗 状

況 、 仕 掛 内容(デ ー タ量30,000件/月)を 音 声 出力 す るが 、入 力 に 際 しては 、標 準 的 な 口

述 速 度 と同 じス ピー ドが要 求 され る。

　 漢 字 情 報 処 理

　 事 務 所 、 工 場 にお い て 、 キー ボー ド、音 声 で入 力す る が 、 固定 型 の 他 、移 動 式 の もの が 望 ま
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れ 、 日本 語POS、 音 声入 力→ 漢字 変 換 技 術 を要 す る。 音 声 入 力 は 口述 ス ピー ド、 また は60

字/分 程 度。 出 力 手 段 と し て はこ プ リ ン タ、CRT、 音 声 、　 COM、OHP、 ビデオ を用 い

るo

　 自然 言 語 処理 と機 械 翻 訳

　 契 約 書 、 マ ニ ュア ル 、 カタ ログが 対 象。EDP内 デー タ、 日本 語POS、 口述 に よる デー タ

入 力 と、 プ リ ン タ 、CRT、 　COM、OHP、 ビデオ に よる翻 訳 文 の 出 力が 期 待 され る。 翻

訳文 の種 類 は 、英 、仏 、 ス ペ イ ン、 ポ ル トガ ル 、 ア ラ ビア 、 中国 語 と多岐 に わ た り、特 に 中国

語 な どは 、各地 方 で の言 語 の 相 異 を考 慮 した翻 訳 マ シン が望 まれ る。

　 ワー ド・プ ロセ シ ング

　 契 約 事 務 、 見積 事 務 、外 部 報 告 事務 、そ の他 社 内 定 例 報 告 事 務 向 け に 、手 書 文 字 を タ イ プ ラ

イ タ 、 キー ボー ド、 電 子 ペ ソ(追 加文)に て入 力 。 特 に 、書 きなが ら修 正 も可 能 で あ る シス

テ ムが望 まれ 、補 助 機 能 と して 文 例集 の個 人 デー タ ・ベー スが あれ ば 便利 。 ライ ン ・プ リン タ、

CRT、COM、 コ ピー に 、 主 要 外 国 語 での 報 告 文 、商 業 文 、挨 拶文 を 出力 す るが 、入 出

力 と も、 デー タ量 は 不 明(相 当 な量 とな る と思 われ る。)

　 主 に ワー ド ・プ ロセ シ ン グは 、 記憶 、修 正 、検 索 機 能 を生 か した文 書 作成 の 効 率 化 を 目的 と

し、 タ イ プ ラ イ タの 代 わ り に社 内 印刷 所 で一 括 処 理 す る こ とが 望 ま しい。(将 来 は 分 散 設 置)

デ ー タは 、テ キス ト、 レター ・リス ト、議 事 録 、 報 告 書 、案 内状 、 マ ニ ュア ル 、仕 様 書 等 の パ

ター ン化 可 能 な文 書 で あ り、他 機 種 間 イ ン タ フ ェ 『 ス、通 信 機 能 、辞 書 、数 表 作 成 、複 写 、

音 声認 識 等 の 補助 機 能 に よ り一 層 、 高度 な使 用 が 可 能 とな る。① ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ と コ ン

ピュー タの 接続 、② 和 文 の 入 力手 段 の簡 易化(ソ ー ス よ り直接 、 自動 入 力)、 ③ ワー ド ・プ ロ

セ ッサ相 互 の通 信 に よ り電 子 メー ル と して使 用 、④ コ ン ピ ュー タ の接 続 に よるDASDの 共 有

化等 が この 分野 での 課題 で あ る。

　 デ ー タ伝送 技 術 の レベル ・ア ップ

　 業 務 上 の 連繋 を重 視 した企 業 集 団 レベ ル で の ネ ッ トワー ク を構 築 す るの が 目的 。 特 に鉄 鋼 業

は 商社 との関係 が 強 い た め 、商 社 との ネ'ッ トワー クが 望 まれ る ほか 、数 多 い 関連 会 社 群 とデ ー

タ通 信 網 で結 ぶ必 要 が あ る。 特 に 商 社 間 で は電 電 公 社 の 回線 利 用 の 規 制緩 和 が望 ま れ る。 現 在

は セ ン ター に要員 が 常 駐 す る シス テ ムで あるが 、 この面 で無 人化 を図 る こ と と、そ の た め に 自

己 防災 装 置 を付 加 す る こ とが 期 待 され る。,音声 、 イメージ ・デー タ、デ ィジ タル 化 さ れ た デー タ

を電話 、FAX、 　CPU、 ・CPU端 末 を用 い て入 出 力 を行 い 、補 助 機 能 と して は 、一 斉 放 送 、

部 分放 送 、 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ン グが 必要 で あ る。 デー タ量 は文 字 に して1億 字/日 、望 ま

れ る入 力速 度 は200KBPS。

　 フ ァク シ ミ リ

　 文書 、 グ ラフ、図 形 、数 表 等 の 情 報 の ス ピー デ ィな送 付 を 行 うた めの 伝 送 メー ル。 事務 所 、
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工場 に 社 内 電信 室 を設 置 し一 括 処 理 す るの が望 ま し く、 将 来 は 分 散す る方 向 に向 か うで あ ろ う。

電 話 ・ テ レ ック ス等 の 通 信 手 段 で は送付 で きな い各 種 の グ ラ フィ ック 情報 、手 書 情 報 を、 パ タ

ー ン認 識 、OCR付 フ ァク シ ミ リ、 図形 入 力 、文 字 拡大 、 縮 小 、 記録 ・検 索 な どの機 能 を活 用

して処 理 す る。 コ ン ピ ュー タや ワー ド ・プ ロセ ッサ と結 合 す る こ と に よ り ホス トの 情 報 が 利

用 で き 、他 機 種 と の イ ン タ フ ェー スに ょ り使 用 が 拡大 、 デー タ量 と しては 、現 在 の10倍 程

度 が見 込 まれ る。

　 ワー ド ・プ ロセ ッサ 機 能 の付 加 に よ り編 集 可 能 と した り、 カ ラー ・フ ァク シ ミ リを実 現 す る

こ と、筐 体 の小 型 化 、 マ イ ク ロフ ィル ムの 伝 達 が窮 極 的 な 目標 とな る が 、今後 のDD文 網 の拡

大 に よっ て 、 よ り高 速 、 高 品 質 な 画像 を期 待 で きる。 出 力 デ ー タは手 書 文 字 、 イ メー ジの他 、

CPUデ ー タ、そ れ らの 混 合 ない しは加 工 され た もの で 、 フ ァク シ ミ ゾ、CRT、 映 像 装 置 に

出力す る。

　 分 散 処 理 シス テ ムの 発 展

　 昭和61年 よ り、 全 社 ベ ー ス で シス テ ム を再 編 して い くが 、 メイ ンの デー タ ・ベー スは 、 セ

ン ター に置 く。 昭 和60年 ま で は集 中処 理 を基 本 と し、必 要 な もの を分 散 させ る予 定。 分 散 処

理 と して 必 要 となる の は 、個 人 シス テ ムで あ り、 これ は 現 在 、各 個 人 が もつ デー タ ・ベ ー スの

保 管 、検 索 を機械 化 す る もの で 、一 般 事 務 所 に容 易 に設 置 可 能 、 端 末 は 移動 式 、 プ ログ ラムは

エ ン ド・ユ ー ザ 志 向 、 と い った 条 件 が求 め られ る。 デー タ ・ベー ス を も包含 し、入 力手 段 と

しては 電子 ペ ン、 日本 語POS、 音 声 認 識装 置 ご 出 力手 段 と してはCRT、 プ リ ン タ(手 書

文 字 、 活字 、 図形 を カ ラー で)が 必 要 で あ る。 入 出 力 と も文 字 に して10億 字/入 の 情 報 が 必

要 と思 わ れ る。

　 大 容量DASD

　 本 社 で10兆 字 、工 場 で1兆 字 の デ ー タ量 が必 要。 現 在 、MSSで オ ン ライ ン を行 って い る

が 、将 来 、 図 形処 理 な どに充 分 対 抗 す るに は 、光 デ ィス クが 必 要 とな る。 入 出力 手 段 は 、 ネ ッ

トワー ク、CRT、 　 FAX、OCR、 音 声 な どが考 え られ る。

　 分 散 デ ー タ ・ペ ー ス

　 主 要業 務 デ ー タの他 に技 術 、特許 、 文献 情報 な どが 考 え られ る。 現在 は本 社 にデ ー タが ない

場 合 は、営 業 所 に問 い合 わせ、 あれ ば 本 社に戻す とい う方法 を とってい る。 分散 化 は 、 マ シ ンの ダ

ウンの影 響 を緩 和 で き、流通 が か らん だ場 合 に は、 特 に 重 要 で ある。 異 機 種 間 の 相 互接 続 が期

待 さ れ る。 本 社 で100億 字 、工 場 内 で10億 字(入 出 力共)の デ ー タ量 が 必 要 と な り、 本 社

一 工 場 間 、工 場 内 、本 社 内 の3レ ベ ル の分 散 デ ー タ ・ベ ー ス が期 待 され る。 入 出力手 段 は ネ

ッ トワー ク 、CRT、FAX、OCR、 音 声 等 。 入 力 で 電子 ペ ンも使 用 したい。

　 DBMS

　 入 力手 段 は 、 ネ ッ トワー ク、CRT、 　FAX、OCR、 電 子 ペ ン、音 声 、 出力手 段 は 、 ネ ッ
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トワー ク・CRT・FAX、OCR 、音 声 等 で 、 バ ック ・ア ップ機 能 を備 え る。 デ ー タ量 は

10兆 字 で・ 特 に現 在10秒 か か っ て い る検 索速 度 を2秒 以 内 に お さえ る こ とが 目標 。

　 知 識 ベ ー ス

　 研 究 支 援 シス テ ム、 自主 管理 活 動 シス テ ム、新 規 事 業 の フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィ、経 済

予 測 ・技 術 開発 戦 略 、小 グル ー プの学 習 に 使用 で きる。 英 数 字 、 日本 語 混 在の デー タ形 態 で 、

入 力 手 段 はCRT、 電 子 ペ ン、 そ の他 。 写 真 等 の認 識 技 術 も望 まれ る。 出力はCRT、 プ リン

タ等 で 、 英 数 字 、 日本 語 が主 で あ るが 、画 像 、図 形 、 カラー画 像 の 挿 入 、編 集 の 簡 易化 が 必

要 と な る。

　 多機 能 イ ンテ リジ ェン ト ・ワー ク ス テー シ ョン

　 汎 用型(英 数 字 、 日本 語)、 設 計 用 型(グ ラフ ィ ック、英 数 字)、 文書 型(日 本 語 、 日本語

POS)、 庶 務 型(日 本語 、英数字 、音 声)の4デ ー タ形 態 に大 別 され 、機 能 面 と しては 計算 、

時計 機 能 、 デー タ ・ペ ー ス機 能('ホ ス ト ・コン ピュー タ と直結)、 ソ フ トウ ェア作 成 とオ ペ レ 』

一 シ ョンの簡 略 化 、 カ レ ンダー 機 能 、進 捗 管 理 機 能 を包含 す る もの が 必要。 手書 情 報(漢 字 を

含 む)、 音 声 、図形 等 を、 キー ボー ド(WP)、 フ ァク シ ミ リ、電話 、電 子 ペ ン、 音 声 認識 装

置 等 を 介 して 入 力。 画像 、音 声 を 含 む 情 報 を 、CRT、 プ リ ン タ 、 プ ロ ッ タ 、 ファク シ ミ

リ、電 子 フ ァイル装 置 、WP、 ハ ー ド ・コ ピー 、 マ イ ク ロ ・フ ィル ム、音 声 合成 装 置 に 出力す

る。 各 部 単 位 に 分散 設 置 して ネ ッ トワー ク を構 成 し、汎 用 的 情 報 の利 用 拡 大 を図 る こ とが期 待

され る。

　 多 機 能 化 を施 した事 務 用 電 話

　 現 在 の プ ッシ ュホ ン ・レベ ル を音 声 入 力 に置 き換 え た電 話 や 、場 所 ・時 間 を選 ば ず コ ン ピュ

一 夕ヘ ア ク セス 可能 な携 帯 用 電 話 、 自動 車 電 話 等 が 必要 。 音 声 認識 機 能 を有 す る イ ンテ リジ ェ

ン ト機 器 が 発 達す る に つれ 、 電 話 を入 力手 段 と して用 い る こ とに な ろ う。 また 、 日経NEE'D

Sの よ うに外 部 の デ ー タ ・バ ンク をア ク セス し、各 種 情 報 を利 用 す る こ とが望 ま れ る。 種 々の

定 型 的 問 合 せ 、 プ ログ ラムの 選 択 、JCLの 生 成 、 デー タ入 力(進 捗 内容 、仕 掛 内容 等)へ の

適 用 が 望 まれ 、 問合 せ で1日 約1万 件 、 そ の他 で約1,000件 の デー タ量 が必 要 で あ る。

　 ソフ ト ・コ ピー

　 EDPデ ー タ、手 書 き情 報(日 本 語 、英 数 字)をOCR、 電子 ペ ン、 キー ・ボー ド、 音 声認

識装 置 で 入 力(ネ ッ トワー クへ の入 力 を含 む。)日 本 語 、英 数 字 、図 形 、音 声 でCRT、 大 型

映像 装 置 、 マイ ク ロ ・フ ィル ムに 出 力。 リス ト ・イ メー ジ をデ ィス ク、 また は デ ィス ケ ッ トに

入 れ 、 必要 に応 じて ハー ド ・コ ピー 、 ま たは デ ィスプ レイ に 出力 す る。

　 電 子 メー ル

　 電子 メー ル では 、連 絡 、公 報 、報 告 用 に デ ィス プ レイ を利 用 して、 相 手 に ペ ー パ ー レ ス な

情報 を瞬 時 に 、か つ 鮮 明 に送付 。 相 手 不在 時 は一 時 フ ァイル へ 出 力 し、再度 デ ィス プ レイへ 出
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力 す る 。 部 単 位 、 も し く は 管 理 職1人1台 あ て 配 置 す る 。 入 力 デ ー タ は 、EDPデ ー タ 、 手 書

情 報 、 日 本 語 、 英 数 字 、 画 像 で 、 キ ー ボ ー ド、 フ ァ ク シ ミ リ、 ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ 、CR

T、 電 子 ベ シ に よ り 入 力 、'出 力 デ ー タ は 、 日 本 語 、 英 数 字 、 図 形 、 画 像 情 報 で 、CRT、 プ リ

ン タ 、 フ ァ ッ ク ス を 出 力 手 段 と す る 。 補 助 機 能 と し て は 、 検 索 機 能 、 フ ァ イ ル 機 能 、 同 時 報

告 機 能 、 ハ ー ド ・ コ ピ ー 、 プ リ ン タ 機 能 、 自 動 仕 訳 、 自 動 発 送 機 能 が 求 め ら れ る 。

　 オ フ ィ ス 映 像 シ ス テ ム

　 会 議 、 プ ロ ジェ ク ト室 打 合 せ 、 商談 、進度 管理 用 で 利 用 可 能 で あ るが特 定 の 会議 室 をオ フ ィ

ス映 像 シス テ ムを 備 え た経 営 方針 デ シ ジ ョン ・ルー ム とす る とい っ た使用 環 境 が 期 待 され る。

それ に は大 量 の ハ ー ド ・コ ピー を防止 す るた め 、 目と耳 に よる情 報 伝達 シス テ ムの確 立 が待 た

れ る。 ま た、 デ ィス プ レ イに よ る会 議 室 の利 用 状況 そ の他 の 各課 へ の通 知 な どの配 慮 も重 要 で

あ る。EDPデ ー タ、手 書 情 報 、日本 語 、英数字 、図 形 、 音 声 等 、 さま ざま な情 報 を入 力 、 日本

語 、英 数 字 、 図形 、音 声 を出 力す る。 従 っ て 、経営 情報 デ シ ジ ョン ・ルー ムに 設置 す べ き機 器

類 は 、CATV、 ミニ コ ン、 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ 、 フ ァク シ ミ リ、 ス ピー カー 、 マ イ ク ロ フ

ォン、'OHP、 デ ィス プ レ イ付 き電 子 フ ァイ ル ・シス テ ム等 で ある。 オ ン ライ ン ・デー タ ・ペ ー

ス の 活 用 、 他 メ ー カ 機 種 との互 換 性 、 多機 能 イ ンテ リジ ェ ン ト ・ワー クス テー シ ョンの 利 用

が 望 ま れ る。 映 像 シ ス テ ム 自体 は5,000字/面 と、黒 板 並 の 大 きさが 必要 とされ る。

　 デ シ ジ ョン ・サ ポー ト ・シ ス テ ム

　 1990年 代 は デー タ ・ベー スが 、 コ ン ピュー タ能 力 上 、 また 機 能 上 、充 分使 い こ なせ るか

が 問題 とな るがDSSは デー タ ・ベ ー ス の使 用 に大 き く関 係 す る。 米 国 の 鉄 鋼 メ ー カ で は 、

同 社 の10倍 の5,000種 の 図 表 を 出力す る とい われ て お り、 出す べ き表 は 、 ま だ数多 くあ る

が 、 中 に は 、定 年 延長 や 給 与 予 測 、需 要 予 測 な ど、 モ デル を作 る に も、 そ れ を ア レン ジす るの

も複 雑 で シ ス テ ム にの せ に くい もの もある。 ま た、 デ ィテ ー ル ・デ ー タは取 り出せ て も、 ザ マ

リー ・デ ー タが 取 り出せ ない とい う、 デ ー タ ・ベ ー ス上 の 問題 が あ る。 主 にEDPデ ー タ、各

種 パ ラメー タ、数 値 デー タ を入 力 、CRT、 プ リン タ で 日本 語 、 英 数 字 、 図 形 を出 力 す る。

デー タ量 は 、 販 売 ・人 労 関 係 で年 々拡 大 して い層く傾 向 に あ る。

　 EFTS

　 現 在 、 給 与は銀 行 口座 振 込 とな っ てい るが 、 出張 旅 費等 、小 口の もの を銀 行預 金 に入 れ る よ

う に した い。 将来 的 には 社 員 一 会社 間 は、キャッシ ュレス となろ う。 これを実現す るた め に は、

電 話 問 い合 わ せ で な く、書 類 と して の 使 用 明細 通 知 が不 可 欠 とな る。 ま た 、現 在の よ うに5日

も前 に支払 情 報 を銀 行 に渡 さ なけ れ ば 個 人 口座 には い らない の で は利 用 は難 し く、 これ を半 日

に短 縮 す る必 要 が 生 じる。 タ イ プ ラ イ タ、FAXの 応 用 で 、ネ ッ トワー ク 化 した もの が 必 要

で あ り、本 人 確 認 の た め の 認 識 装置 が 必要 で あ る。
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　 ㈲ 　 オ フ ィス ・オー トメー シ ョ ン実 現 後 の変 化

　 1990年 代 に期 待 さ れ る オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの技 術 項 目はか な り多 岐 に渡 り、進

歩 的 な 内容 を もつ が 、1980年 に行 うべ き こ とが 多 い た め 、実 現 不 可 能 な もの が 多 い。 ま ず

解 決 す べ き現 在 の ボ トル ネ ックに は以 下 の4点 が あ る。

　 ① あ らゆ る情 報 の プ ロ トコル が メ ー カ に よ っ て 異 な るた め 、情 報 ネ ッ トワー ク を考 え た

　 　 場 合 、 そ の イ ン タ フ ェー ス、 変換 だ け で 莫大 なシ ス テ ム、 時 間 的 ロ スが 予想 され る。

　 ② あ らゆ る情 報 の コー ドが 不 統 一 のため 、その コンバー ト、 ア イ.デン テ イフ ィケ ー シ ョ ンに

　 　 莫 大 な ブ ・グ ラム を必 要 とす るた め 、 デ ー タの 信頼 性 も充 分 で な くな る。

　 ③ 人 間 の 多能 化 につ い て 、今 後 は 必 ず し も賛 成 が得 られ ず 、単 純 作 業 、高 賃 金 とい う社 会

　 　 風 潮 に よ り、進 歩 が は ば ま れ る。

　 ④ 　 ソ フ トウェア 開発 要 員 が不 足 し、 中 途半 端 な システ ム しか組 め な い。

　 これ らの ボ トル ネ ック を 解 消 し、将 来".理 想 的 なOAが 完 了 した 時 の オ フ ィスは 、少数 の

人 間 が機 器 に取 り囲 まれ て い る姿 と な ろ う。 現 在 の大 部 屋 的 な もの か ら値入 、 あ る いは 少 人数

グル ー プ単 位 の小 部 屋的 な もの に な る可 能 性 が あ るが 、果 た して 、 そ の よ うに な る か は疑 問 で

あ り、 む しろ、現 在 の書 棚 が 少 な くな っ て 、そ の 代 わ りに機 器 が 配 置 され る とい う形 の方 が 現

実 的 で あ る と思 われ る。

　 一 般 担 当者 は机 の3方 に 汎 用型 、文 書型 、.庶務 型 の3つ の イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル を

持 つ こ とに な ろ う。 そ こでは 、 防音 を考 慮 した孤 立 型 とな り、対 話 は テ レ ビ電 話 で 行 うた め 、

席 を立 つ こ とは 、ほ とん ど不 要 とな る。 会議 もほ とん どテ レ ビ会議 とな る の で 、各 自の 席 に座

っ た ま ま行 え よ う。 従 っ て 、勤務 時 間 は 短 く(フ レ ック ス ・タ イ ムが 主 流)、 社 内に は 、瞑想

室 、談 話 室 、 ア ス レチ ック 、趣 味 室 と い っ た交遊 と精 神 鍛 練 の 施 設 が で きる で あ ろ う。 上 役 も

個 室 に拡 大 ス ク リー ン、拡 大 テ レ ビを置 い て 、す べ て座 っ た ま ま業 務 を遂 行 で きる。

　 ま た 、エ ネル ギ ー不安 、生 活 様 式 の 変 化 、 ネ ッ トワー キ ング の普 及 か ら実 現 す る と思 われ る

在 宅 勤 務 は 、 日本的 社 会通 念 か ら して 、対 人 接 触 を しな い経 営 行 為 は将 来 も考 え られ な い が 、

管理 職 能 と技 術職 能 に分 け た場 合の 技 術 、技 能 職(設 計 、技 術 開発 、EDPプ ログ ラ ミン グ、

医 療 、法 規 担 当 な どが 考 え られ る。)に お い て は普 及 す る と予 想 され る。 この 場 合 、 出来 高契

約 、実 績契 約 の 自由業 的 性 格 を持 つ と思 われ る。 しか し・縦 割 的 な 日本 の 企業 社 会 に お いて は ・

上 司 との協 議 、会議 、情 報 交 換 と、 顔 をつ き あわ せ る必 要 度 が 高 い こ とに 加 え ・労 務 管 理 上 で

も問題 が あ り、 家族主 義 的 な 日本 の 経 営 方 式 を とる限 り、全 面 的 な普 及 は 考 え られ な い と思 う。

　 各 組 織 の機 能 に大 きな変 化 は ない と思 われ るが 、経 理 、購 買 、原 料 とい った 定 型 的 な業 務 部

門 は縮 小 、統 合 さ れ、 管 理 、 人事 、企 画 の よ うな部 門 は 拡 大 さ れ る。 ま た・ 技 術 ・ シス テ ムな

ど エ ン ジニ アは 自宅 勤 務 とな り、営 業 部 門 は社 外 勤 務 とな る。 さ らに拡 大 す る部 門 は 、情 報 シ

ス テ ム 、庶 務 、福 祉 の サー ビス 部 門 で あ る こ とが想 定 で きる。 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンめ
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中心 とな る部 門は シス.テム部 門 で、 この場 合 、 メ ール 、電 話 を扱 う庶 務 と統 合 、 シス テ ム部 門

は社 長 直属 に格 上 の 必 要 が あ る。 新 しく生 まれ か わ った シス テ ム部 門 は 、OA部 門 と して 、 コ

ン ピュー タ、 事 務 機 器 、通 信 、文 書 管理 、事務 合 理化 機 能 を 包 含 した統 合 的組 織 とな る で あろ

う。

4

◆

(4}訪 問 調 査 結 果 に 対 す る所 見

1)企 業 と しての 所 見

　 　 調 査 票 を シス テ ム部 門 とオ フ ィス機器 部 門 に分 け 、双 方 の結 果 を調 整 す る とい う方 法 で

　 回答 を得 る こ とが で きた た め 、各 項 目 と も多 角 的 な視 野 での イ メー ジ設 定 が で き た。 双 方

　 と もに オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ン概 念 は 先 進 的 で、 未 来 志 向 とな っ てい るが 、1980

　 年 代 に 解決 す べ き数 々の ボ トル ネ ック を解 消す るま で は 実 現 は 困難 とい う条 件 付 の もの が

　 多 く、 制度 面 、 シス テ ム能 力面 での改 善 へ の 期 待 が大 きい。

　 　 J社 は 、61年 以 降 を も包 含 した第1期 か ら第4期 に 及 ぶ 約10年 の 長期 プ ロ ジ ェク ト

　 を もち、現 在 は 第2年 度 の 初 め に あた る。

　 　第1期 　 (昭 和51～54年 度):本 社 お よび流 通 部 門 の オ ン ライ ン ・ベー スの シス テ

　 　 　 　 　 　ム化(経 理 、販 売 、 入事 等)

　 　第2期 　 (昭 和55～57年 度):技 術 部 門 で のCAD、 図 形 、 漢字 を含 む シ ス テ ム化

　 　 　 　 　 　 (経 営 ス タ ッフ部 門 も含 む。)

　 　第3期 　 (昭 和58～60年 度):秘 書 、企 画 な ど一 般 サ ー ビス 部 門の シス テ ム化

　 　第4期 　 (昭 和61年 度 以 降):関 係 会 社 を含 む 全 社 ベ ー スで の シス テ ム化

　 　 こ の計 画 の 中 で 、EDPシ ステ ムの構 築 と並 行 してOAが 積極 的 に導 入 され て い くと思 わ

　れ る。既 に 、営 業 所 ベー スで 、 フ ァク シ ミ リを導入 、 ワー ド ・.プロセ ッサ も 英 文 の も の

　 を使 用 中 で ある。 さ らに 、現 在 日本語 ワー ド ・プ ロセ ッサ の導 入 を検討 中 で 、OA製 品 に

　対 して の非 常 に積 極 的 な ア プ ロー チが 認 め られ る。

　 　 テ レ コ ン フ ァ レ ン ス 、 オ フ ィス映 像 シス テ ムで の前 向 きな姿 勢 もJ社 の特 徴 で ある。

　 ライ ンの管 理 職 を対 象 に 、東 京 、大 阪 の 拠 点 と営 業 所 数 カ所 を結 ん で行 う電 話 会 議 は 、現

　在 、 出張 旅 費 の 節 減 に大 き く貢献 して お り、特 に面 識 の あ る者 同 志 の定 例 電 話 会 議 で は 、

　 5～6人 で も、 ス ムー ズ な議 事 の進 行 と意志 の 疎 通 が な され てい る。 テ レ コ ソ フ ァVン

　ス に対 し、意 志 の伝 達 面 で の 欠如 を危惧 す る 多 くの企 業 に とって は一 つの 参 考 例 と な る。

　 　 J社 では 、大 阪 か ら東 京 本 社へ の 出張 の 月 間の べ280人 の うち7割 に相 当す る200

人 は 、 この 電 話 会議 で 間 に 合 わ せ る こ とが 可 能 と して お り(し か し、3割 は、 電 話 会 議

　で は済 まな い もの と して残 され る との こ とで あ る。)、 出張 コス トと、設 備 、回 線 コス ト

　 との比較 、 そ れ に 、 直接 会 っ て話 す よりは 意志 疎 通 に欠 け る とい うデ メ リッ トを も勘 案 し
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A
イ メ ー ジ 処 理 技 術

の レ ベ ル ア プ ブ
⑥

・

◎ ◎ ◎ ◎ O ◎ ・

B

定　量　情　報　 と

定　性　情　報　の
一　　　体　　　化

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ O ◎

B
音声入出力システム

の　　実　　用　　化 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ O

B 漢 字 情 報 処 理 ◎ ◎ ⑥ ◎ ○ ◎

A
自 然 言 語 処 理

と　 機　械　翻　訳
◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎

C ワー ド ・プ ロ セ シ ン グ ⑥ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
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(4)　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

・機器類の監視 制御、操業改善、工程改善、保全改善等。

〔目的 〕　 ① 顧 客 か ら提 示 され る条 件 に従 って、 積荷`こ、 英数 字、 記 号(記 号 は特`こ中南米 の 一部 な ど文盲 率 の高 い 国で

重 要)を 付け る。 約5%は 王 家 の 紋 等、 例 外的 な記 号 のた め特 定 コ ー ド{C置 き換 えて 入 力 して い るが、 顧客 の 仕 様 書に

あ る記号 を 自由`こ入 力 可能(重 量 な ど他 の情 報 と組 合 せ 可能)なOCR機 能 や、 自動 仕分 を し、 要 求通 りに拡 大 された

荷 印、 マー ク、 英 数 字情 報 を 積 荷`こ書 き込 む機 能が 必 要(誤 読率 ゼ ロ)(3,000件/月)。 ② 積 荷 を 積 降 し順、 船 の バ

ラ ンス、 積載 量 な どを 考慮 して 理 想 的 な配 置`こす る 「荷姿 」設 定 の 自動化(3,000件/月)。 ③ 購 買 シス テ ムは 仕 様や

図 面 のた めCAD機 能 が必 要 。 ④ 一般 事 務で は デ ータ ・バ ンクの利 用、 電 話音 声入 力。
・入 カ ー認 識率 の 高 い 手 書OCR。 口述 スピー ド、不特 定 話 者の 音 声認 識 等 。 ・出カ ー カラー・プ リ ン ト機 骸 文 字 の 拡大 縮小。

〔目的 〕　 ① 報 告 書 　② 会議 資 料 　 ③ 論文(文 章 と図 表 を データ ・ベース化 。特`こ①、② の 多 く はデータ・ベース化 した い。)

・入 カ ーEDPデ ータ(種 々の 形 態)、 手書 文 字、 図 形。(具 体 的 な デー タ量 は 不明。)認 識 率 の 高 い手 書OCR、 　 日本

　 　 　 　 語POSで 入 力。 入 力速 度 は低 速で 可。(要 オ ン ・ラ イ ン)

・出カ ー グラ フ、 説 明 文、 図 形。 大 量 のデ ー タをOHPフ ィル ム、 コ ピー、　COM、 音 声、 ビデ オに 出 力。 音声 は不快

　 　 　 　 で な く、 内容 が 明確 に 聞 き とれ る こ とが重 要。

〔目的 〕　 ①販売 一 注文進捗　②流通 一 在庫状況　③人労 一 社内預金残高　④総務 一 役員スケジュール　等。

・入カ ー ①～④の他にも種 々考えられる定型的問合せ(多 数)を 不特定話者、口述スピー ドの音声認識で。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (10,000件/月)

・出カ ー 進捗状況 と仕掛内容を音声で出力。(30,000件/月)

　　　　 音声は不快でなく内容が明確に聞きとれることが重要。①～④の例では1件30秒 以内。

〔目的 〕　 全 シ ス テム`こ適 用 す る。 入 力 を速 くす るた め音 声 入 力→ カ ナ漢 字 変 換が 望 ま しい 。

・入 カ ー 不特 定 話 者、 口述 ス ピー ドの 音 声で 入 力。 同音 意 義語 を前 後 関 係で ほぼ完全{こ特 定 で き るカ ナ漢 字 変 換 。

　 　 　 　 　(デ ータ 量 不明)

・出カ ー 音声(不 快で な く明 確 な 声)、COM、 　OHP、 ビデ オ 出力(デ ー タ量 不明)。

〔目的 〕　 ① 契 約 書 ② マニ ュア ル ③ カタ ロ グ

・入 カ ーEDP内 デ ー タ、 日本 語POS、 口述`こよ る高速 の入 力。(か な りの デ ータ 量 であ るが 具体 的{こは 不明)

・出カ ー ブ リンタ ー、CRT、 　COM、 　OHP、 ビデオ に より英、 仏、 ス ペ イ ン、 ポル トガ ル、 アラ ビア、 中 国の 各 国

　 　 　 　 語。

〔目的 〕　 社 内 定例 報告、 記憶 、 修 正、 検 索 機能 を 活か した 文書 作 成 の効 率化 や電 子 メー ル と して の使 用。(タ イ プ ラ イ

　 　　 　 タの 代わ り に社 内印 刷 所 で 一括 処理 。 将 来 は分 散設 置。)

・入 カ ー テ キス ト、 レター ・リス ト、 議 事録、 報告 書、 案 内状、 マニ ュアル、 仕 様書 等 の パ タ ー ン化 可 能 な 文書 を キ ー

　 　　 　 ボー ド、 電子 ペ ン(和 文)等 で 入 力。 通 信、 複 写、 音 声 認 識機 能 。 文例 の個 人 デ ータ ・ベー ス を要 す 。

・出カ ー 主 要 外 国 語、報 告 文 、商 業文、 挨 拶文 を プ リンタ、CRT、 　COM、 コ ピー ・マシ ン`こ出 力、 コ ン ピ ュー タ と接

　 　　 　 続 してDASDの 共 有 化 を 可能 とす る。
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A

デ ィジ タル 伝 送 と
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○ ○ ◎ ○ ○ ◎
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(セキュリテ ィ)

◎

〔講

C
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B D　 　 B　　 M　 　 S ◎ ◎ ◎
,

◎ ⑥ ⑥ ◎ ◎

(同上)

◎

(同上)

　 　 ◎

　 　 　 4

'

　 　 　 一

A 知　識　 べ　 一　 ス ◎ ◎ ◎ O ⑥ ⑥ ◎ ◎ O

o司上)

○

(同上)
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(4)　 計 算 機lc対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

〔目的 〕　 企 業 集団 ネ ッ トワー ク。 商社 との オ ンラ イ ン。(オ ペ レータの 無 人化)

入 カ ー 音 声、 イメー ジ、 デ ィジタ ル ・デ ー タを 電話、FAX、 　CPU、 　CPU端 末で 。

　 　 　 　 一 斉放 送、 部 分 放送、 メ.ッセー ジ ・ス イ ッチ ング機 能 が必 要。 音 声 は 不特 定 話者・ 口述 ス ピー ド。

　 　 　 　 　 (入 力速 度200k　 BPS、 入 力 デ ー タ量　 文 字 に して1億 字/日 。)

　出カ ー 入 力 と 同 じ デー タ 内容、 出力 手 段。 デ ー タ量 は1億 字/日 。 音声 は不快 で な くか つ 明 確 に 聞 き とれ る こ とが 重

　 　 　 　 要 。

〔目的 〕　 連 絡 事 項、 電 送 メ ー ル(文 書、 グラ フ、 図形、 数表 等 の情 報 の ス ピー デ ィな送 付)。 社 内電信 室 に設 置 し一 括　 　 　 　

処 理 。将 来 は分 散化 。(B4判 で ほ とん どを カバーで きる。スピー ドは1～3分 で 可。 英 文 タ イプ字 も鮮 明(e)

入 カ ー 各 種 の グラ フ ィ ック情 報、 手 書 情報 をパ タ ー ン認識OCR付 フ ァク シ ミリ、 図 形入 力 文字 拡 大、 縮 ノ1＼記録 、

　 　 　 　 検 索 機 能 を付 与 して処 理 。WPと の結 合`こよ り ホス トの 情報 利 用 と編 集 を 可能 とす る。　DDX網 の 拡大 に よ る

　 　 　 　 高 速 高 品 質 画像 、 筐 体 の小 型化、 マ イ ク ロフ ィル ム の伝 達 を可能 にす る。

　出カ ー 文字 鮮 明 度 の向 上 とカ ラー ・フ ァク シ ミ リの実 現。(入 出力 共 に 現在 の10倍 の デ ー タ)

〔目的〕;1鑑 三竃
雄勝ll麟 塑羅i欝 ㌘一 』 輪

入 カ ー 手書 文字(認 識率 の 高 いOCR)、 活字、 音 声(不 特 定 話 者、 口述 ス ピー ド)。10億 字/人 必要 。

　出カ ー 手 書文 字、 活 字(デ ー タ ・ベー スか らの情 報 を含 む 。)10億 字/人 必要。

〔目的 〕　 全 シス テ ムで 適 用。

入 ケ ー ネ ッ トワー ク、CRT、 　FAX、 　OCR、 音 声(不 特 定 話者、 口述 ス ピー ド)、 電 子 ペ ン等。 バ ック ・ア ップ　 　 　 　

機 能 を 要す 。(ビ ッ ト系、 非 ビ ッ ト系 の全 て 。 デ ー タ量 は大 阪、 東 京 本社 合 計 で10兆 字(現 在2兆9,000

　 　 　 　 字)、 各工 場1兆 字 。)

　出ケ ー ネ ッ トワー ク、CRT、 　FAX、 音 声等。

　 　 　 　 　 (ビ ッ ト系、 非 ビ ッ ト系 の 全て 。 デ ータ 量は 本 社10兆 字 、 各工 場1兆 字。)

〔目的 〕　 本 社 一 工 場間 、 工 場 内、 本 社 内の3レ ベル で 使 用。(ロ ー カル な処 理 の み 対象 とす るの で前 項 目DASDの

　 　 　 　 　1/1,000の デ ータ 量)

入 ケ ー ネ ッ トワ ーク、CRT、 　FAX、 音 声(不 特 定 話 者、 口述 ス ピー ド)、 電 子 ペ ン等。

　 　 　 　 　(ピ ッ ト系、 非 ビ ッ ト系の 全 て。 デ ー タ量 は 本社100億 字 、 各 工 場10億 字。)

出 ケ ー ネ ッ トワ ー ク、CRT、 　FAX、 音 声 等 。

　 　 　 　 　 (ピ ッ ト系、 非 ビ ッ ト系 の全 てgデTタ 量 は 本社i100億 字、 各 工 場10億 字。)

〔目的 〕　 全 シス テ ム(リ レー シ ョナル な もの で な く、1回 の問 合せ で 検索 可能 な 簡単 な機 能)

入 ケ ー ネ ッ トワー ク、CRT、 　FAX、 　OCR、 電 子 ペ ン、 音 声等 。 検索 速 度 を 現在 の10秒 か ら2秒 へ。

　　 　 　 　 (ピ ッ ト系、 非 ビ ッ ト系の全 て。 デ ー タ量 は10兆 字 。)音 声 は 不特 定 話 者、 口述 ス ピー ド。

出 ケ ー ネ ッ トワー ク、CRT、 　FAX、 　OCR、 音 声 等。 音 声 は不 快 で な く・ か つ明 確`こ聞 き とれ る こ とが重 要 。

　　 　 　 　 (ビ ッ ト系、 非 ピ ッ ト系 の 全て 。)

〔目的 〕　 ① 研 究 支 援 シ ス テ ム　 ② 自主 管理 活動 シス テ ム　 ③ 新 規 事業 の フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タ デ ィ　 ④ 経 済 予測 ・需

　 　 　 　 要 予測 　 ⑤ 技術 開発 戦 略

入 カ ーCRT、 電 子 ペ ン、 そ の他(写 真 等、 認 識 技術 の 発 達。 デー タ は英 数 字、 日本 語が 主 。)。

　出カ ーCRT、 プ リ ン タ(画 像、 図 形、 カ ラー画 像の 挿 入 編 集 の簡 易化 。 英数 字、 日本 語 が主 。)。
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(1). ② ③　　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 .対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす る アブ リケー 値
数

「

タ

フ

ト

含

頼‡ 葡
●

一 値 . ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目
演

演
べ '

ウ

エ

性2
ア

茅
ノく

度 1 イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

多 機 能 イ　ン テ リ ○ ○

●

B ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
(セキュリティ)

(互換性)
'

ス　テ　ー 　ン　 ヨ　 ン

、 麟)

多機 能 化 を施 した

B
事 　 務 　 用　 電 　 話

(データ ・ベースのアクセ
◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ⑥ ○

ス等の応用について) 麟}

ソ　 フ　 ト　 ・ コ ピ ー

C (ハ ー ド ・コ ピー か ら ◎ ◎
'⑥

○ ○ O

ソ フ ト ・コ ピ ー へ)

C 電　子　 メ　 ー　 ル ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ⑥

(セ キュリテ ィ) (プライバ シー)

オ　フ　ィ　ス　映 像

㊨

A

シ　　 ス　　 テ　　 ム
◎ ◎ ⑥ ○ ◎ ⑥ ⑥ ◎

4

・

A
デ シ ジ ョ ン ・サ ポー ト ・

○ ○ ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
シ　　 ス　　 テ　　 ム

、

.

C E　　 F　 　 T　　 S ○ ○ ◎ O ⑥ ◎ ◎ ◎
■

(セ キュリティ) (《う二)
、
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〔4)　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

〔目的 〕　 必 要 な情 報 を、 画像 、 音 声、 ハ ー ド ・コ ピー等、 その 時 々に 応 じた 形で 利 用 す る。

　 　 　 　 　(各 部 単位 に 分 散設 置 して ネ ッ トワーク を構 成 し、 汎用 的情 報 の利 用 拡 大 を図 る。)

入 カ ー ① 汎 用型(英 数 字、 日本語)　 ② 設計 用 型(グ ラ フ ィ ック、 英数 字)　 ③ 文書 型(日 本語 、 日本 語POS)　 　 　 　

④ 庶 務型(日 本 語、 英数 字、 音 声)の デ ー タ形 態。D/Bア ク セ ス、 ソ フ トウ ェア、 オ ペv－ シ ョ ンの簡 易化 。

　出 カ ーCRT、 プ リンタ、 プ ロ ッタ 、 フ ァ ク シ ミ リ、 電 子 フ ァイ ル 装 置、WP、 ハー ド・コ ピー.マ イ ク ロ ・フ

　　　　　ィルム、音声合成装置。

〔目的 〕　 種 々の定 型的 問 い 合 わ せ、 プ ログ ラ ムの選 択、JCLの 生成 、 デー タ 入 力(進 捗、 仕掛)。

入 カ ー 音 声 。 補 助 機 能 と し て は プ リンタ、CRT表 示(問 合せ1万 件/臥 そ の他 千件/日)。

　出カー 音声、DASD。(問 合せ1万 件/日 、その他千件/日)電 話参議の利用拡大。

　　　　　(将来、電話会議によって大阪か ら東京への出張280人/日 のうち200人 は減らせる。)

〔目的 〕　 全 シ ス テ ムで使 用。

入 カ ーEDPデ ー タ、 手 書 情 報(日 本 語、 英 数 字 を含 む)。

　　 　 　 入 力 手 段 として は ネ ッ トワー ク、OCR、 電子 ペ ン、キー ・ボー ド、 音 声 認 識装 置。

　出 カ ー 日本 語、 英数 字、 図 形、 音 声。

　　 　 　 　出力 手 段 と して は、CRT、 大型 映像 装 置、 マ イ ク ロ ・フ ィルム(必 要 に 応 じ ハ ー ド・コ ピー)。

〔目的 〕　 連 結 公 報 報告 用 。 デ ィスプ レーを 利 用 し相手tcペ ーパ ー レス な 情 報 を 瞬 時 に 、 かつ 鮮 明1こ送 付。 相手 不

　 　 　 　 在 時 は一 時 フ ァイル へ 出力 し、 再 度 デ ィス プ レイ 出力。

入 カ ーEDPデ ータ、'手書 情 報、 日本 語、 英 数字、 画像 。

　 　 　 　 入 力 手段 は、 フ ァク シ ミ リ、 ワ ー ド・プ ロセ ッサ(CRT、 電 子 ペ ン、 キー ・ボー ドを用い て 入 力。)。

　出 カ ー 日本 語、 英 数字 、 図 私 画 像情 報。

　 　 　 　 　 (CRT、 プ リンタ、 フ ァクシ ミリで 出力)

〔目 的 〕　 会 議、 プ ロジ ェク ト室 打 合 せ、 面談、 進度 管理 用。

入 カ ーEDPデ ー タ、 手 書 情 報、 日本語 、英 数字 、 図形、 音 声 等。

　出 カ ー 日本 語、 英 数字、 図 肱 音 声等。(オ ンラ イ ン ・デ ー タ ・ペ ー ス利 用、 他 メ ーカ機 種 との互 換性 が必 要 。)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイクロフ
　 　　 　 必 要 とされ る機 器 は、CATV、 ミニ コ ン、 ワー ド・プ ロセ ッサ 、 フ ァ ク シ ミ リ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スピーカー、

　 　　 　 　 オ ン、OHP、 デ ィス プ レー付 電 子 フ ァイル ・シス テム、 多機 能 イ ンテ リジ ェン ト・ワー ク ・ス テー シ ョ ン等。

〔目的 〕　 販 売、 人 労 関係、 需要 予測 等、 各種 シ ミュレー シ ョン用。

入 カ ーEDPデ ー タ、 各 種 パ ラメ ータ、 数 値 デ ータ を入 力。

出 カ ー 日本語、 英 数字、 図 形 を 出力 。(CRT、 プ リンタ)

〔目的 〕　 社 員 の 出 張旅費 等、 小 口の 現金 決 済te使 用。(給 与は 銀行 口座振 込 を 既1こ実施)

　 　 　 　 事 務所 、 家 庭 に おい て 使 用 可能 とす る。

入 カ ーEDPデ ー タ、 手書 情 報 、 英 数字、 日本語(ネ ッ トワー ク・ タ イプ ライ タ・FAX)。

　出 カ ーEDPデ ー タ(プ リンタ)。
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た総 合 判 断 で 、 どち らに す る かの 選 択 が 行 わ れ よ う。

　　同社 の シス テ ムは 、工 場 単位 では 個 々分 散 して お り、本 社業 務 の範 囲 内 では 、 デー タ ・

ベ ー ス を中 央 に置 い た集 中 処理 で あ る とい え る。 ネ ッ トワー ク ・ペー スで の 分 散 化 は10

年 間 の 計 画 に取 り入 れ る こ とは 不 可能 で 、60年 ま では 集 中処 理 を基 本 とす る こ とに な ろ

　う。 一 旦 、 セ ン ター に入 れ て か ら要 求 の あ っ た マ シ ンに移 す とい う蓄 積 型 は 、 回線 面 で の

管理 や コ ン トロー ル面 で は効 率 的 で あ るが 、 セ ン ター ・オ ペ レー タが 常 駐 しな くては な ら

ず 、,この面 で 自己防 災装 置 付 の無 人 化 が期 待 され る で あ ろ う。

　 一 方 、分 散処 理 の 項 目で は 、個 人 フ ァイ ル を各 自が持 ち、移 動 式 端 末 に よっ て 、業務 上

必 要 な デ三 夕の収 納 、検 索 に役 立 つ個 人 シス テ ムを あげ てお り、現 在 の 企 業 が 個 々の 社 員

の もつ デー タ化 され た情 報 に 価 値 を認 め る 気運 が高 ま って きて い る こ とが 伺 え る。 フ ァイ

ル の収 納 スペ ー ス を節減 し、社 員 の もつ ノ ウハ ウを さ らに生 かす 個 人 ファ イ ル は 、簡単 な

入 力方 式 が 実 現 し、 .コス ト的 な問題 を解 決 すれ ば 、将 来 の オ フ ィス に有 効 な ツー ル とな る

　と思 われ る。

　　 J社 では社 員 個 人 台 帳 を廃止 した い意 向 で あ り、 自宅 地 図 は文 章 表 現 に置 き換 え たが 、

個 人 の顔 写真 の た め に、 台 帳 が残 って い る。 この よ うな、 図形 、 画像 の 入 力 は 、多 くの 企

業 で ネ ック と して あげ て い る の が 実 情 で 、実 用 的 で コス ト的 に見 合 う製 品 の 開発 が 期待 さ

れ る。 ま た、 レス ・ペー パ ー ・オ フ ィス に逆 行 す る もの と して は 、 ハー ド ・コ ピー の 乱 用

　も含 まれ る ζ して お り、 情 報検 査 機 能 の拡 張 に よっ て ソフ ト ・コ ピーの 積 極 的 な利 用 が 望

　まれ る。

　　ま た ユ ー ザ 側 の 要 求 で 月140万 ペ ー ジ、 シス テ ム関 係 か ら月160万 ペー ジ、 合計

　 300万 ページの コ ンパ イル ・リス トが 出 る が 、 こn.はMSSに 入れ た り、個 人 ベー ス で入

力 す る こ とが可 能 で あ る。 今 年 中 に フ ァイ ル の保 管 量 を現 在 の2分 の1程 度 にす る こ とを

　目標 とす るが 、 フ ァイル の 使 用量 は20%程 度 しか 減 らせ ない との こ とで あ り、大 容 量D

　ASDが 期待 され る。 また 、1日 に1万5,000件 の オ ン ライ ンに よる入 力 デー タは 、 ロ

　ギ ングの デー タが大 量 とな るた め 、 夜 間処 理 の翌 日渡 しが 実 情 で あ り、MSSが 必 要 とさ

れ よ う。　　 　 　　 .　　 　　 　 　 .　　　 　　 　　 　　 '

　　 J社 では 、ユ ー ザ が 本 当 に 要 求 し て い るシス テ ム は何 か を分析 レ見極 め る 力 が メー カ

　に 必 要 な一 方 で 、 ソフ ト要 員 の 不 足(開 発 専 任60名 、補 助 ス タ ッ フ30名 い る が 、 こ

の 双方 にお い て不 足 して い る)と 標 準 化 の 問題 等 、ユー ザ側 に も理 想 的 な シ ス テ ム 作 り

の ネ ック とな る要 因 が あ る と指 摘 して い る。

2)業 界 、teよ び他 産 業 との 関 係 か らみ た 所 見

　　 J社 を含 め 、鉄 鋼 業 に お け る シ ス テ ム構 築 面 で の最 大 の課 題 は 、 製造 後、 流通 の舞 台 と

な る 商社 との オ ン ライ ン接 続 で あ るが 、 これ が電 電 公 社 の 共 同 使 用 の制 約上 、 自 由な ネ ッ
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トワークの構 築 が 不 可能 とな ってお り、 この面 で制度 的 な解 決 が み られ な け れ ば最 大 限 の 効

率 化 は み られ な い と してい る。 総 合 商 社 との 取 引量 が 多 い鉄 鋼 業 だけ に深 刻 な問題 で ある。

また 、 オ ン ライ ンの 申請 に して も、 申請 後 、許 可 が お りるま でに数 カ月 を 要 し、 回線 料 も

決 して安 くない な どの意 見 が あ った。

　 第二 番 目の課 題 は、 海 外 進 出に対 す る対 応 で 、 これ は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン的 見

地 で は 、 自然 言 語 処 理/機 械翻 訳 と ワー ド ・プ ロセ シ ン グが重 要 な項 目で あ る。 英 、仏 、

ス ペ イ ン、 ポ ル トガ ル 、 ア ラ ビア 、 中国 語 へ の機 械 翻 訳 が可 能 となれ ば 、膨 大 な 海外 向 け

マ ニ ュア ル や カ タ ログの 翻訳 を行 う上 で 、か な り効 率 化 が図 れ る と して い る。 海 外 進 出 し

て い る他 の訪 問 企 業 で は 、英 語 以 外 の 言 語 を修得 した社 員 が 少 な い の で補 完 的 に使 用 す る

とい う と ころ もあ った が 、量 的 に多 い 場 合 は英 語 へ の翻 訳 こそ効 率 化 が 図 れ そ うで あ る。

　 最 後 に第 三 の課 題 と して 、鉄 鋼 業 は 、 石 油 と同様 に 、他 産業 に与 え る影 響 も大 き く、 ま

た 、従 業 員 規 模 も非 常 に大 きい た め、社 外 的 、社 内的 な予 測 や分 析 が 非 常 に重 要 で あ る。

需 要 予 測 に お け る相 関 関係 等 は 、担 当 者 間 で度 々行 われ て い る。すべ ての パラメー タの 相 関

を調 べ 、 相 関 の あ る もの を抽 出 して 各 種 シ ミュ レー シ ョンに役 立 てて い るが 、必 要 なデ ー

タの み を探 し出 して処 理 してい た過 去 の方 法 か ら脱 皮 し、現 在 では 、 関係 が ない と思 わ れ

る よ うな デー タ もす べ て 分析 して か ら、比 較 、検 討 す る とい うモデ ル の 多 様 化 が な され て

い る。 トップ ・マネ ジ メ ン トがDSSを 活 用 す る こ とは 、将 来 業種 を問 わ ず 必要 と思 わ れ

るが 、鉄 鋼 業 の場 合 、特 に早期 実現 が期 待 され る よ うで ある。

2.8　 電 気 機 械 業(G社)

●

2.8.1　 業 界 の 特徴

　 電 気 は 、極 め て広 い応 用 範 囲 を持 ち、現 代 社 会 の あ らゆ る分 野 に 浸透 して い る。

　 この こ とが この業 界の 大 き な特徴 を形 成 してい る。 つ ま り、 この 業 界の 特 徴 の一 つ は 、 そ の

製 品 の 多様 さ に あ り、電 球 か ら原子 力 に至 る幅広 い 製 品が 作 られ てい る。 そ れ に 伴 い 生 産 形

態 ㍉複雑 で一 概 に はい え ない が 、全 体 と して 、 知識 集 約 型産 業 に な っ て お り、 製 品 の付 加価 値

が 高 い こ とが 特 徴 で あ る。

　 従 業 員 全 体 に 占 め る学 卒 の 割 合及 び 、研 究 開 発 費 の 売上 げ に 占め る割 合 が 極 め て高 い こ と、

ま た 、従 業 員 一 人 当 りの 売 上 げ 高 が比 較 的 低 い こ とな どか ら も この こ とが うかが え る。 そ の 製

品 は 、大 半 が 設 備 も し くは 、 耐久 消費 材 に 属 す る もの で あ るた め好 不 況 の 波 の 影 響 を受 け 易 い

体 質 とな って い る。

　 この業 界 は 、 戦 後 の技 術 革新 の 推 進 役 と して急 成 長 を遂 げ て きたが 、今 後 も年 率10～20
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%程 度 の伸 びが 見 込 まれ る。

　但 し、製 品 に 占 め る人件 費 の割 合 が 高 い ど とと、 市場 が世 界 的 な もの で あ るた め 、今 後 の人

件 費 の 伸 び を考 え る と、競争 力 を維 持 す るた め に は 、 オ ー トメ化 を更 に 推進 す る こと と、 よ り

高付 加 価 値 の製 品 を生 み 出す た め の 、研 究 開 発 の必 要性 が高 ま って 来 る もの と思 われ る。 そ こ

で この 業 界 は 、 オフ ィス ・オー トメー シ ョンご ロボ ッ ト技術 の 推 進 者 で あ る と同時 に大 きな ユ ー

ザ と な り得 るで あろ う。

2.&2　 電 気 機 械 業G社 の 特 徴

　 (1)G社 の概 況

　 今 回 調査 したG社 は 、可 変 抵抗 器 を 中心 とす る電 子 部 品製 造 販 売 にた ず さ わ っ てteり 、 売 り

上 げ200億 、 従 業 員 約2,000名 で電 気 機 械 業 の 中 で は中規 模 とい え る。

　 従 業 員 構成 は 、 製 造業 で あ るた め 直接 要 員 が68%と 多 い が将 来 は製 造 部 門の オ ー トメ化 が

進 む に従 って 比 率 は 低下 して 行 き1995年 には54%程 度 に な る と予 想 して い る。 そ れ に 伴

い会 社 の 形 態 も資 本 中心 、技 術 中心 、製 造 中心 、販 売 中心 の それ ぞ れ の 会 社 に 分業 化 し、労 働

レベ ルの 低 下 に よ り、 自動 組 立 が 進 み 、 人 間 に よる付 加 価 値 は労 働 力か ら知 的 ア イ デ ィ ア に移

行 す る と考 え て い る。 その 結 果 人 間 が介 在 す る尺 度 とい う観 点 か ら見た 時 生産 部 門の 生 産 性 は

次第 に下 り、事 務 部 門 に お いて も一 たん 下 り、そ の 後 そ の 人 間 の果 たす べ き役 割 がは っ き りす

るに した がい 上 昇 に 転 ず る と してい る。

　 この会 社 は、52年 に大 型 計 算 機 を導入 し、 そ の 際 に管 理 系統 を大 巾 に変 更 し組織 を計 算 機

に合 わ せ る こ とに よb事 務 の簡 素 化 、 合理 化 を は た し部 品点 数 が 約40,000点 か ら23,000

点 に減 少 し、平 均 的 な在庫 量 も半 減 し、一 括大 量 注文 に よる コ ス トダ ウ ンを成 し遂 げ る こ とが

出来 た と してい る。 そ の結 果 計 算 機 に対 す る投 資 は 充分 ペ イ して お り一 人 当 りの 事 務部 門 の 設

備 費 は214万 円 と工場 部 門 と肩 を並 べ て い る。

　 管理 者 の あ り方 と して 、従 来 日本 の 管 理 者 は 、純 粋 に物 を考 え 、 状況 を改 革 す る 力 と時 間 配

分 に大 き く欠 け て 、 ライ ンの部 門長 の よ うに 間接 時 間 を使 っ てお り生 産性 の向 上 に寄与 す る割

合 が 少 な か'った。 本 当の 意 味 で の能 力 と責 任 と権 限 を持 っ た社 員 を多 く育成 す る努 力 と仕 組 を

生み 出す こ とが 必 要 で あ る と して い る。 また 特 に 、 能 力 が あ る事 と、そ の能 力 を 使用 す るた め

の 能 力 を兼 ね備 え た人 が 望 ま れ 、 トー タ ル な視 野 に 立 ち、仕 事 の 量 及 び質 、軽 重 、緩 急 の 判 断 ・

伝 達 の 方法 、 タイ ミング等 多方 面 の 資質 が 要 求 され 、 これ か らは 人 間 性 の 必要 性 が大 き くも の

を 言 う よ うにな ろ うとし て い る。

　 つ ま りと こで は 、 オ フィス ・オー トメー ションの 発 達 は 、 それ を使 い こ なす 入 間 の 質 を 高 め る

方 向 に行 くべ きで 、 人 間 を楽 にす る方向 に向 っ て は いけ ない の では な いか とい う主 張 を持 っ て

hるo
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　 この ことは 、電 気 業 界 が知 識 集 約産 業 で ある こ とか ら強 く主 張 され た.もの と思 わ れ るが 、'一

般 的 な産 業 に も言 え る こ とで あb、OAを 進 め る に当 り考 慮 を要 す る 点 で あろ う。

② 　各 種 シス テ ムに つ い て の要 求 点

　 1)現 　 　状

　 　 　 現 在 、オ フィスに お い ては 、各 種 ドキ ュ メン トの 氾 濫 が 著 し く、 それ らの ドキ ュ メ ン ト

　 　の 作 成 、保 管 検 索 に費 や され る時 間及 び場所 は 、非 常 に大 き くな っ てい る。 例 え ば商 法

　 　等 で一 定 期 間 保 管 を義 務 付 け られ て い る書類 や マ ニ ュア ル 、 コ ピー等 をEDP的 に処 理

　 　を した い とい う希 望 は 、非 常 に強 い。 また特 に計 算 機 の 出 力 リス トにつ い て不 満 が 多 く、

　 　何 とか な しで 済 ませ たい 、 ま たは 減 ら した い とい う要 求 が 強 い。 そ の た め に 分散 才 ン ラ

　 　イ ン ・ リアル タイ ム処 理 を 目指 して い る。

　 2)要 求 点

　 　 　 2-1で 述 べ た現 状 を打 開す るた めの 各種 シス テ ムに対 す る ニ ー ズ と、 どの程 度 の 仕

　 　様 の ものが 必 要 か を答 え て も らって い る。

　 　① 　イ メー ジ処理

　 　 　 　イ メー ジ情報 は 、漢 字 処 理 と い っ し ょに 発 展 す る こ とが 考 え られ、 デー タ と して

　 　 　は 、現 在 のEDPと ドッキ ン グす る こ とに よ り、そ こか らの 電 子 的 な移 行 が 大 切 で あ

　 　 　る。 また、 セ ン ター で の 処 理 は高 品質 に、端 末 で は 安価 、 容 易 に 、 とい うよ うな使 い

　 　 　わ け も重 要 、 また 図面 等 も使 え る よ うにな ろ う。 デー タ量 は 多 くな ろ うが 、必 要 度 の

　 　 　高 い もの と否 とを分 類 す る必 要 が あ る と思 わ れ る。

　 　② 音 声入 出 力 シス テ ム

　 　 　 　文 書情 報 の入 力(音 声 タ イ プ)及 び検 査 結 果 の入 力 等 に使 え そ うでは あ るが 、 そ う

　 　 　強 い要求 は な く、 あれ ば 便 利 とい う程度 で あ る。

　 　 　 　少 々訓 練 すれ ば 、 現在 の入 力手 段 で も特 に 不 便 は 感 じて い ない よ うで あ る。

　 　③ 日本 語 情 報 処 理

　 　 　 　漢字 を含 む 日本 語 情 報 処理 に おけ る応 用 分 野 は広 く、従 来 のEDP出 力 が 見 易 くな

　 　 　 るぽか りで な く、従 来 、EDPに の りに くか った 文書 情 報 等 も扱 え る よ うに なろ う。 しか

　 　 　 し、入力速 度 が 問 題で 、数字の%、 カ ナの%倍 程度 が 達 成 で き なけ れ ば な ら ない。 本 格

　 　 　的 な 自然 言 語 処 理 は 、 まず 、カナ漢字 、音 声 漢字 、英 文 和 文 、 和 文英 文 の 順 に進 み 、 図

　 　 　面入 力 と と もに進 展 して行 こ う。 ワー ド・プ ロセシング とも関連 し、文 章 情報 処理 、 海

　 　 　外工 場 との 取 引 きな どで使 われ る よ うに なる と思 わ れ る。但 し、いずれの場 合 も、コス

　 　 　 トの 兼 ね 合 い で 、使 用 頻 度 がそ う高 くない と考 え られ る の で 、 ペ イす るか ど うか が 疑

　 　 　問 で あ る と して い る。
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④'デ ー タ伝 送技 術

　 　 訪 問 した どの会 社 で も、現 在 の伝 送 技 術 に不 満 を持 っ て お り、 よ り高速 、安価 、及

　 び速 や か に使 用許 可 の お りる 回線 を求 め てい る。 この 会 社 で もオ ン ライ ンの悩 み は 、

　 回線 コス トで ある と言 っ て い る。将 来の方 向 としては テレックスとの 融合 、漢 字 とデ ー タ

　 通 信 を望 み 、それ を全 社 ベ ー ス に広 げ たい と考 え て い る。 フ ァク シ ミ リとOCRと の

　 結 合 に 関 して は 、 直接 の 融 合 は 無 理 では な いか と考 え てk・ り、可 能 性 と して、EDP

　 端 末 と同居 す る こ とが あ り得 る と してto　b、FAX自 体 は 、 速度 より、安価 で 台数 が

　 置 け る こ とが重 要 と考 え て い る。

⑤ 分散 処 理 シス テ ム

　 　 処 理部 門の 分散 化 に よ り、必 要 な デー タ を必 要 な場 所 に早 く出 力 で きる よ うにす る

　 の が 目的で あ り、本 社 ・工 場 、EDP部 門 を有機 的 に結 合 す る た め に 、い わ ゆ る イ ン

　 テ リジ ェ ン ト端末 の安 価 な もの を 必 要 と して い る。 つ ま り、処 理 の分 散 化 とい う よ り

　 入 出力 の分 散化 を志 向 して い る もの で 、 ユー ザ に とっ て 、見 え るの は入 出 力部 分 で あ

　 り、 処理 は 一括 して行 っ た方 が や り易 い と考 え て い る。

⑥ デー タ ・ベー ス

　 　 大 容量 で ある こ と よ り も、 デ ー タの 内容 が 良 く表 現 さ れ る こ とが大 切 で 、例 え ば 同

　 一 デー タを一 回入 力す る こ とに よ り、 関連 した 全 デー タ ・ベー スの メイ ンテ ナ ンスが

　 速 く容易 に で きな け れ ば な ら な い。 将 来 、 デー タ量 そ の もの は減 少 し、 ア クセ スす る

　 頻 度 が多 くな る と考 え てい る。 分 散 デー タ ・ベースは回 線 コス トとの兼 ね 合 いか 、 デ ー

　 タの種 類 、 アクセ スの 仕 方 に よ り決 ま る。 分 散か ど うか よ りデー タ ・ベー スの 組 立 て

　 方式 を運 用側 に良 く理 解 して も ら う こ とが大 切 で あ る。

　 　 知識 ベー スは 、企 業 計 画 や営 業 計 画 な どにつ い て 人 間 が整 理 しか ね る部 分 をサ ポ ー

　 トで きる もの で あっ て ほ しい。 出力形 態 と して は 図 や 文 章 が 多 くな ろ うが、 そ の概 要

　 等の 入力 法 が ポ イ ン トとな ろ う。

⑦ 事 務機 、 端末 機 の 多 様 化

　 　 多機 能 イ ンテ リジ ェ ン ト端末 の 機 能 と しては 、 センター ・マシンへ の デー タの 授 受 の

　 機 能 を基 本 と し、端 末 独 自の処 理 機 能 を持 ち、 分 担 で き る。入力 手 段 として、 キー ・イ

　 ン 、OCR、OMR等 の 多様 な もの が 必要 とな ろ うが 、 出力 手 段 は あま り奇 を て ら う

　 ものは必 要 ない。 ま た複 数 の 端 末 間 の 統一 性 を 保 つ ことが 重 要 で あ る。 電 話 に 関 して

　 は 、 回線 コ ス ト低 減 の た め に 、電話 、テレックス 、FAX、 デー タ通 信 等 に使 え る こ とが

　 必 要 で、EDPと は 直 接 関 係 な く普 通 の社 員 が 便 利 に使 え る ものが 増 え る と思 わ れ 、

　 デ ー タの種 類 も種 々雑 多 に な って い くと考 え て い る。
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⑨

⑧ レス で一 パー ・オ フ ィス

　 　 ソフ ト ・コ ピー は これ か ら増 加 し よ うが 、 全部 な る とい うよ り、 内容 に従 って

　 Soft/Hardの 区 分 を した り、　 Softで 見 て必要 な部 分 の み をHard出 力 す る こ と

　 が大切 で 検 索 シ ス テム が重 要 とな ろ う。 た だ しこの場 合 も整 理 確 認 のた めの コス トと

　 設 備 に 要 す る コス トとの か ね合 いで決 まろ う。

　 　 電 子 メー ル に つ い て は 、 あれ ば 良 い と思 う程度 で あ り、 コ ス トと ユー ザが 使 い こな

　 せ る か ど うか が 問題 で ある。 電子 メー ル用 に手 紙 を再 加工 す る の で は無 意 味 で あ り、

　 使 用頻 度 もそ う高 い とは思 われ ない。

　 　 オ フ ィス映 像 シス テ ムにつ い て も同様 の 事 が言 え 、大 きな会 社 で ない と設 備 と して

　 持 っ て もペ イ しな い の で は な いか とい う疑 問 が あ る。 つ ま リ コス トと頻 度 と、 社 員 の

　 レ ベル の 問題 で あ る と考 え て い る。

⑨ デ シ ジ ョン ・サ ポー ト ・シ ステ ム

　 　 これ もあれ ば 良 い とい う程 度 で 、本 当 に良 い ものは 、付 加 価 値 の高 い 人 が 使 え る よ

　 うな もの で ある。 分析 や 入 力 デ ー タ量 に よっ て 、 シス テ ムの 価 値 が 決 ま り、 自社 設 置

　 は 大 企業 で な い と無 理 で 、共 同 使 用 となろ う。 さまざ まな技 術の集積 であ り、時代 を 経 る

　 ごと に進 歩す る の で 、 あ る段 階 で投 資 す るに は勇 気 が い る で あ ろ うと して い る。

⑩ 　 EFTS

　 　 可能 性 はあ り、便 利 で あ るが マ シ ン ・ダ ウンや マ シン ・ロジ ック悪 用等 も問 題 に な ろ

　 う し、 出力 に 関 し、 小切 手 等 の 出 力の 合法 性 や 、付 随 す る 出力 デ ー タの 内容 が許 容 さ

　 れ るか ど うか が 大 切 な周 辺 整 備 に な るで あろ う。 無 限 の可 能性 は あ るが実 現 性 か ら考

　 え る と、種 々の 推 移 が考 え られ る。

や

　 (3)将 来 の 企業 形 態 『

　 在 宅勤 務 に つい ては 、入 間 を主 た る構 成要 素 とす る現代 社 会 の シス テ ムが ど こまで 変 化 す る

か ど うか疑 問 が あ る。 但 し これ か ら先 の 仕 事 の 中 に は単純 な機 械 的処 理 で で き、在 宅 で も勤 務

可能 な部 分 が あ り、 この 部 分 に 関 して は大 き く社 会 通 念 が変 わ るで あ ろ う。 また この場 合 、 や

が て在 宅 勤務 とな り、 そ の 人 の 存在 自体 、不 必 要 と合 理 化 され て しま う可 能 性 を 含 ん で い る。

　 事 務 所 の方 は 、現 在 の 複 数 多 種 の 事 務 設 備 は 、合 理 的 で安価 なEDP端 末が2名 に1台 くら い

普 及 し、複 合 多 機 能 端末 が あ る単 位 ご とに普 及 す る ことに よ り、 フ ァ イル 、 キ ャ ビネ ッ ト ・コ

ピー 等 が姿 を消 し、 入 間 の や す ら ぎを求 め た シ ンプル な事 務 所 へ と変わ って行 こう。但 し、ブ ラ

ック ・ボ ックス化 して行 く日常 の 事 務 処理 につ い て 、 次世 代 の 人 間 の思 考 力 を保 つ よ うな教 育 も

大 切 な問 題 に な るで あ ろ う。

　 この よ うな状 況か ら、次第 に直接 単 純 作 業 といわ ゆ る知 識 や ア イ デ ア を 中心 とず る部 門 とに区
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●

　　　　　　　　(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求

'

技 術 項 目 の 注 釈

*シ ス テム設 計 が 大 切(デ ー タ ・ベー スの 構 築 の仕方)。
"
*回 線 コス トが 高 い(On-line化 す る必 要大)。

*端 末を た くさん 設け た い。 .'

*セ ンタ ー処理 用機 器 と端 末 処理 が 両 方 で き る よ う1こ。

*拡 大 縮少 。

*入 力 に は特 殊端 末。

*変 換が大変であろう。

*音 声入力と自動回路との連結が必要。

*入 力速 度 が カ ナの%、 数 字 の%程 度 にな らな けれ ばな らない 。

*出 力 の コス トが 引 き合 うか ど うか が 問 題。

*カ ナ→ 漢字 、 音 声→ 漢 字、 英→ 和、 和→ 英 の順 。

*海 外工 場 との取 引 。

*入 力 は スタ ー ト ・ア ップ時 は外 注 が得?

*文 章 又は ワー ド単 位 の編 集、 検 索が で き るよ うに。
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(1}、 (2) {3)　計 算 機`こ 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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デ　ー　 タ　 通　信
吟

フ ァクシ ミ リ(OCR

や イメ ー ジ ・プ ロセ ッサ

C 等 とフ ァク シ ミ リ技 術 ○ ○ ○ ◎
の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

分 散 処 理 シ ス テ ム
C

の　　　 発　　　 展
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C 大 容 量DASD ○ ◎ ◎ ◎

s

C 分 散 デ ー タ ・ペ ー ス ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ⑥ ⑥ ◎

◆

4

A D　 　 B　 　 M　 　　S ○ ◎ ⑥

B 知　 識　 べ　 一　 ス ◎ ◎ ⑥

'
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＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ

{4)　 計　算　機　に 対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

、 *入 力 速度 は速 い ほ ど良 いが 、COSTと のか ね 合い で、 高い よ り端 末数 が 多 い ほ ど良 い 。

*テ レ ック ス、 漢字 との デー タ 通 信 の融 合。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ←

●

*EDP端 末との同居。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

*図 形、 文字 を 含ん だ簡 易 出 力 。

'

*安 く、 ユ ニ ッ ト単位 にな った端 末 。

*端 末 を 数 多 く配 置 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

ン

*各 関連 フ ァイ ル ごと の メ イ ンテ ナ ンスを う ま くや る工夫 が 必要 。

*入 出力 頻 度が 多 くな り、'デー タ の 量 は少 な くな り質が 向上す る。

・

*分 散化 した 際の 回 線 コス トが 問題 。

◆ *端 末`こよる ナ ブ ・デー タ ・ベー スに よ り処理 時 間が 減少 す るが コス トは?

*デ ー タ 量の 増減 は特 に な い。

レ '

*受 注 一 生 産 一 経 理 で の一 貫 した デ ー タ ベー スが 必要 。

*ハ ー ドを変 え る より ソ フ ト的 なLogicで 対処 した い。

*必 要出力データ量は現在の%以 下。

*視 覚 に う った え る入 力方 法 が あ る と便 利 。

*漢 字出力装置、CRT装 置等の出力手段が大切。
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一

(4)　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

、 *Key-In、OCR、 　OMR、 　MT、 　PTR、 　FDD等 の あ らゆ る入 力手 段 が 要 求 され る。

*あ ま り奇 をて ら った 出力 は必 要 な い。

, *オ ンライン機能が重要だが簡単な処理は自身で可能なこと。
●

*統 一牲 の保 持 が 必要 。

*普 通の社員が普通に使いこなせる端末としての位置付け。

*付 加機能の多様化は必要。

*OCR、 バ ー ・コ ー ド ・ リー ダ 、 メ ニ ュー ・ピ ッ ク ア ッ プ 方 式`こ よ る 入 力 が 必 要 。

*Soft　 Oロtputの う ち 必 要 な も の をHardへ 。

*入 手してからの処理、慣れ等が重要。

*あ れば便利な程度。

*ITV、 　TV、 音 声、 録 画 シ ス テ ムが必 要 。

■
*多 方面1こわ た る 目に見 える情 報 がHandlingで き る こと。

へ

メ

*あ らゆるデータを集めてかなりの分析や加工が要求される。

*出 力データの加工 編集技術が重要。

*入 力データが多くなると思われるのでその方法が重要。

*マ シ ン ・ダ ウ ン対策 や マ シ ン ・ロジ ックの悪 用 の 対策 が絶対 に必要 。

*手 形 等 のOMR、 　OCRも 利 用 可 。

*デ ータ通信回線の速度が実用になるかどうかが問題。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

分 が 進 み 、従 来 の 中途 半 ば な部 分 は 、 大 巾 に整 理 統合 が 進 む 。 特 に人 間 が い た た めに 仕 事 が あ

っ た部 分 は 完全 に整 理 され よ う。 そ の 結 果 、会 社 の様 子 が一 望 で きる部 分に 有 能 な ス タ ッ フを

集 め 、知 的 産 業構 造 を構 築 す る部 門 を新 設 して進 め る必 要 が あ る。

　 要 す る に社 会 は 、 これ ま で もこれ か ら も入 間 の 努 力 と技 術 の 向上 、経 済 的 競 合等 に よ り進 歩

し 続 け る 。 そ の 端 的 な 表 わ れ が 、EDPの 発 展 で あ った。EDPは 短 時 間 に急速 な進 歩 を遂

げ社 会 構 造 を大 き く変 え よ うと して い る。 この点 を重 視 し、 社 内 を改 革 す る た めの ツー ル と し

てEDPを 利 用 す る こ とに よ り効 果 を上 げ る こ とが 出来 るの で あ り、単 にEDPを 導 入 した だ

け で は 、企 業 の運 営 に支 障 を きた す 場 合 も あっ た。OAに つ い て も全 く同 様 の ことが言 え 、無

限 の可 能性 を秘 め てお り、 か な り智 の 合理 化 に役 立 つ と思 われ るが 、や は り、従 来 の ハー ドウェ

ア ・システム と同様 のた ぐいが 少 し異 っ た形 で登 場 す るだ け と考 え る こ と も出来 、 本 当 の 合理 化

は 、人 間の 智 に よって しか な され な い もの と思 わ れ る。

　 つ ま り、す べ ての 中心 的 要 因は 、人 間 の合 理 的 な改革 案 と、そ の 実 行 力 で あ る とい う こ と と、

人 間 が本 質 的 に長 所欠 点 の 多 い弱 い一 個 の生 物 で あ り、感 を 持 っ て い る こ とを忘れ ず に静 か に

将 来 の社 会 に対応 す る こ とが重 要 で あ る と してい る。

'

(4)所 　見

1)企 　業

　　 この 企業 とい うよbEDP担 当者 の 意 見 と 思 わ れ る が 、 機 械 中心 の考 え 方 で な く、 あ

　 くま で も人 間 を主 体 に して考 え て い る こ とが特 徴 で あ る。 つ ま り、個 々の機 械 で な く、入

　 間 を含 め た トー タル な シス テ ム を ど う構 築 す る か と言 う点 に 力点 が置 か れ て お り、 現状 の

　機 械 につ い て不満 を言 う よ り、そ れ を いか に うま く使 い こなす か が 重 要 で あ る と言 っ て い

　 る。 逆 に どん な良 い機 械 が あ っ て もそれ を使 い こなせ る だ けの 能 力 が 入 間 の 方 に な けれ ば

　何 の 役 に も立 た ない と してい る。 これ は、あ る面 で大 きな 真 理 で あ り、と もすれ ば機 械 偏 重

　 に偏 りが ちな我 々に対 す る警 鐘 とす べ きで あろ う。 機 器 に対 す る要 求 と して 目立 っ た もの

　 は 、安 価 な端 末(高 機 能 で あ る必 要 は な い)と 、 や は り回線 の コス トの 問 題 で あっ た。

2)業 　 界 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　　 業 界 の特 殊 性 と して は 、一 個 の 製 品 の構 成 部 品数 が多 く全 体 と して は非 常 な種 類 とな る。

　そ れ とそ れ を生産 す る工 場 も多 い た め に 、オ ン ライ ンに対 す る要 求 が 非 常 に強 い。 また 機

　械 図 面 、電 気 図面 な どの量 も多 く、 イメ ー ジ処 理 に 対 す る要求 が 大 き い もの と思 わ れ る。

3)他 産 業 との 共通 点

　　 各 社 ともに、回線 コス トと、サ ー ビス に対 し一様 に不 満 を うっ たえ て お り、 この 会 社 の場

　合 の よ うに 、 この よ うな状 態 で は 、決 して、 ア メ リカ等 に追 い付 け な い と、極論 す る もの

　 もあ った。

6
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2.9　 輸 送 用 機 械 製 造(造 船)業(K社)

2.9.1　 現 　 状

　 わ が国 に お け る造船 業 は 、長 期 の不況 に あ え いで お り、 大 型船 舶 の受 注 は少 な く、 小 型船 舶

が 大半 を 占め て い る。 しか し、造 船 業 で は大 型船 舶、 小 型 船 舶 に か か わ らず 、業 界 の 特 殊性 と

して 、 生 産 品が"大 き い""重 い""汚 い"た め 、 ブ ル ー ・カ ラー(直 接 部 門)の 作 業 を オペ

レー タ化 し よ うと して い るが 、 製 品 が個 別 受 注 、一 品生 産的 要 素 が 強 く、 ロボ ッ ト化 が 困難 で

あ るた め、大 巾な ホワ イ ト ・カ ラー 化は な い との こ とで あ る。 な おK社(調 査 を行 った のは あ

る事業 所)で は、1995年 の ホワ イ ト ・カ ラー(間 接 部 門)と ブ ルー ・カ ラー(直 接部門)

の構 成 は、 ホ ワイ ト・カ ラー が現 在 の30%か ら36%へ 、 ブ ルー ・カ ラー が70%か ら64

%へ とわ ず かで は あ るが ホ ワイ ト・カ ラー 化 が進 む と推 定 して い る。

　 また生 産性 の向 上 に つ いて は 、生 産 部 門(直 接部 門)、 事務 部 門(間 接 部 門)い ず れ も現 在

の生産 性 を100と した場 合 、15年 後 には155に 向上 す る と推 定 し て い る。

　 なお 、 生 産性 の 尺 度 と して生 産 部 門 で は、 月 間 鋼 材使 用 量(ton/hour)等 で 表 わ せ るが 、

事 務 部 門で の尺 度 が 、 ま だ 不 明確 で あ り、 これ が 明 確に で きれば も っと事 務 部 門へ も投 資 しや

す い との意 見 もあ った。

　 次 にK社 に お け る 管理 者 の消 費 時 間配分 に関 す る調 査 で は 、調 査 対 象 者 が 設 計部 門 の管理 者

で あ った た め 、人 との ミー デ ィ ン グ 　 25～30%、 読 み書 き　 35～45%、 と米 国 の調 査

に比 べ読 み書 きの割 合 が10%程 多 い。 また今 回 の調 査 に お け る他 業種 に比 べ て も、工 場内 で

の移 動 時 間に 費 や す割 合 が 非常 に大 き い こ とが相 違 点 とし て 明示 で き る。 そ のた め 、電 子化 オ

フ ィスが 実 現 して も大 き い衝 撃 は な い と考 え て い る。

　造 船 業 にお け る ドキュメ ン トの氾 濫に 関 して の調 査 にお い て、 現 在 一 番大 きな 問題 に な って

い るも の は、大 量 の図 面 の 保管 で あ り、 これ を コン ピュー タ化 した い と望 ん で い る。

　 次 に問 題 に な って い るの は 、納品 書 ・見 積 書 な ど原 始 証 愚 類 の 保管 で あ り、 購 買課 で は4年

ご とに倉庫 に保 管 し て い るの が現状 で あ る。 また 予 量表(パ イ プ 、 鉄板 等)、 作 業 指 示 書、 お

よび マ ニ ュ ア ル類 に つ い て も保 管 の 問題 が生 じ てい る。

　 これ らの ドキ ュメ ン トの氾 濫 な ど のボ トル ネ ックを解 消 す るた め の製 品す な わ ち、 オ フ ィ ス

・オー トメ ー シ ョ ンを行 って い く上で の 必要 な製 品お よび技 術 に つ いて どの 様 な も のを 望 ん で

い るか につ い て調 査 を行 った 結果 、今 か ら述 べ る9項 目につ いて 意 見 が あ った 。

2.9.2　 要 求 点

　 まず最 初 に 、 イメ ー ジ処 理技 術 の レベ ルア ップ に対 しては 、 ドキ ュメ ン トの 氾 濫 の項 目に お

い て 一 番 の問 題 点 とし て あげ られ て いた大 量 の設計 図 お よ び 仕 様 書 な ど を、 入力 が大 変 な デ ィ
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ジ タル化 を行 った りOCRで 読 まず 、 イ メー ジの ま ま コ ン ピュ ー タで 蓄 積/検 索 で き る よ ゴに

した い。、図 面 処理 に 対 す る要 求 が非 常 に 高 く、 工 場 内で の設 計 は もち ろ ん、 現 場 で 設 計 図面 の

一 部 を参 照 で き る シス テム も必要 。 ま た、 前 記 に 関連 して 、 コン ピュ ー タに イメ ー ジ の まま蓄

積 され た設 計 図 な ど と、現 在 、 コ ン ピュー タに入 力/処 理 され て い る数 値 情 報 の結 合 利 用に も

要 求 が出 され てい る。 特 にCADシ ス テ ムで の イ メー ジ情報 処 理 を考、え て い る よ うで あ った。

　 第2に 音声 入 出 力 シ ステム の実 現 化 に っ い 一(iは、 音 声で の 入出 力 に 対 して は利 点 も見 い出 し

て い るが 、 現在 の シス テ ムでは 音声 はの りに く い。 資 材 が高 価 なた め 、 イ ンプ ッ ト ・デー タの

間 違 いが コス トに大 き く響 くと の意 見 を 持 って お り、 採用 に は消 極 的 な態 度 で あ った。

　 第3に 漢字 情報 処 理の 展 開 に つ いて は 、契 約 書 、 仕 様書 な ど の 漢字 情 報 処 理 を行 い、 原紙 帳

票 の フ ァイ ル化 を行 い た い。 また 一 義 的 な文 章 で よい の で 多国 語 ワー ド・プ ロセ ッサ が利用 で

きれ ば 、 外 国 に提 出 す る契 約 書 が 、 日本 文 契 約 書 と同時 に作 成 した い と の要 望 が あっ た。 なお

K社 で も契 約 書等 には 絵 と数 表 が 多 く あ り、 これ らの イ ンプ ッ トが ネ ッ クで あ る との こ とで あ

った 。

　 第4に デ ー タ伝 送 技 術 の レベ ルア ップ に 関 して は 、SBSの よ うな トー タ ル衛 星通 信 サー ビ

スが 安 く利 用 出来 れ ば よい 。 また 資 料 類 の 伝送 と複 写 が 同一 装 置 で 効 率 よ く行 え るよ う、安価

で フ ァ クシ ミ リと複 写機 が一 体 とな っ た デー タ端 末機 を望 ん で い る。TV会 議 の ニー ズ もあ る 。

　 第5に 分 散 処 理 シス テ ム の 発 展 に つ い てK社 は 、分 散処 理 シス テ ム は安 価 に 出来 るた め望

ま しい シ ス テ ムで ある と考 えて お り、集 中処 理 は コー ポ レー トな デー タ ・ベー スだけ で よ く、

作 業 デ ー タの処 理 な どは分 散 して い る方 が よい と の意見 で あっ た。

　 な お、 現 在 も コ ン ピュー タセン ター で プ ロ グ ラムの み集 中管 理 を行 って い る ミニ コン を事務

室 お よび現 場 に分 散 して設 置 し てお り、 集 中処 理 よ りも安 価 で しか も応 答 時 間 も速 い との こ と

で あ った。 ミニ コンや端 末装 置 は悪 環 境 に 酎 え得 る システ ムが必 要 で あ る。

　 第6に デー タ ・ベー スの普 及 に関 し て は 、 イメ ー ジ処理 技 術 の レ ベ ルア ップ の項 で コ ン ピュ

ー タ化 した い と して い た図 面/写 真 も含 め た 記 憶 、検 索 を行 い 、 しか も安 価 で あ る デー タ ・ベ

ー スを望 ん で い る。 また 、 デー タ ・ベー スは シ ステ ム ・エ ン ジニ ア の デ ザ イ ンす る能 力 に よ り

処 理 ス ピー ドが異 な るた め デ ー タ ・ベ ー ス ・マ シ ンの早 期 開 発 も 強 く望 ん で い る。 安 価 な大 容

量DASDが 必 要 。

　 な お分 散 デー タ ・ベー スにつ いて も 柔 軟 な意 見 で あ り、.責任 と権 限 が 分 か れ て い る部 署 につ

い て は、 それ ぞれ に デ三 夕 ・ベー ス を 分 散 す る こ とは可 能 で はな いか と述 べ て い る。 デー タ ・

ベー スが発 展 した形 態 で あ る知 識 ベ ー スへ の要 求 と して は 、熔 接 の欠 陥 な ど の"船 の故 障 診 断

シ ス テム"が あ った。

　 第7に 事 務 機 械 ・端末 機 の多 様 化 に 関 して は、 多機能 イ ン テ リジ ェ ン ト ・ワー ク ・ス テー シ

ョンとして、 間接部門 の人員構 成で多 くを 占め る製図部門の省 力化を行 うため の、専用 自動製
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図 様 の 製 品化 へ の期 待 を持 って いた 。 また造 船 現 場技 師 は 現 場 で の 移動 が 多 く電 話 連 絡が づ き

に く く、.以 前 に ポ ケ ッ トベ ルを持 たせ る こ とを考 えた こ と も あゐ 。 そ こで現 場 の ど こに い て も

連絡 が とれ る よ うに 携 帯 電 話 を望 ん で い る。

　 第8に レ ス ・ ぺ_パ_・ オ フ ィ ス の 出 現 に つ い て は 、 電 子 メ ー ル は 、'す ぐ に で も 是 非 使 い た い

と言 ってお り、工 場 内 で の 使用 を 前 提に 、 前 項 の携 帯電 話 と同 理 由に て 、 ワイ ヤ レス ポー タブ

ル端 末 が必 須 で あ る と の ことで あ った 。

　 オ フ ィス 映像 シス テ ムに つ い て は 、製 品 な らび に工場 の映 像 に よ る照 会 を行 いた い と述べ て

い た。 な お レス ・ペ ー パー に 関 す る意見 と して は、 意 思 決 定 に関 す る書 類 は、 現 物 を 残 すべ ぎ

で あ るとの 強 い 意 見 が あ った 。

　 第9に デ シ ジ ョン ・サ ポ ー ト ・シ ステ ム(DSS)に 関 して は 、注 文 は 個 別 注文 で 、 年 に6

隻一'10隻 に の ぼ り、 しか も大 型注 文 で あるた めDSSは あ り得 な い。 あ っ て も注 文 か ら製 品

完 成 まで 長 期 にわた るため、資 材の値 上 り ・金利を 考 えた支 払 い シ ステ ム ぐ らいだ と述 べ て い た 。

　以 上 が 、OAを 実 現 す る ためva　K社 が必 要 と考 え た製 品 で あ り、 これ らの製 品 が実 現 されO

Aが 行 え る場 合 、 ど の様 な社 会 にな るか に つ い て の質 問 に 対 す る回 答 は 、次 の とお りで あ った 。

　 OA実 現 の た めの 推 進 部 門 お よび社 内組 織 の 変 化 につ い て は 、推 進 部 門 と しては 、社 長 室 、

システ ム本 部1事 業 所 長 の3本 立 てを 考え て い る。組織 変 更 は必 要 ない と しな が ら も、製 造 部 門

か ら、事 務 部 門 へ の人 の 移 動 が あ る と予 想 して い る。

　 ま たOAが 実 現 され た場 合 の 在 宅勤 務 につ いて は 、規 律 が 乱 れ る た め 工 場 で は 難 し い が 、

コ ン ピ ュー タ部 門 だ け な らば子 会 社 に して実 現 で きる の で は な いか と述 べ て い る。 な お本 事 業

所 は千 葉 県 に あ り、工 場 と住 宅 が 隣接 してお り通勤 時間 が30分 以 内 の者 が 多 く、 都 心 にあ る

会社 の よ うに2時 間 近 くも必 要 と しな い ため 、在 宅 勤務 の必 要 性 は ない との 意 見 も あ った。

　 ま た、 ・OAが 実 現 した 場合 の オ フ ィ ス ・レ イ ア ウ トの変 更 に つ いて は、工 場 で は考 え られ な

い との意 見 で あっ た。

　 そ の他 の意 見 と して は、OAの 実 現 の ため に は ボ トム ・ア ヅプで は な く トップ ・ダ ウ ンで 推

進 を行 わ な けれ ば な ら な い と述べ て いた 。

　以 上 がK社 に おけ る調 査 の結 果 で ある。K社 す なわ ち造 船 業 にお け るOAに 対 す る考 え 方 は 、

間接 部 門 、 とりわけ設計 部 門に おける製 図の 自動 化 および そ こか ら発 生 す る膨大 な図 面 を コ ン ピ

ュー タの デー タ ・ベー ス で管 理 し、 スペー ス ・セー ビン グを行 うこ とが最 大 の 目標 で あ り、 こ

れ を実 現 で きれ ば 間 接部 門 の生 産 性 は大 巾に 向 上 す る こ とが可 能 と考 え て い る。

　 なお 、 他産 業 も同 様 と思 わ れ るが 、K社 に お い て もOAに 対 す るユ ー ザ 側 の意 識 は まだ 薄 い

よ うで あ り、 当面 、 メー カ側 か らの アプ ロー チ が必 要 で は な いか 。
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{4}　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

O露 天 の工 場 等 に おけ る清 掃 ロ ボ ッ トがで きれ ば助 か る。

Oす で に露 天 に耐 え る ター ミナ ル(オ ペ レー タ 用)が 設 置 されて い るが 、 今後 の 新 ター ミナ ル も露 天に 耐 え る こ と。

Oポ ー タ ブ ル無 線 ター ミナル

O設 計 図/仕 様書 な どを イメ ー ジの ま ま蓄積/検 索 で きる シス テム 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 w

oCADシ ステ ム での 入 力 ネ ックを解 消す るた め設 計 図 を イ メー ジで そ の ま ま入 力 し数値情 報 と結 合 利 用 した し、

O工 場 内 の設 計 は もち ろん、 現 場 で 設計 図面 の一 部 を取 り出 せ る よ うな シス テム 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

A

Oイ ンプ ッ ト ・デ ー タ の間 違い が コス トに響 か ない シ ステ ム。(資 材価 格が 高 いた め。)

　 　 1

o契 約 文、 仕 様 書 で か な りのニ ー ズ。

　 A

「

O－ 義 的な 文 章で 良 い ので 多国 語 ワー ド ・プ ロセ ッサ が必 要 。
)

o絵 と数表 が イ ンプ ッ ト可能 な ワ ー ド'プ ロ セ ッサ 。

プ
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(11. {2) ③　　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目
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A

の　　　 発　　　 展
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:1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

{4}　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

oSBSの ような衛星 トータル通信サービスが安く利用。　　　　　　　　　　　　　　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

O文 書 の伝 送 ・複写 を 同一 装 置で効 率 よ く行 え る 様 安 価 で フ ァク シ ミリと複 写 機 が 一体 とな った デー タ端 末機

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

Oプ ログラムの集中管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

O現 場での悪環境に耐え得る ミニコン、ター ミナルが必要。

'

o図 面/写 真 な ど イメー ジ ・デー タ も含 め た記 憶 ・検索 が行 える安 価 なDASD。

O責 任と権限が分かれている部署では可能。

o図 面のデータ ・ベースが必要。1部 を訂正すれば他も連動的に修正されるものが望ましいが実現は不可能力㌔

oシ ステム ・エ ンジニ アの デ ザ イ ン能 力に よ り処 理能 力 が左 右 され ない デー タ ・ベー ス ・マシ ンが必 要 あ り。

O社 内で 使 用 す るイ ンデ ックス と外 部 の イ ンデ ック スの規 準 を そ ろ える必 要 あ り。

　 一

〇熔接の欠陥などの診断システム

　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
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(1)、

'

② 　 ㈲ 　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目,

重
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算機 を 必 要 入 出 .対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす る アブ リケ ー 値
数

|

タ

フ

ト

含

瞬 葡
●

値 ・ ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目 演 演
べ

ウ

エ

性 》
　 ア

フ
パ

度 | イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア
　 ー 層9

等) 他↓
咋 '

'

多 機 能 イ　ン テ リ

A ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・ ◎ ○ ◎
■

ス　テ　ー 　シ　 ョ　 ン
`

多機 能 化 を施 した

事　務　用　電　話

(デ ータ ・ペースの アク セ

ス等の応用について)

、

C

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

(ハ ー ド ・コ ピー か ら
◎

ソ フ ト ・コ ピー へ)

B 電　 子　 メ　 ー　ル ◎

C
オ　フ　ィ　ス　映 像

■

シ　　 ス　　 テ　　 ム ,
'

'

C
デ シ ジ ョン ・サ ポー ト・

◎
シ　　 ス　　 テ　　 ム

.⇒ 、

、

E　　 F　 　 T　　 8

一
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{4}　 計　算　機　に　対　す る　要 求　技　術

　 　 　 　 　 　 　 ・

項

'

目 の 注 釈

。専用自動製図機

o現 場のどこにいても連絡がとれる様な携帯電話

O意 志決定に必要な資料は残すべきだ。
'

O現 場の どこ に いて も使 用で き る様 な ワ イヤ レス ・ポー タ ブル端 末

O製 品 ・工場の映像による紹介

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 AA

O資 材 の値 上 り、 金 利 を 考 えた 支 払い シ ステ ム。

一

一

1
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2.10　 小 売 業(百 貨 店)(C社)

2.1・O.1　 業 界 の 特 徴

　 大 規 模小 売業 の特 徴 は 、① 端 末 か ら大 量 の入 力 デ ー タが あ る こ と、②店 舗 が 全 国 に分 散 して

い る こと、③ 卸 売業 、運 送 業 等 と取 引 きが あ る こ と、 ④ 多 品種 少量 で消 費 ニ ー ズ も変 わ り易 い

等 が あげ られ る。

　 ① に関 して は 、各 企 業 と も積 極 的 にPOS端 末 を 導入 してte　b、 訪 問先 で も端 末 を現 場 に も

って きた こ とで活 気 が で て きた との 話 が あっ た。

　 ② に関 して は 、支 店 と本 店 をオ ン ライ ンで結 合 して い る が 、最 近 の 傾 向 と して 、分 散 処 理 化

が 進 ん でい る。

　 ③ は 他業 種 との通 信 で あ り、業 界 で の各 種 伝 票 の 標準 化 、 端 末 ま で 込 み の 通 信 プ ロ トコ ル

の標 準 化等 が進 め られ てい る。 既 に昭 和50年 に仕 入伝 票 の 統一 化が 行 わ れ ・ 配送 伝 票 の標 準

化 も現 在 、 検 討 中 で あ る。 通 信 プ ロ トコル は 、HDLCで 統 一 しよ うとす る動 きが あ る。 銀 行 、

ク レ ジ ッ ト会 社 、運 送 会 社 等 と端末 レベ ル での 通 信 を実 現 しよ うと して い る。 卸 業 とは 昭 和

60年 頃迄 にDDX網 でつ な ぐ予定 で ある。 今 後 の課 題 と して は 、個人情報 交換 セ ンター、 ク レ

ジ ッ ト協会 、流通 システム 開発 セ ンター 等 が昭 和65年 に設 定 さ れ る もの と予 想 して お り、 グ'V

－ ン ・カー ドの ゆ くえ に よ
って は も っ と見 通 しが 明 る く、建 設 的 に な って くる との話 で あ っ た。

　 ④ に関 して は 、品 目の わ り:　va取 扱 い件 数 が 少 な く、DB化 す る こ とは 困 難 な よ うで あ る。

　 以 上 が大 規 模 小 売業 界 の 特 徴 的 な姿 で あ り、今 後 の動 向 で ある。

2.1・O.2　 小 売 業(百 貨 店)C社 の特 徴

(1)　 C社 の概 要

　C社 の従 業 員 構 成 を表2-1に 掲 げ る。

表2-1　 C社 の従業員構成

従業員構 成*:

現在 1985 1990 1995

間接 50 40 35 30 一10

直接 50 60 65 70 ・90

*営 業担 当 ほ直 接
。経 理 、 管 理 、 広報 、 企 画 は 間 接 。
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◆

　上 表 で の従 業員 構 成 で 間接10%は コ ン ピュー タ部 門 の み と想 定 して い る。

　 ブ ル=・ カ ラー の ホ ワイ ト ・カ ラー化 は 、小売 店 で は逆 の現 象 で あ る。

　生 産性 向上 は 年5%で 上 昇 して行 く。

　資 本 装 置 装 備 率 に 関 し て は 、 事 務 部 門 の 装 置 装 備 率 に 関 連 し て 、EDP予 算は 昭 和

56年 に は ハ ー ド ・ レ ン タ ル 費 の み で 売 上 げ のO.352%、 人 件 費 諸 経 費 等 を 入 れ る

と0.7%の 予 想 。

　管 理者 の平 均 的使 用 時 間の 分布 は

　　 フ ェ「 ス ・ツー ・フ ェー ス 　 　 50～70%

　　 フ ェー ス ・ツー ・レ コー ド　 　 　 　 　10%

　　移 動 中 ・電 話　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　小 計 　 99%

　　 分析 に利 用 で き る時 間 　 　 　 　 　 　 　 　.1%

で あ り、 「管 理 能 力 の 向 上 」 を図 って改 善 して行 くとの こ とで あ る。

　電子 化 オ フ ィスの衝 撃 は 、ほ ぼ質 問 程 度 で あろ うとの こ とで あ った。

　 EDP部 門 の 動 向 と しては 次 の よ うな話 が あっ た。

　　昭 和4g年:90名 の パ ン チ ャー を全 て外 注化

　　昭和55年:全 店(15)にPOS導 入

　　昭 和58年:日 本 語 処理 稼働

　　 　 　 　 　　 　 OCR各 店 に導 入

　　 　 　 　 　　 　 EFTSの 実施

　　昭 和60年:CRT300台(第2次 計画)、 オ ン ライ ンの完 成

　　昭和61年:新 コン ピ ュー タの 出 現 予想

9

② 　 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンへ の 要求

　 1)　 ドキ ュメ ン ト類 の 問題 点

　　 ① 原 始 証 愚 類:項 目が 多数 あ り、独 自の フ ォー マ ッ トで コー ド化 が で きて い ない。

　　 　 1990年 には ドキ ュ メン ト類 の整 備 、標 準化 が必 要 だ。

　　 ② 通 信 文:記 帳 に時 間 が か か り、 日本 語処 理 で改 善 す る。

　　 ③ マ ニ ュアル:現 在 ない の が 問題 で あ る。

　　 ④ カ レン ダー:月 末 に 時 間付 きの ス ケ ジ ュー ルが で きて い る。

　　 ⑤ リス ト:独 立 してお り、 リス トの 再 リス ト化 が 必 要 に な る。

　　 ⑥ イ ン デ ック ス:個 別 に独 立 して お り全 社 で統 合 す る。

　　 ⑦ 記 録:ペ ー パ ー レ ス には 問題 が あ るが 、 集 中管 理 を 行 うつ も り。

　　 ⑧ 規 則:1人 あた り少 ない の で コン ピュー タ化 は 困難 で あ る。
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⑨ コ ピー:一ー一:多 す ぎるの で1個 所 に集 中 させ る。

⑩ そ の他:配 送 伝 票 は コ ン ピュー タに入 れ よ うとは しない。

2)オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョンの シー ズ

① イ メー ジ処 理 技 術

　 　　現在 の とこ ろ消極 的 で あ り、 配送 伝 票 の 受 取 リサ イ ンを画 像 処 理 し よ う と した が デ

　 　 ィス ク容 量 や 伝 送量 の点 で不 可 能。

　 　　 ハイブリッ ド・ユースは会 議 用 にデ ー タを グ ラフ表示 す る こ とが考 え られ る。 小 売店

　 　 と して は 、 マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ フ ェー スの 方が よ い。

② 　音 声 入 出力

　 　　音 声 入 力 は で きれ ば よい が 、 当面 は ス ピー ド、 コス トか らみ て キー ・イ ンが 主 体 。

　 　 85～90ま で は 消 極的 で あ る。

　③ 日本 語 情 報 処 理

　 　　 漢字 処 理 を期 待 してte　b、 表 示 、 ハー ド・コ ピー とも100%漢 字 にす る。 入 力手 段

　 　 と して はPOS、CRT、 タ イ プ端末 を考 え て い る。

　 　　 自然言 語 処 理 は 理 想 的 で あ るが 、10年 で は技 術 的 に無 理 で あ ろ う。

　 　　 ワー ド・プロセ シング は 使 い 込 む つ も りで あ り、5年 後1、2台 導 入 し、そ の後 、増 加

　 　 させ る。 時期 的 には イ メー ジ処 理 よ り先 で ある。 機 能 と して は定 型 パ ター ンが記 憶 で

　 　 き る もの が 望 ま しい。

　 ④ 　デ ー タ伝 送

　 　　 デ ィ ジ タル伝 送 は全 端 末 と もDDX、HDLCで 統 一 した い。

　 　　 フ ァク シ ミ リは 、 ハイブリ ッ ド・ユース は考 えて い ない。 シ ンプル ・ユー スと して は増

　 　 大 す る。

　 ⑤ 　分 散 処 理

　 　　 集 中管 理 的 な分散 処 理 化 を進 め る。(日 本 人 は 中流 意 識 が あ り、 モ ラル の低 下 を防

　 　 ぐた め管 理 は 分 散 させ る 。)

　 　　 プ ・グ ラムは 中央 で パ ター ン化 して用 意 してお り、素 人 向言 語 は考 え てい ない。

　 ⑥ デー タ ・ベ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 　　 大 容 量DASDは 分 散DASD指 向 の た め不 要 で あ る。

　 　　 分散 デー タ ・ベー スは店 舗 単 位 に店 舗 コ ン ピュー タで行 う。 国 産 のDB技 術 は米 に比

　 　 べ5～10年 遅 れ てい る。

　 　　 DBMSは 技 術進 歩 が あ る もの と期 待 して い る。 現在 、 実 験 中で あ る。

　　　 知識 べ_ス は外部情報 の利 用 に関心 を もってい る。 企業内で商品 を知識 ペー ス化 し

　 　 て も割 に合 わ な い。
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⑦ 事 務機 械 ・端 末 機

　 　 多 機 能 イ ン テ リジ ェン ト ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンは 熱心 に検 討 中 で あ り、現 行 機 器

　 の 改 善 を追 及 中。 国 産 技 術 は 遅 れ て い る。

　 　 多 機 能 電 話 で は 、 プ ッシ ュ ホ ンに よる デー タ ・ベー スの ア ク セ ス が ほ しい。

⑧ レス ・ペ ー パ ー ・オ フ ィス

　 　 ソフ ト・コ ピー を主 体 と した いが(1人1日3頁 が ガ イ ドライ ン、5台 に1台 ハー ド・

　 コ ピー 付 き)、 印鑑 等 の 法 的規 制 や・書類 で ない と問題 に なる こ とが 多 い。

　 　 電 子 メー ル は 今 後 急速 に伸 ば そ う と してk'り 、伝 送速 度256Kbps、 端 末 ・端末

　 間 で の メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グが必 要 。

　 　 オ フィス映 像 シ ス テ ムは 、会 議 シス テ ム と して利 用 を行 う。

⑨ デ シ ジ ョン ・サ ポー ト ・シス テ ム・

　 　 熱 心 に研 究 中 だ が90年 ま では 難 しいだ ろ う。1980年 代 に第1次 シス テ ム を考

　 え て い る。

⑩ 　 EFTS

　 　 手 形 交 換 所 の よ うな もの を考 え て お り、 商品 券 、 ギフ ト ・カー ド、商 品 交 換 、 支店

　 間債 務 等 を 昭和58年 に実 施 す る。

⑪ 　ホ ス ト ・コ ン ピュー タ

　 　 そ れ 程 必 要 で は な く、端 末 の メモ リを増 設 す る だけ でか な りの こ とが で き る。 端末

　 の不 足 を カバ ー す る こ とで充 分 。

,

㈲　 OA化 社 会

　 1)在 宅 勤 務

　　 　 1990年 代 に はか な り伸 び る。 管 理者 は コア ・タ イム制 に な り、数 店 か け もちに な

　　 る で あ ろ う。プ ロ グ ラ マー は在 宅 可能 とな る。

　　 　 週 休2日 制 が定 着 す れ ば休 ん でい る社 員 との 連 絡 が つ きに く くな り、 コ ン ピュー タで

　　 の フ ォー ロー が必 要 とな ろ う。

　 2)オ フ ィスの レイ ア ウ ト

　　 　 1990年 に は面 積 は 現 在 の半 分 に な る。(人 が減 る。)各 デ ス クに は1台 の デ ィス

　　 プ レイが つ き 、 ク ラス タや ノー ドか らモ デ ムな しで2㎞ 位 の ネ ッ トワー ク が 構成 さ れ る

　　 で あろ う。

　 3)組 織 の 変 化 とOA推 進 部 門

　　 　 事 務 管 理 部 門 に統 合 され 、 フ ァイ ル は1つ にな る。 ポ ス トが減 る と問題 が起 こ るが半

　　 分 位 に な るだ ろ う。 管 理 者 は 管理 業 務 に専 念 で き(80%)管 理 水 準 の 向上 が得 られ る。
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　 　 　 　 .

alo'小 　　売　　業　 (訪 問企業)c社

{1}、

重

要

度

(A,B,C)

　 {2}

計 算 機 を 必 要

とす るアプ リケ ー

シ ョ ン技 術 項 目

{3}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

A

'

ワ

①

入

力

②

出

力

③

対

話

④

数

値

演

算

⑤

非

数

値

演

算

⑥

デ

1

タ

ニ
1

ス

⑦

通

信

⑧

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

⑨

信(

婁頼

三

吟

等こ

⑩

そ答

葡
のテ7

;
他↓

生 産 部 門 で の

オ ー ト メ ー シ ョ ン

B
イ メ ー ジ 処 理 技 術

の レ ベ ル ア ッ プ

*3
0 ○ ○ ◎

*1

◎
*2

◎ O

C

定　量　情　報　と
定　性　情　報　の
一　　　体　　　化

◎
*1

◎ ◎ O O ◎ ○ ◎ ○ O

B
音声入出力 システム

の　　実　　用　　化

*1

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

A 漢 字 情 報 処 理
*1

◎
*2

@ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ O

C
自 然 言 語 処 理

と　機　械　翻　訳
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

*1

⑥ ◎

A ワ ー ド ・プ ロ セ シ ング ◎ ◎ ◎ ○ ◎
*1

◎ ◎ ◎ ○
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∫

(4)　 計　算　機　に　対　す る　要 求　技　術 項 目 の 注 釈

'

、r

●

'

●

A

*1 デ ィス ク、MTの 容 量が 増 大す る。

*2 伝 送 量ふ え ネ ックに な る。

*3 POS端 末で のOCR的 リー ド。

*1 グラ フ表 示 。

*1 安 価 で あ る こ と 。 今 は キ ー ・イ ン。

*1 入 力 はPOS、 　CRT、 タ イプ端 末等、 まだ調 べ きっ てい ない 。

● *2 JEFに よ る 。

*1 10年 間で は無 理 との判 断 。

*1 定 型 パ タ ー ン。

,.

「
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'　　　一　 　 　 　 　
亀、 ラ

(1)、 ② (3}　 計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

▲シ　　　　　 ・、　　　'、

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑥ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信(含 そ(含

要 とす るア プ リケニ 値
数

|

タ

フ セ
頼 キ

法

制
値 ・

ト
ユ の プ

シ ョ ン技 術 項 目
演

演
べ ウ

性茎 z
バ

度 '

|
工

イ シ .

.(A・B・c) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

A

デ ィ ジ タル 伝 送 と

蓄 積 交 換 型 の ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
*1

◎ ◎ ◎
*2

◎

・

　 　 、

デ　 ー　 タ　 通　信
,

フ ァクシ ミリ(OCR

.'

B

や イメージ ・プロセ ッサ

等 とフ ァクシ ミリ技 術 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
*1

◎

の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 につ い て)

A
分 散 処 理 シス テ ム ◎ ◎ ◎

*2

◎
*2

◎ ◎ ◎
*1

◎ ◎ ◎

の　　　 発　　　 展

C 大 容 量DASD

*1
0 ○

、

、

. ■

B 分 散 デ ー タ ・ ベ ー ス ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
*1

◎ ⑥ ◎

'巳　　　　　　-
'

B D　 　 B　 　 M　 　　S ○ ○ ◎
*1

◎ ◎ ◎

B 知　 識　 ベ　 ー　 ス ○ ○ ◎
『○

◎
*2

◎
*1

◎ ◎ O

A
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1

'

、

{引　　計　算　機 に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の 注 釈

■ *1 プ ロ トコ ル 　 HDLC、 　DDX網 で統 一 。

*2 制約が大きい。
`

◆

*1 シ ンプ ル ・コー ス の み 。

*1 集中管理的な分散処理。

*2 強 力 な分 散 処理 用 遠 隔 コ ン ピ ュー タ。
、

‥

*1 分散指向のため要求少ない。(但L画 像 等 を扱 うと安 価 なデ ィス クは 必 要 。)

*1 国 産 は 米 に比 べ5～10年 お くれ て い る。
●

*1 ア ップ デー トの効 率 よい もの 。
'

'

*1 多品種少量を実現できるもの。

*2 外部 デ ー タ バ ンクの 有効 利 用 。

1
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(D、 (2) ㈲　　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目

、

重
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

要 とす る アプ リケー 値
数

|

タ

フ

ト

含
頼‡ 葡

■

値 . ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目 演 演
べ

ウ

エ

性2
ア

孝
パ

度 | イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

A

多 機 能 イ　 ン テ リ

ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・

*1

◎
*1

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

/

◎ ○ ○

⇔

や

ス　テ　ー　シ　 ョ　 ン

B

多機 能 イヒを施 した

事 　 務 　 用 　 電 　 話

(データ ・ベースのアクセ

*1

◎ ○

.

◎
*2

◎
*2

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ス等の応用について)

C

ソ　フ　 ト　 ・ コ　ピ ー

(ハ ー ド ・コ ピー か ら

*2

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎
*1

◎

ソ フ ト ・コ ピ ー へ)

》 〆

A 電　子　 メ　 _　 ル ◎ ◎ ○ ○ ○
*1

⑥ ○ ◎ ◎

B
一 オ　フ　ィ　 ス　映 像

◎ ◎ ○ ◎ ◎
*1

◎ O ○

▼

シ　　
.ス　　テ　　ム

B
デ シ ジ ョン ・サ ポー ト・

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
*1

◎ ◎
シ　　 ス　　　テ　　 ム

A E　 　 F　 　 T　 　 S ◎ ◎ ○ ◎ ◎
*1

◎ ◎ ◎
'
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'

●

◆

　 　 　 、

■

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

'　　　 {4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求 技　術 項.目 の 注 釈

1

*1

　 '

現 行 機 器 の ア ップ デー ト。 国産 技 術は お くれ て い る。

*1

*2

プ ッ シ ュ ホ ンに よ る デ ー タ ・ベ ー ス ・ア ク セ ス 。

組 込 み 用 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 。

、

*1

*2

法 的 規制 に よ り困 難。 伝 票 に は印鑑 が 必 要。

ハー ド ・コ ピー は5台 に1台 の割 合 。

*1
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 ■256kb

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1

*1 データの検索/表 示/投 入　会議システムとして利用。

*1 90年 まで は 難 しい だ ろ う。80年 代 に第1次 シス テ ム。

　 *1

'

手 形交 換、 商 品券、 ギ フ ト、 商品 決 済 等、S58～60年 頃実現 。
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事 務 員 は半 分 に なb、'か つ3交 替 とな る か ら6分 の1に な る だ ろ う。

　 OAの 推 進部 門 は 、 トッ プが 指 示 しな い とだ め で、EDP部 門 が 行 う.ことは邪 道 で あ

るo

(4)所 　 見

　 1)企 　業

　 　 　 この 企業 で感 じた こ とは 、OAに 関 して一 家 言 を もっ て い る こと。 例 え ば 次 の よ うな

　 　発 言 が あっ た。

　 　 　 　省 力化 が第1で あ る。

　 　 　 　 コ ンセ プ トはTop　 Down

　 　 　 　管理 の集 中 と業 務 の 分 散。

　 　 　 　物 は た め る と手 間 が かか る。

　 　 　そ して実 際 的 に もは っ き り した 方 針 で望 ん で お り、 プ ログ ラ ム開発 は 中央 で一 括 して

　 　行 い 、Down　 Stream　 で店 舗 コ ン ピュー タに送 る態 勢 を とっ て い る。

　 　 　特 に端 末 には 力 を入 れ て お り、 コ ン ピュー タの 開発 だ け で な く、'端末 も使 い 易 い よい

　 　 もの を 出 してほ しい とい うこ とで あ る。 特 に国 産 は外 国 に 比 べ て遅 れ て い る との 指 摘 が

　 　 あ った。

　 　 　 シス テ ム面 か らみ る と、 中央 で の集 中 管理 を とっ てい るが 、店 舗 コ ン ピ ュー タ で トラ

　 　 ンザ ク シ ョシ処 理 を迅 速 に行 っ て お り、分 散 処 理 とみ なせ る。 これ は通 信 回線 の コス ト

　 　や余 分 な デ ィス クや 磁 気 テ ー プの 節 減 に寄 与 して お り、ホス ト・コンピュータは、 端 末 の

　 　不足 分 を カバ ーす る とい う考 え で あ る。

　 2)業 　界

　 　 　 この 業 界 の シス テ ムは 、 バ ンキ ン グ、航 空 、鉄 鋼 業 界 の テ クノロジ ・トランス ファー に

　 　 よる所 が 多 い。 今 後 と も社 会 環 境 の整 備 を待 っ て漸 次 シス テ ム規 模 が 拡 大 して 行 くもの

　 　 と思 われ る。 しか し、多 品種 少 量 の シス テ ムは 、本来 大規 模 デー タ・ベー ス とい うもの に

　 　は な りに く く、端 末 レベ ル での 開 発 が 中心 に な ろ う。

　 　 　 OAは 直接 人 員 が 大半 を しめ る よ うに な るの で、ホワイ ト・カ ラーに関 して は問題 な く、

　 　今 後 は 、機 器 中心 の シス テ ム化 と経 営 戦 略 的 な高 度 の シス テ ム化 の 両 方 が必 要 で あろ う。

　 3)他 産業 との横 断 的 側面.

　 　 　小 売業 は 、全 産業 か らみ れば末 端部 分 に位 置 し、不 特 定 多数 の 人 間 との イ ン タ フ ェー

　 　ス を司 る フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロセ ッサ とみ る こ とが で きる。 従 っ て 、 こ こに要 求 され

　 　る もの は 、小 まわ りの き く柔 軟 な シス テ ム で あ り、 端末 志 向の シス テ ム で あ る。 基 幹産
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業 に み られ る太 い パ イ プは い らな い が 、常 時 発生 す る トランザ ク シ ョ ンを即 時 に処 理 す

る こ とが要 求 され る。 このよ うなマン ・マシン ・インタフェースとしその 速 応 性 と とも に、 企

業 と しての イ ン テ グ リテ ィ も要 求 され 、 市場 の動 向 を分析 で き る イ ンテ リジ ェン トな シ

ス テ ム 、顧 客へ の積 極 的 な セ ー ル ス活動 の シス テ ム化 等 の 多様 な機 能 を備 え る こ とが 当

該 業 界 を活性 化 す る うえ で必 要 で あ り、産 業 界全 体 シス テ ムの最 適 分 散 化 、 イ ンテ リジ

ェ ン ト化 に つ な が っ て行 くで あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

2.11　 銀 行 業(H社)

2.11.1　 業 界 の 特徴

　 わ が 国 の金 融 業 は 、40年 代以 後 の 資本 自由化 に伴 う国 際 化 の急 進 展 の 中 で 、企 業 の海 外 直

接 投 資 の質 量 共 の 拡 大 へ の 対応(外 国為 替 業務 偏 重 か ら海 外進 出企 業 への 融 資 、シンジケー ト・ロ

ー ンへ の参 加 等) 、 国 際 業務 の ウ ェイ トの 増 大 を は か る一 方 、新 た な金 融 サー ビスの 提 供 を通

じて一 般 大 衆 との取 引 の拡 大 が 進 行 し、大 衆 化 、業 務 多様 化 時 代 に 入 った 。 この た め 業務 量 は

ます ま す増 大 の傾 向 に あ る。

　 都 市銀 行 は 、30年 代 以 降 の 資 金 の量 的 な面 での 地盤 低下 を 、業務 の大 衆 化 、 多様 化 、 効 率

化 を通 じて 回復 して きたわ げで あ るが 、 これ を な し得 た有 力 な ツー ル は 、 コン ピ ュー タで あ .っ

て 、 これ よ り新 た な 金 融 サー ビスの 展 開 が可 能 と な った。

　 銀 行 業 が わ が 国 で最 もコ ン ピュー タ利 用 水 準 の 高 い 業 種 で あ り、大 量 、高 度 の 情 報処 理 ニ

ー ズ を も っ て い る こ と は い う ま で も な い
。

2.ll.2.　 H社 の訪問調査結果

(1)概 　要

同行は都市銀行 中の ひ とつで ある。

　　 1)社 員構成 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　J

　　　　ブルー ・カラー とい うものは ないので、仮 りに本社 的管理部門 を間接 部門、営 業 を主

　　　とする他の部門 を直接部門 とするな らば、間接部門は現在約10%で 、15年 後 も殆ん

　　　ど変わ りないが、8%く らいにな るかも知れ ない として いる。

　　2)直 接部門の変質

　　　 質的 な変化 はない と考 え られ るが、高齢化 の問題 が あり、高 齢者 でもやれ る仕事を見

　　 つ けてい くには どうした らよいかを考 えなければな らない。 ひとつには子会社に高 齢者

　　 を吸収す ることが考 えられ る。一方 で、女性の管理職 が既 に登場 し始 めてい る。
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　 3)生 産性向上

　　 』今後の業務量 の増大 の中で、 より少 ない人 員でいか に対処 してい くか とい うことが至

　　急の最 大の課題 であ る。そこで生 産性を上げるには、安く使える端末がますます必要となる。

　 4)管 理者Q時 間消費

　 　 　 フ ェー ス'ソ ー ・フ ェー ス と フ ェー ス ・ツー ・レ コー ズ の 合計 が60～70%で 、 米

　 　 国の 例 とほ ぼ 同様 で ある。 パ ー ソナ ル ・フ ァイル は手 書 の もの が多 く、 コ ピー も多 い。

　 　 根 回 しの た め に先 に 配 っ て お い て 、 あ とか ら正 式 の書 類 が 回 る とい う よ うな こ と も多 い。

(2)OAへ の要 求

　 1)ボ トル ネ ック

　 　① 　原 始 証 愚類

　 　 　　 手 形 、小 切 手 、 伝 票 類 な ど は膨大な 量 に達 し、 法 的 に一 定期 間保 管 して お か な け れ

　 　 　 ば な らな いた め 、 整 理 、 保 管 、 検 索 に大 変 な手 間 を要 す る。 これ らは離 れ た 建 物(文

　 　 　 書 セ ン ター)に 一 括 して保 管 して おか な けれ ば な らな い ほ ど膨大 化 して い る。 税 務 当

　 　 　 局 の ソフ ト ・コ ピー 、 検 索 、 再生 を容 認 す る措置 が 望 まれ る。

　 　② 　各 種 通 信 文

　 　 　　 手 書 き 、 一 部 印 刷 と 手 書 、印刷 を含 め各種 の通 達 文(営 業 店 向 け)が 大 量 に あ り、

　 　 　必 要 な時 に参照 で きる よ うに してお か なけ れ ば な らな い。

　 　③ 　 マ ニ ュアル 類

　 　 　　 手 続 類 で一部 変 更 を して 、 そ の 都 度、 営 業店 へ 周 知 徹 底 す る もの が あ る。

　 　④ カ レン ダー 、 ス ケ ジ ュー ル

　 　 　　 3、4の 部の集 りや 、担 当者 レベル の ミー テ ィ ング に お い て 、会議 室 の空 きの確 認 を

　 　 　含 め ア レン ジは結 構 大 変 で あ る。

　 　⑤ 　 リス ト

　 　 　　 コ ン ピ ュー タ 出 力 の 科 目 別 人 出 金 表 の量 が 大 量(営 業 店 向 け)、 定例 的 で あ る の

　 　 　 に 、参 照 す る 部 分 はそ の ご く一 部 とい う状 況 の無 駄 を な くせ ない か。

　 2)要 　求

　 　 ① イ メー ジ処理 技 術

　 　 　　 印鑑:サ イ ンの照 合 、確 認 す る手 段 の 確 立 が望 ま れ て い る。 照 合は 即 時 に で き る こ

　 　 　 とを要 す る。

　 　 　　 手 形 を含 め 原 始 証 愚 類 が 膨 大 で あ り、ほ ぼ永 久 的 な保 管義 務(10年)が あ るの

　 　 　 で 、整 理 保 管(ス ペ ー ス)、 検 索上 困 難 を きた して い る。 ソ フ ト ・コ ピー 、 出 力 の 法

　 　 　的 容 認 が 望 ま れ るが 、例 え ばCOMに 蓄 積 す る と して もデ ー タの 入 力 に手 間 が か か る。
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② 定量情報 と定性 情報の一体化

　　 地区(営 業 店)ご との店勢 、他行 との比較等 の計 数が 、数 字 とグラフが二体 となっ

　 て表 示 され る と よい。 呼 び 出 しは イ ンデ ックス に よって デー タが表 示 され る とよ い。

③ 音 声 入 出 力装 置 の 実 用化

　　 音敵 よ㌍ 宅 ・企業 か らの入力が甦 れ よ う・(A口 座 か らB・ 座への振 難 頼・

　 送金、残高照会 な ど)そ の場合 には、声紋 識別手段 の確立 が必要 である。 しか し、最

　 終的に伝票を必要 とす るか ど うか は今後の課題 であ る。

④ 日本語情報処理

　 ω　漢字情報処理

　　　 先 ず素人が入 力 し易い ことが必須条件。 アプ リケー シ ョンとしては、社内通達文 、

　 　 社 外 カス トマー 宛 て メー ル が あb　..デ ー タ量 は10～ 、50万 件/月(1990年 代)

　 　 く らい で あ ろ う。 内容 は預 金 、貸 出残 高 等 の通 知 で 、 パ ター ンは決 ま って お り、'氏

　 　 名 、住 所 を漢 字 とす る。

　 (ロ)　自然 言語 処 理 と機械 翻 訳

　 　 　 特 に な し。.

　 ψ→　ワー ド・プ ロセ シン グ

　 　 　 営 業 店 との 通 信 文 、手 続 き類(例 え ば 、金 利 変 更 に伴 う貸 出 レー トの 周 知 な ど、

　 　 変 更 部 分 は 少 い)'。 外 部 へ の通 信 文 はDM、 入 金 連 絡 を文 書 で 出す場 合 く らい で あ

　 　 る。 マ ニ ュ ア ル類 の 更 新 も考 え られ る。

⑤ デー タ伝 送 の レベ ル ア ップ

　 ω 　 デ ィジ タル 伝 送 と蓄積 型の デー タ通 信

　 　 　 入 力 が容 易 な端末 、 ホ ス ト ・コ ン ピュー タの 能 力 ア ップ。 高 速 伝 送 に よ り オ ン

　 　 ライ ン網 の レベ ル ア ップを して い くで あろ う。 営 業 店 か らの 情報 収 集 、 フ ァ ック ス 、

　 　 電 子 メー ル等 の結 合 に よ リ トー タル ・デ ー タ通 信 へ の 発展 へ 向か うであ ろ うが 、そ

　 　 の 実現 は一 に か か っ て コス トに ある。

　 (Tコ)　フ ァク シ ミ リ

　 　 　 プ リン タ、 コ ピア 機能 の結 合 。

⑥ 分散 処 理 シ ス テ ムの 発展

　 　 現 在 は セ ン ター 集 中 方 式 で 、単 一 セ ン ター で 処 理 してい る。 将来 ブ ロ ック ごとの セ

　 .ンター にな る の か 、 支店 で もつ(元 帳)の か不 明 で、 そ れ は コ ス トとの 絡 み で あろ う。

　 リス ク分散 の 意 味 か らは 、 マス ター を二 重 に もつ の か 、 更新 して い くのか とい う問題

　 が あ る。

　 　 地域 サー ビス の拡 大 上 は 、地 域 セ ン ター の設 置(5～6個 所)も あ り得 る だ ろ うが 、
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⑨

旬

(4)　 計 算 機lc対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

ホー ム ・バ ン キ ン グ 。

小売 店POS端 末 。(安 くて 手軽)　 カー ドー 記憶 容量 の あ る もの 。

1.印 鑑、 サ イ ンの照 合 顔 写 真 あ るい は指 紋照 合等、 本 人 確認 の手 段 の確 立。

　 　デー タ ・ベー スに これ らの 情 報 の 蓄積 を要す る。照 合 は即 時 を要 す る。

2.営 業 店 に 対す る科 目別 出 入 金 表 リス トを必 要 な部 分 だけ を検 索 して 出 力。勝 手 に指 定す る表 。

3.原 始 証懸 類が 法 に より、 長 期 保管 を義務 づ け られ てい るの で、 二 重 に 保管 す る問 題 。・

　 　 (ス ペー ス、 手 間)が あ る。 法 改 正を み ない 限 り、 これは 解 決 しな い。

1.地 区 ご との係 数 を 数値 と と もに グ ラフ化 出 力 。

　 　イ ンデ ッ クス に よ って デ ー タが 出 て く るこ と。

1.音 声 に よ る 自宅、 企 業 か らの 入 力、 振 替依 頼、残 高照 会 。

2.声 紋認 識 の必 要 。

預 金、 貸 出残 高等 に 決 ま って い る。 パ ター ンも決 ま ってい る。氏 名、 住所 等 。

1.素 人が 入 力 し易い こ と。 社 内通 達 文、 社外 カス トマ ー 宛 てメ ー ル 。

　 　デー タ量 　 10～50万 件/月 。

特に な し。

営 業店 との 通信 文 、手 続 類(金 利 変 更に 伴 う貸 出 し レー トな ど)。

(変 更 部 分 は 少 な い。)
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A

デ ィジ タ ル 伝 送 と

蓄 積 交 換 型 の

デ　ー　 タ　 通　信

◎1 ○ 02 ◎ ◎2 ◎ ◎ ◎3

B

フ ァクシ ミリ(OCR

や イメージ ・プロセ ッサ

等 とフ ァクシ ミリ技 術

の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

◎ ◎

.

.

`

B
分散 処 理 シ ステ ム

の　　　 発　　　 展

○ ◎ ◎

I

　 A 大 容 量DASD ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎

B 分 散 デ ー タ ・ペ ー ス ○ ⑥ ◎ ◎

A D　 　 B　 　 M　 　　S ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎

一

B 知　識　 ペ　 ー　 ス ◎ ◎ ◎

　 　 　 、
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

、

{4)　 計　算　機　に　対　す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈

d

1.入 力が 容 易な 端 末 。

2.ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ の 能 力 ア ップ 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　高速伝送。オンライン網の整備。営業店からの情報収集。→
`

・。。クス ・ネ。トワーク滝 子メールへの発展.　 　 ∫

、

プ リンタ、 コ ピア機 能 の 結合 。
,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〒

コス トとのか らみ で ブ ロ ックご との セ ンター に な る のか、 支 店 で もつ の か 不明 。

リス ク分散 一 マ スタ ー を二 重 に もつ のか、 更 新 してい くのか。

地 域 サー ビスの 拡 大 → 地 域 セ ンター の設 置 。

(現 在は集中方式)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∨

容量 とDBMS、 　CPU能 力　 三 位 一体 。

25,000MB

頻度は少なくても文書のようなものはDASD。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .

普通預金は頻度が多くて不向き。
一

'

営業店　何百MB
吟

本 部 一 人 事 部、 融資 甑 預 金 部 門 それ ぞれ に 合 った デー タ ・ベー ス。

い くつか の イン デ ック スの組 合 せ。

'

Rela⑪onal　 Data　 Base

CPUの スピー ドでなくDBの スピー ド。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .

ユー ザ が 容 易 に利 用で きる こと。

-

コ ンサ ルテ ィング、 企業 診 断、 研 修 。

家 庭診 断、 ロー ン診 断 。
`

rプ
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?

{引 　計 算 機 に 対 す る 要 求 技 術 項 目 の 注 釈

1.'1人1人 に 設 置 され るほ ど端 末が安 くな る こと。

　 　ポー タ ブ ル ・ター ミナル は デ ィスプ レイが つ くよ うに なれ ば普 及 。

2.原 始証 逓 が 残 る限 り、 ペ ー パー は残 る。 法 制 の 問題 。

対 カス トマー 商品 紹介 。

PR用 一 経 済情 報 。

会議 用、 教 育 用 。

トップ ほ ど必 要 に な る。

非 数 値情 報 を いか に取 り込 む か にか か る。

POS－ 小 売 店 。 簡 便 で 安 い こ と 。

ホ ー ム ・バ ン キ ン グ。

IDカ ー ド。

1.回 線 自 由 化 。
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　 そ れ も コス トとの絡 み で あ る。

⑦ デ ー タ ・ペ ー ス の普 及

　 　 検 索頻 度 が 少 な くて も文 書 の よ うな ものはDASDに 入 れ た い もの だ。 容 量 とDB

　 MSとCPU能 力 は三 位 一 体 で な けれ ば な らない 。 現 在 の デ ー タ量 は100MB×

　 250ス ピン ドル(2、5,000MB)。 普 通 預 金 は検 索頻 度 が 高 くて 、使 え ない。 安

　 定 性 と信 頼 性 の確 立 が必 要 で あ る。

　ω 　 分 散 デー タ ・ベ ー ス

　 　 　 も し営 業店 で分 散 デ ー タ ・ベー ス を もつ とす れ ば 、容 量 は 何 百 メガで あ ろ う。 本

　 　 部 で も入 事 部 、融 資部 、預 金 部(業 務 推 進本 部 、 融 資企 画 部)は 、そ れ らに 合 った

　 　 デ ー タ ・ペ ー ス を もって もい い で あろ う。 それ らの構 築 は い くつ か の イ ンデ ック ス

　 　 を組 合 せ て で きない か 。　 　 　 　 ・

　 (ロ)DBMS

　 　 　 Relational　 Data　 Baseの 形 に なっ て い くの では ない だ ろ うか。 条 件 と して

　 　 は 、CPUの ス ピー ドで な く、DBの ス ピー ド、 ユー ザが ど れ だ け 容 易 に 利 用 で

　 　 きるか 、意 志 決 定 者 が どれ だ け キー ・イ ン で き る よ うに な るか 、 で あ る。

　 内 知識 ペー ス

　 　 　 コ ンサ ル テ ィン グ、企 業 診 断 、 家庭 診 断 、 ロー ン診 断 、研 修 。 あ るいは 審 査 的 な

　 　 用 途 に使 え るか も知 れ な い。

⑧ 事 務機 械 、端末 機 の 多様 化

　 　 コ メ ン トな し

⑨ レス ・ベー パ ー ・オ フ ィス

　仔)　 ソ フ ト ・コ ピー

　 　 　原 始 証 愚 が残 る限 りペー パ ニは 残 る。 これ は む しろ法 制 の 問 題 で あ る。 レ ス ・ペ

　 　 ー パ ー に なる に は 、1人1人 に設 置 され るほ ど端末 が安 く、小 型 に な る こ とが必 要

　 　 で 、阻 害 要 因 と して は習 慣 が あ る。 ポ ー タ ブル ・ター ミナ ル で デ ィス プ レ イつ きの

　 　 ものが 出て くれ ば 、変 らざ る を得 な いの で は ない か。

　 回 　電 子 メー ル

　,　 ト一 夕元レ・デー タ通 信 が で きれ ば、 自然 に解 決 。

　 内 　 オ フィス映 像 シス テ ム

　 　 　対 カス トマ ー商 品 紹 介 、PR用 一 経 済 情 報 、会 議 用 、 教 育 用。 支店 長 会議 、担

　 　 当者 レベ ル ・ ミー テ ィン グ、 教 育 に使 え る。(テ レ コン フ ァ レン ス も含 む)。

⑩ 　 DSS　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 償

　 　非 数 値 情報 を いか に取 り込 む か に か か る。 イ メー ジ処 理 な どが どの よ うにつ なが っ
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　て くるか に も よる。 ミ ドル ・.マネジメ ン トに はそ れ な・りに侵透 して きて い る。 技 法 を生

、か す だ け で は 片 が つ か な い 。'ト ッ プ ほ ど 必 要 に な る の で は な い か 。

⑪ 　 EFTS

　 　 POS－ 小 売 店 。 簡 便 で 安 い こ と 。 ホ ー ム ・バ ン キ ン グ 。.ICカ ー ド。 ネ ッ ト ワ

　 ー ク 整 備 、 回 線 自 由 化 の 問 題 。

(3}　 1990年 代 の 社 会 にお い て 及ぶ 影 響

　 1)在 宅 勤 務

　 　 　 銀 行 は 遅 れ る だ ろ う。 そ の 前 に フ レ ック ス ・タ イ ムを導 入 す る だ ろ う。 客 商 売 な の で 、

　 　 入 と会 わ なけ れ ば な らず 、 お客 さん が店 にや って来 る限 り休 め な い。 本 部 の特 定 職 に限

　 　 れ ば可 能 か も知 れ ない が 、全 体 との関 連 でそ う簡 単 には い か な い。

　 2)オ フ ィスの 構 造 、 レイ ア ウ ト

　 　 　 端 末 の騒 音 が な くな る こ と、 侠 盗 化 の 問 題 を か か え て い る。将 来 、 オ ン ライ ン化 の

　 　 徹 底 で お客 が 少 な くな らない 限 り、 レ イ ア ウ トは 変 わ らな いだ ろ う。

　 3)組 織 とOA推 進 部 門

　　　 本部 と各部 を統括、つな ぎをす る部門が必要に なるであろ う。OA.は 部 分 的 に進 め

　　 てい き・従 って部分的変更の連続であろ うが、基本的 にはそ う変わ らないであろ う。しか

　　 し、本 部機 能の一部 が、営業店に入 り込む であろ う。 当面は事務部が推進す る こととな'

　　 ろ う。

(4}所 　見

　 1)訪 問企業

　　　銀行の性質上 、回答が抽象的 であ り、具体的 な要求仕様 はつかめ ない。 全体 と して 、

　　条件が整 えば前向 きに何 で も採 り入れてい くとい う印象を受けた。

■

2.12　 生 命 保 険 業(E社)

2r　1　2.1　 業界 の特徴

　生命保険業にかか わる情報は、次の2種 類に大別 することがで きるとい う(「 生命保 険業界」、

平井乙也、爾見浩 、西川幹人著 、教育社新書)。

　第1類 　会 社の 日常的業務遂行 上処理され るべ き情報 であって、例 えば 生命 保険会社 におけ

る基本的職能部門 についてい えば、
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　　 ① 保険関係 、一一申込書 、再診 カー ド、保険証券 、保 険料領 収証、住所変更通知 、保険約款

　　　 貸付 申込 書、'保険給付 申請書等 々。

　　 ② 投資関係 一 有価 証券 売買記録 、財務 貸付原票等 々。

　　 ③ 経理 関係 一 現金 出納伝票 、事業費支 出伝票 、納税通知書:責 任準備 金明細等 々。

　　 ④ 人事 関係 一 従業 員入社 関係書類 、従 業員氏名住所記録 、賃 金台帳、経歴 カー ド、超過

　　　 勤務記録 、勤務考査票等 々。

　 が あ り、 これ らの情報は比較的定型的 、準則的 といえる。　 　　 :

　　 第2類 　経営意志決定上必要 な情報 に変換す るために、収集 、加工、伝達 される情報で あっ

。　 て、計画 、予算 、予測、あるいは結果報告 といった形 を とる ことが多い。 内容的 には、時には

　 第1.類 の デー タの集計結果 ない し集約結果 である場合 もあるが 、多 くの場合 、他社状況 をは じ

　 め一般的経 済 デー タとか人 口デ一 夕(人 口、世帯数 、年令別性別家族構成 、人 口増加率、人 口

　 移動 パ ター ン等)、 地域別民力データ といった会社外部のデー タを含 み、その収集、加工 は第

　 1類 の場合に比べ、 より非定型的 、非準則的 である。

　　 しか し、業務量 のきわめて大 きな部分 が、本来 の機能 である保険業務 で占め られるの は当然

　 である。保 険業務 の情報処理 は、①保険の本質が多数の人 に よる リスクの相互分担 にある とこ

　 ろか ら、多数 の同質的契 約につ いて抽 出、挿入 、比較、判断 といった大量定型的、論理的繰 り

　 返 し処理に よる ものが多い'、②保険商品 自体 の もつ数理的性格 か らデー タ処理 に当たって各種

　 の計算作業 が膨大 である、 どいった特 徴 をもつ と同書は指摘 してい る。

　 膨大 なデー タ処理量

　従 って、一般的に生命保険業 は膨大 なデー タ処 理量 をかか える とい うことがで きる。米国の

よ うに千数百社にのぼ る保険会社(同 国の場合 は生保 と損保が兼営 できる)が 営業 してい るの

と異 な り、わが国では生保 と損保 の兼営 はで きず、 しか も生保会社は21社 、損保会社は22

社 しかない関係 上、最大生保会社 と最小規模会社 には保有契約高 で300倍 弱 、総資産 で100

倍 弱の格差が ある ものの、すべ てが全 国的 な営業組織 を もち、その取扱 い量 は大量 であるとい

う共通点が ある。

　 ま た ・ほぼ 全社 員 が ホ ワ イ ト ・カ ラー とい え るが ・70%以 上 が外 務 員て ・そ の数 も何 万 人

とい う他 の産 業 にみ られ ない 内容 を もつ。

　 同書 に よれ ば 、か って は本 社 に集 中可 能 な事 務 は で き るだ け 本 社 に集 中 して迅 速 、正 確 な処

理 をは か る と と もに 、支社 、機 関 は販 売 サ ー ビス に必要 なデ ー ダの提 供 を受 け て機 動的 に行 動

す る とい う 「事 務 の 集 中 と責 任 権 限 の 分 散 」 が い わ れ た が 、 オ ン ラ イ ン化 に伴 い 、,よ り正 確 に

は 「フ ァイ ノヒの 集 中 と責 任 権 限 の 分 散 」 が は か られ よ うと して い る。
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　 業 界の 将 来 動 向

　 生 保 業 界 は 、 これ まで 不 時 の事 故 な どに よる災 害 死亡 危 険 や 災 害 ・疾 病 に よ る入 院 とい った

保 険 に対 処 して きたが 、今 後 は確 実 に進 行 す る急 速 な高 齢 化社 会 にお け る老 後保 障 の問 題 、昭

和48年 の100%自 由化 に よ る国 際化 に対 す る競 争 力保 持 の 問題 、 消 費者 志 向 時代 へ の 対処

の 問題 、 な ど を抱 え てい る。

　 一 般 的 に これ ま では100人 の専 業 外 務 員 よ り1,000人 の 素 人外 務 員 の 方 が大 量 販 売 につ

な が る とい っ た質 よ り量 を上 位 に置 く経 営 で あ った が、50年 の保 険 審 議 会 の 「今 後 の 保 険事

業 の あ り方 につ い て」 とい う答 申以 後 、量 よ り質 へ の転換 と消 費者 サ ー ビスの 強 化 を推 進 して

き たの で あ るが 、上 述 の よ うな複 雑 化 に伴 い 今後 に こそ質 の一 層 の改 善 深 化 が望 まれ て お り、

正 確 、 精 密 な生 命 保険 に 関す る情 報 の 提 供 を通 じる 消費 者 本 位 の マー ケ テ ィン グ活 動 の構 築 が

問 題 とな って い る。

　 以上 の よ うな背景 か ら、生 保業 界 一 般 に対 して いえ る点 は 、次 の 点 で あろ う。

　 ① 　生 保 業 界 は未 だ新 種 保 険 の登 場 、複 雑 化 が予 想 され 、外 務 員 、内勤 社 員 へ の教 育 、周 知

　 　 の必 要 が 多 々生 じる。

　 ②　 生 保 業 界 の フ ァイル ・デ ー タ量 は 膨 大 で 、 効 率 的 なDASD、 　 DBMSと そ の ため の

　 　専 用 コ ン トロー ル ・コ ン ピュー タが 必 要 とみ られ る。

　③ 　 内勤 社 員 を ホ ワイ ト ・カ ラー 、外 務 員 を ブル ー ・カ ラー と仮 に す る な ら ば 、 そ れ らの

　 　構 成 比 は 今 後15年 間 、'ほとんど変 わらない と予想 され る。 保 険 販 売の 質 を改 善 す るた め に、

　 　 セ ンター と外 務 員 をオ ン ライ ンで結 ぶ ポー タ ブル ・ター ミナ ルの ニ ー ズ が あ る。 米 国 で は

　 　す で に ポ ー タブル ・ター ミナ ル を外 務 員 に もたせ て い る保 険会 社 が あ り、外 務 員 は セ ン タ

　 　ー と交 信 しなが ら見 積 書 や 提 案 書 を 出先 で作 成 して い る。

◆

2.12.2　 E社 の調 査結 果

　 (1}概 　 要

　 外 務 員 を 合 わ せ た社 員 数 は約80,000名 、営 業 店 約120、 支 部 約1,900を 擁 す る大 組 織

で 、本 社 と営 業 店 に フ ァク シ ミ リを、 支 部 に音 響 カプ ラー を配 置 して い る。 本 社 セ ン ター に外

国 機 の 超 大 型 コ ン ピ ュー タ ・シ'ステ ム2セ ッ ト、国 産 機 の 大 型 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム2

セ ッ トを設 置 、営 業 店 と本 社 とは128KBの ビ ジ ュア ル ・デ ー タ ・タ ー ミナ ル、 プ リン タ

OCRを 通 じて結 ぶ 、 本 社集 中型 の シス テ ム で あ る。保 険 業 務 情報 処 理 の タ イ ム ・ラグ を いか

に短 縮 す る か が課 題 とな って い る。

　 　 1)　 従 業 員 構 成 の変 化

　 　 　 　 現 在 は内 勤社 員23%、'外 務 員77・%で あるが 、1995年 で も内勤25%と ほ とん

　 　 　 ど変 わ ら ない と予想 され る。
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2)　 ブ ルーrカ ラー の変 質

　 　・外 務 員(販 売 部 門)の 訪 問 販 売は 今 後 も変 わ らないが、外務 員 は今 よりもっ と細 か い数

　 字 を扱 う こ とに な り、彼 らを支 援 す る ポー タ ブル ・ター ミナルが 必 要 に な る。 ま た 各販

　 売員 の ため の 市場 フ ァイル とそ こか ら情 報 検 索 を行 え る ター ミナ ル と ソフ トウ ェアの整

　 備 が必 要 とい う。

3)生 産 、事 務 部 門 の 生 産性 向上

　 　 生 産(外 務)の 生 産 性 向上 を測 る尺 度 は1人 当 り新 契 約 高 、事 務(内 勤)の そ れ は1

　 人 当 り契 約 保 有 件 数 でみ て お り、 尺度 が 違 うの で並 列 して も意 味 が な い。 た だ付 記 す れ

　 ば 、 生産 部 門 の生 産 性 は15年 後 に現 在 の2.5倍(個 人 的 な意 見 に よ る外 挿 か ら)で あ

　 る0

4)　 管 理 者 の時 間配 分

　 　 米 国 の場 合 は 、 フ ェー ス ・ツー ・フ ェー ス の 消 費時 間 が35-45%で あるが 、E社

　 では50%以 上 で あ り、分 析 に利 用 で きる 時 間 は0-1.0%程 度 とい う。

5)電 子 化 事務 所 の 管理 者 機 能 へ の衝撃

　 　 米 国 の調 査 、予 想 例 とほぼ 同 じ と予測 して い る。

② 　 OAへ の要 求

　 1)　 ボ トル ネ ック

　 　 　 ドキ ュ メ ン ツの氾 濫 に関 して の一 般 的 な ボ トル ネ ックは 、 オ フ ィス ・ス ペー スの 狭溢

　 　 化 、 同一 書 類 の 重 複 保 管 、 重要 帳票 の 安 全 保 管 、書 類 の 検 索 ・保 管の 属 人 化 、 とい う問

　 　 題 が あげ られ た。

　 　 　 個 別 ドキ ュ メ ン ツで指 摘 され た こ とは 、 原始 証 愚類 、膨 大 な 量 に の ぼ る執 務 基 準 書

　 　 の メ イ ンテ イ ンで あ る。

　 　 　 原 始 証 愚類 は 、量 と種 類 が 多 い(販 売 に 関 す る もの が 多 い)こ と、 保 管 ス ペ ー ス の問

　　 題が あげ られてい るが・ と くに生保業va欠 かせ ない印鑑照 合 確 認C繊 化の醗 さカミ

　 　 指摘 され て い る。

　 　 　 以 上 の ボ トル ネ ック解 決 を期 待 され る技 術 と して は 、 証拠 能 力の あ る保 存 媒体 、八 一

　 　 ド ・コ ピー 、 ソ フ ト ・コ ピーの い ずれ で も選 択 可 能 とす る こ と、遠 隔 地 へ も ソフ ト ・コ

　 　 ピー で伝 送 で き 、現 地 で ハ ー ドま たは ソ フ トの いず れ で もコ ピー可 能 とす る こ と、検 索

　 　 キー が文 書 中か ら生 成 で き る こ と、通 信 衛 星 を含 む 超 高 速 回 線 が整 備 さ れ る こ と、 デ ィ

　 　 ス プ レイ装 置 とコ ピー 装 置 が小 型 に な る こ とが あげ られ た。

　 　 　 ま た 、社 会 の ボ トル ネ ック と して 、原 始 証 愚類 の 原 物 保 管 が義 務 づ け られ て お り、仮

　 　 に 機 械 化 が で き る と し て も 、 二 重 に保 管 しなけれ ば な らな い とい う法 制 の ネ ック が 指
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●

摘 され てい る。

2)・ 要 　求

① イ メー ジ処 理 技 術

　 　ω 　 イ メー ジ処 理 技 術 の レベル ・ア ップ

　 　 　 契 約 申込 書 、諸 変 更 帳 票 の一 括 管理 伝 送

　 　 　 契 約 申込 書 、諸 変 更 帳 票 を一括 保 管 す る一 方 、 これ らの 事 務 を現 地 で処 理 可 能 な

　 　 　よ うに コ ピー を伝 送 した い と して い る。 現在 はCOMか ら出力 し、 フ ァク シ ミ リで

　 　 伝 送 して い る が 、 これ を高速 化 した い と して い る。原 始 証 愚 類め照 合 、問 い合 わせば

　 　 主 と して印 鑑 、 メ イ ン業 務 に関 す る もの で、蓄 積 した もの を参 照 す る点 では 、 全 部

　 　 を 出力 す る必 要 は な く、必 要 な情報 だけ を取 り出 し、様 式 化 を 自由 に行 って伝 送 で

　 　 　きる こ と、 印 影 に つい ては 証 拠能 力 を付 与す る こ とが要 件 で あ る。

　 　 　 入 力 デ ー タの 形 態:手 書 情 報お よび 印 影。

　 　 　 入 力手 段:撮 影 機 、OCR、 フ ァク シ ミ リ。

　 　 　 入 力 デー タ量 と入 力速 度:最 大20万 件/日 、端 末 当 り2千 件/日(端 末 数100

　 　 台)。(1日=8時 間)

　 　 　 出力 デー タの形 態:契 約 申込書 お よび諸変 更帳 票 の コ ピー 。

　 　 　 出 力手 段:ビ ジ ュア ル ・デー タ ・ター ミナ ル上 の ソ フ ト ・コ ピー 、 また は ハ ー ド ・

　 　 コ ピ ー　 　 　 　 　 o

　 　 　 出力 デー タ量:最 大3万 件/日(8時 間)、 端 末 当b3千 件/日 。

　 回 　 定量 情 報 と定性 情 報 の 一 体化

　 　 　 契 約 申込 書 の 直接 コ ン ピュー タ入 力

　 　 　 契 約 申込 書 等 の項 目の う ち コン ピュー タに 搭 載 す る も の は 、直 接OCRか らコ

　 　 ン ピュ一 夕へ 入 力 し、 入 力 作 業 の 軽 減 をは かbた い と して い る。'これ は最 も期 待

　 　 す る領 域 で あ る。

　 　 　 使 用環 境:機 械 室 内 で簡 単 に使 用 で きる こ と。

　 　 　 入 力 デー タの 形 態:手 書 き、機 械 印字 、印影 な ど契 約 にか か わ る諸事 項 。

　 　 　 入 力手 段:OCRと 撮 影機 の複 合 体。

　 　 　 出力 デ ー タの 形 態:画 像 情 報 は イ メー ジ。 数 値 情 報 は コ ン ピ ュー タ処 理 結 果 。

　 　 契 約 申込 書 等 の 中味 。

　 　 　 出 力手 段:ビ ジ ュア ル ・デ ー タ ・ター ミナル 上 の ソ フ ト ・コ ピー 、 フ ァク シ ミ リ、

　 　 プ リンタ 。　　　　　　　　 '

　 　 　 デー タ量 に つい て は 、 月末 の ピー ク時 に高 速 伝 送 を行 え る こ と。 量 は イ)と 同 じ

　 　 量 。 従 って 高 速 超 大 容 量 記 憶装 置 に期 待 す る。 入 力手 段 が解 決 す れ ば 、営 業店 の仕
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　 　 事 は楽 に な り、耳 で 聞 き な が らチ ェ ックが で き る よ うに な る。

② 音 声 入 出 力 シス テ ムの 実 用 化

　 　 営 業 店 、支 部 か らの 入 出 力 の容 易化 が 目的 で、 ター ミナル か ら入 出力。

　 　 使 用環 境=事 務 室 に近 い 一 部 で 、音 か ら隔 離 さ れ た場 所。

　 　 入 力 デ ー タの 形 態:カ ナ と数 値 情 報 。

　 　 入 力手 段:不 特 定者 の 音 声 。 話 し言 葉 の 単語 が入 る こ と。 個 人 の確 認 が行 え る とい

　 し(o

　 　 補 助機 能:入 力 内容 の ガ イ ドライ ンお よび入 力 内容 表 示 を ビジ ュアル ・デー タ ・タ

　 ー ミナル上 に行 う。

　 、出力 デ ー タの 形 態:数 値 情 報 す べ て。

　 　 出力手 段:音 声。　 　 　 　 　 　 　 .

③ 日本語 情 報 処 理 の展 開

　 目)漢 字 情 報 処 理

　 　 　 使用 目的 は 、文 書 、 姓 名 、住 所 な ど、通 常 漢 字 を使 用 してい る もの は、 す べ て漢

　 　字 出力 を行 うこ と。

　 　 　入 力 デー タの形 態:文 書 、 姓名 、住 所 な ど。

　 　 　入 力手 段:音 声 で入 力 す れ ば 、 そ れ が漢 字 に変 換 され て 出力 され る と よい 。 カナ 、

　 　 漢字OCR、 漢 字 鍵 盤 。

　 　 　補 助 機 能:入 力内 容 の ビ ジュ アル ・デ ー タ ・タ ー ミナ ル表 示 。

　 　 　 出 力デ ー タの 形 態:文 書 、顧 客 へ の通 知 等 、事 務 通 知 。

　 　 　 出 力手 段:プ リ ンタ、 ビ ジ ュア ル ・デ ー タ ・タ ー ミナル 表 示。

　回 　 自然 言 語処 理

　 　 　 マ ニ ュ アル(執 務 基 準 書)の 自動 編集 、社 員 の 執 務 基 準 書が 多様 か つ 膨大 で あ り、

　 　 その 更 新 に大 変 な労 力 を要 して い る(事 務 内容 が 変 わ る とそ の 挿 し換 えが 大 変 で、

　 　 これ を委 せ られ る よ うに な るま で に女 子 社 員 で少 な くと も2年 を要 す る。)の で 、

　 　 これ を 自動 編集 で きる こ と。

　 　 　入 力 デ ー タの形 態:漢 字 ・ ひ らが な ・ カ タ カナ ・外 国 語(英 語)ま じりの,文章 と

."図 表。

　 　 　入 力手 段:文 章 そ の もの 。

　 　 　補 助機 能:音 声 入 力 、 キ ー ・イ ン、 ビ ジ ュアル ・デー タ ・ター ミナ ルに よる編 集

　 　 チ ェ ック。 様 式 化 、 配 列 、 編集 機 能 。 イ メー ジ処 理 。

　 　 　入 力 デ ー タ量:個 別 保 険3,000ペ ー ジ(基 礎 的 部 分 だけ)。 全体 的 に は10,000

　 　 ペー ジ。1冊500ペ ー ジ前 後 。 社 員 教 育 用 は 、 地 図 が 入 る と助 か る。'
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　 　 　 エ ン ド・ユ ー ザに よ る コ ン ピ ュー タ処理

　 　 　 目的 は エ ン ド・ユ ー ザが希 望 す る ゴ ン ピ ュ一 夕処 理 を 簡 単 に行 え る 環境 づ く りで

　 　 あ る。

　 　 　 入 力 デー クの形 態:日 本語 形 式 の プ ログ ラ ム。

　 　 　 入 力手 段:音 声 入 力 、 キー ・イ/。

　 　 　 補助 機 能:ビ ジ ュアル ・デ ー タ ・ター ミナ ル に よる表 示。

　 　 　 出力 デ ー タの形 態:プ ログ ラ ムの論 理 を図 で表 示 す る。

　 　 　 出力手 段:ビ ジュ アル ・デ ー タ ・ター ミナ ル 、 プ リン タ。

　 ψ寸　ワー ド ・プ ロセ シ ン グ

　 　 　 使 用 目的 は 、 日本 語 文書 の作 成 の 省 力 化 と定 型 文 書 の パ ラグ ラフ化 で あ る。

　 　 　 入 力 デ ー タの 形 態:事 務 文 書 全 般。

　 　 　 入 力手 段:音 声 入 力 、 カ ナ、 キ ー ・ボー ド、漢 字 鍵 盤。

　 　 　 補 助 機 能:B4版 の 全面 積 が表 示 可能 な ビ ジ ュア ル ・デー タ ・ター ミナ ル。

　 　 　 入 力速 度:60字 以 上/分 。

　 　 　 出 力手 段:複 写 可 能 な プ リンタ。

④ デ ー タ伝 送 技 術 の レベ ル ・ア ップ

　 ω 　 デ ィ ジタ ル伝 送 と蓄積 交換 型 の デー タ通 信

　 　 　 オ ン ライ ンは 蓄 積 しな い で 、専 用 回線 ネ ッ トワー クの 効 率 的使 用(高 速 伝 送)を

　 　 した方 が い い と して い る。

　 　 　 オ ン ライ ン ・シス テ ム、 フ ァク シ ミ リ'・シ ス テ ム、電 話 を総 合 的 に使 ら 、 出 力 は

　 　 あ らゆ る端 末 とコ ン ピ ュ ー タ か ら 行 う こ と。 入 力 速 度 は96Kbps以 上 で ある

　 　 こ と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～

　 6コ)　フ ァク シ ミリ

　 　 　 使 用 目的 は 、 帳 票 の数 値 情 報(カ ナ を含 む)はOCRで 、そ の 他 の漢 字 な どの 項

　 　 目は イ メー ジ情 報(ド ッ ト ・パ ター ンの ま ま送 る よ うな方 向 で)で 使 用 す る こ と。

　 　 　 入 力 デー タの 形 態:す べ ての 事 務 帳票 。

　 　 　 補 助 機 能:OCR部 分 は ビ ジ ュアル ・デ ー タ ・ター ミナル で表 示 す る。

⑤ 分 散 処 理 シ ステ ムの発 展

　 　 現 在 は 本 社 セ ン ター で集 中処 理 して い るが 、現 地 ニー ズ を現地 で解 決 す る こ とが 必

　 要 。 全 部 が 分 散 処 理 に な る こ とは ない。

　 　 入 力 デー タの 形 態:地 域 に も とつ い た各 種 デー タ 、す なわ ち顧 客 情 報 、販 売 員 活 動

　 状 況 、 な ど。

　 　 入 力 手 段:① 本社 か らの伝 送 。 ② 市場 状 況 、活 動 状 況 はOCRま た は キー ボー ドな
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　 ど。

　 　 入 力 デ ー タ量:1,200MB/1個 所(全 体 で は100個 所),。

⑥ デー タ ・ベ ー スの普 及

　 ④ 　 大容 量DASD

　 　 　 数 値 情報 、画 像 情 報 をす べ て一元 管 理 す る。

　 　 　 入 力手 段:OCR、 キー ボー ド、 フ ァク シ ミ リ。

　 　 　 入 力 デ ー タ量:契 約5,000万 件 の 数 値 情報 と画 像 情 報 を保 存 管理 。

　 　 　 出力 デ ー タの意 味:契 約 保 全 事務

　 　 　 出力手 段:ビ ジュ アル ・デー タ ・ター ミナル 、 フ ァク シ ミ リ、 音 声。1つ の 端末

　 　 です べ て で きれ ばそ れ に 越 した こ とは な い。

　 (ロ)分 散 デ ー タ ・ベー ス

　 　 　 ⑤ と同様 。 本 社 機 能 の 中 で 、い ろ い ろ な部 門 、例 え ば企 画 、長 期 事 務 計 画 とい っ

　 　 た機 能 を分散 す る こ とが 考 え られ る。 支 社 へ もか な りの機 能 を分 散 で きる。 技 術 が

　 　 発 達 す れ ばそ うさせ て もい い。 しか し、 デ ー タその もの を分散 す る こ とは な く、集

　 　 中の 方 が い い。 保 険機 能 を分 散 化 す る こ とは で きな い。

　 ?9　 DBMS

　 　 　 顧 客 フ ァイ ル な どメ イ ン ・フ ァイ ル は すべ て デ ー タ ・ベ ー ス と して利 用 す る。

　 　 　 入 力 デ ー タ量:1フ ァイ ル120,　 000MB/セ ン タ ー と 、 膨 大 な 量 が あ り、

　 　 高 速 超 大容 量 のDASD、 効 率 的 なDBMS、 専 用 の デー タ ・ベ ー ス ・コ ン トロー

　 　 ル'コ ンゼ ユ一 夕を必 要 とす る。

　 ⇔ 　知 識 ベ ー ス

　 　 　 営 業上 の各 種 経営 施 策 、 社 員教 育 、顧 客 に対 す る案 内 に活 用 で きる。

⑦ 事 務機 械 、端 末 機 の 多様 化

　 ④ 　多機 能 イ ンテ リジ ェン トWS

　 　 　 オ フ ィス業 務 の す べ て に つ い て 、端 末 を通 じて行 う。

　 　 　 使 用環 境:女 子 社 員 が 中 心 に活 用 す る。

　 　 　 入 力 デ ー タの形 態:数 値 デー タ、 日本 語 文章 。

　 　 　 入 力手 段:OCR、 キー ボー ド、音 声 入 力。

　 　 　 出力 手段:ビ ジ ュアル ・デー タ ・ター ミナル 表示 、 プ リンタ、 音 声 。

　 ⑰ 　 多機 能化 した事 務 用 電 話

　 　 　 販 売 員 が 自分の 行 動 を電 話 を通 じて フ ァイル へ入 力 で きる こと 、 また 直接 デー タ、・

　 　 ベー スヘ ア ク セ ス で き る こ と。顧 客 の 前 で契 約条 件 な どを ポー タ ブル ・ター ミナル

　 　 を通 じて処 理 で きる こ とが で きれ ば 、 非常 に良 い。
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1

　 　　 入 力 デー タの形 態:販 売 員 専用 顧客 フ ァイ ル、 市 場 フ プ'イル 、顧 客 情報 フ ァイ ル。

　　　 入力手段 プ・シ・ホン・音声6

　 　　 出力手 段:プ リンタ、 ピ ジ己 ア ル'・ デー ダ ・ター ミナ ル 、 フ ァク シ ミ'リ。

⑧ レス ・ぺ ニ パ ー ・オ フ ィスの 出現

ω ソフ ト1コ ピー　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　
、i

　 　　 帳 票 を是 非 と も必 要 とす る もの か 、 ハー ド ・コ ピー をつ くる前 に判 断 行 為 を行 う。

　 　 ベー パ ー ヒス とは・な らない。

　 ⑰ 　 電子 メー ル

　 　　 社 内連 絡 、顧 客へ の 案 内(払 込 案 内 、契約 状 況 通 知 な ど)に ニ ー ズが ある。

　 　　 使 用環 境:専 用 回線 、 公 衆 回線 。

⑨ デ シ ジ ョン ・サ ポー ト ・,シス テ ム・

　 　 販 売戦 略 の決 定 に ニー ズが あ る。 デー タは市 場 情 報 フ ァイ ル:戦 略 事 項。

⑩ 　 EFTS

　 　 企 業 お よび銀 行 との 決済 を回線 を通 じて行 い たい。 デー タの 形 態 は 、企業 一 企 業

　 保 険情 報 、保 険 料 引落 し、 銀行 一 保 険 料 引落 し、 年 金 支 払 い。

■

(3)　 1990年 代 の 社 会 にお い て及 ぶ 影 響

　 1)在 宅 勤 務 の 可 能性

　 　　 プ ログ ラ ミン グ な ど個 人 作 業 に依 存 す る'ものは比 較 的 容 易 に 在 宅勤 務 は可 能 で ある が 、

　 　 他 の業 務 は 事 務 の 流 れ の一 部 で あ った り、集 団 の判 断 に よっ て決 定 され る業 務 が 多 いの

　 　 で在 宅 勤 務 は 困難 で あ る ・ と して い る・ しか し・そ の 時 に な っ て人 間 の 意 識 が変 り、知

　 　 識 ベ ー ス な どが 関係 した りす れ ば 、他 社 と の競争 関 係 で ど うな るか は 難 しい と ころで あ

　 　 る。 そ れ に は ワー ド ・プ ロセ シ ング と コン ピュー タの 密 接 な 結 合 が なけ れ ば な らな い。

　 2}オ フ ィスの 構 造 、 レイア ウ ト

　 　　 各社 員 が独 立 した コー ナ ー を もち、 そ こに は ビジ ュア ノじ:デ ー タ ・ター ミナ ル、 イ メ

　 　 ニ ジ情 報 表示 装 置 が装 備 され てい る。 事務 室 全 体 が ペ ー パ ー レス を 目指 し、 キ ャビネ ッ

　 　 ト類 は置 か せ ない の で 、 ス ペー ス余 裕 の あ る事務 室 に な る。

　 3)組 織 とOA推 進 部 門

　 　　 組 織 の基 本 構 造 に大 き な変 化 は な いが 、本店 の 集 中事務 処 理 部 門 は 、事 務 の現 地 化 が

　 　は か られ る,であ ろ う。

　 　　 事務 管 理 部(EDP部 門)が 、レス ・ペー パー ・オ フィス を 目指 し、段 階 的 に機 器 を導

　 　入 して い くで あ ろ う。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

・

(4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の　注　釈

● 1.顧 客の 前 で、 契 約条件(見 積 書、 提 案書 な ど)を ポー タ ブル ・ター ミナルを 通 じて処 理 で き る こ と。 多機 能 化 を施

した事務用電話とも関連がある。

2.入 力デ ー タの形 態 　 販 売 員専 用顧 客 フ ァイル、 市 場 フ ァイル、 顧 客情 報 フ ァイ ル。
■

1.契 約 申込 書、 諸 変 更 帳 票 を一 括 保 管 し、 本 社 と営業 店 をつ な ぎ、 事 務 を現 地 で 処 理 可能 とす る こと。 従 って、 印鑑

照合、手書きの非数値情報、数値情報を入出力することが必要。証拠能力ある保管媒体。
2.出 力側では、蓄積したものを全部出力する必要はないが、必要な情報を取り出し、様式化を自由に行って伝送する

こ とが 要件 。 印 影 につ いて は証 拠 能 力 を 付与 す る こ と。

3.デ ー タ量 は最 大20万 件/日 、 端 末 当 り2,000件/日(8時 間)と 大量 で 、 高速伝 送 が必要 。・

4.原 始証 悪類 が 法 に よ り、 長期 保管 を 義 務づ け られ てい るので 、 二 重に保 管 す る 問題(ス ペー ス、 手 間)が ある。 法

改正 の 要 あ り。

1.契 約 申 込書 等 の 項 目の うち コ ン ピュー タ に入 力 す るもの を 直接 原始 書 類 か らOCR入 力 し、 作 業 の軽 減 をは か る。

入力データの形態は手書き、機械印字、印影など契約にかかわる諸事項。

`

1.営 業 店(約120)、 支部(約1,900)か らの 入出 力 の容 易化 。 タ ー ミナル か ら入 出力。

入力手段……不特定多数の音声。話し言葉の単語が入ること。個人確認が行えること。

入 力 デー タの 形態 …… カ ナと数 値 情 報 。

補 助 機能 …… デ ィス プ レ イ上 で内 容 チ ェ ック。

1.音 声 で 入力 す る と、 漢字 で 出 力 され る こと。

● 入 力の 形態 　 文書、 姓 名、 住 所 な ど。 用途 … 文書 、 顧 客へ の 通 知、 事 務 通 知 。

,,1

臣
'

1.マ ニ ュア ル(執 務 基 準書)一 日本 語 文 章(漢 字、 ひ らが な、 カタ カ ナ、 アル フ ァベ ッ ト文字、 数字)ま じ りの文 章
.

を理 解 し、 図表 を理 解 す る こ と。 教 育 用 は地 図 も含 む。

2.変 更部 分の挿 し変 え、 文 章 の 中に 図 表 を投入 す るな ど、 編集、 印刷 す る こ と。

デ ータ 量　 数百 ペー ジ。

a.エ ン ド ・ユ ー ザが 日本 語 形 式 で プ ログ ラム を入 力 し、 プ ロ グ ラムの 論理 を 図示 す る。 目的 は 環境 づ くり。

日本語文書作成の省力化と定型文書のパラグラフ化。

音声入力。

.
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値 ・

ト ユ のZ

シ ョ ン技 術 項 目
演

演
べ ウ 酵 7

ノく

度 1
工

イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

A

デ ィジタ ル 伝 送 と

蓄 積 交 換 型 の ◎ ⑥ ◎ ◎
ヤ⑥

●

P

デ　 ー　 タ　 通　信

フ ァクシ ミリ(OCR

や イ メー ジ ・プ ロセ ッサ

B 等 とフ ァク シ ミリ技 術 ◎ ◎ ◎
の ハ イ ブ リ ッ ド ・

ユ ー ス 等 に つ い て)

B
分散 処 理 シ ス テ ム ○ ◎ ◎
の　　　 発　　　 展

A 大 容 量DASD ⑥ ○ ◎ ◎ ⑥' ◎ ◎

、

B 分 散 デ ー タ ・ ベ ー ス
○ ◎ ◎

4

一

A D　 　 B　 　 M　 　　S ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 知　識　 べ　 一　 ス ⑥ ⑥ ◎ ◎
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`

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～

{4}　 計　算　機　に　対　す　る　要　求　技　術　項　目　の　注　釈

、

一

亀 衛星通信を含む総合通信。

高 速 デー タ通信 。

入 力速度 　 96Kbps以 上 で あ る こ と。
●

帳票 の数値 情 報(カ ナ を含む)はOCRで 、 そ の他 漢字 な どの 項 目は イ メー ジ情 報(ド ッ ト ・パ ター ンの ま まで)を 送

る。

地域にもとつく各種 データ(顧 客情報、販売員活動状況など)を 分散化。

その他情報は本社集中。

入力は本社からの伝送も含む。

入力 デー タ量 　 1,200MB/1個 所 　 (全 体 で は100個 所)

数値情報、画像情報をすべて一元管理。

入 力 デー タ量 　契 約5,000万 件 。

、

A一

分散処理システムと同様。　　　　　　　　　　　　　　　 、
亀

デー タそ の もの は集 中 の方 が い い。

'

顧 客 フ ァイル な ど メ イ ン ・フ ァ イル をすべ て デー タ ・ベー ス と して 利用 。

入 力 デ ー タ量 　 1フ ァイ ル　 120,000MBと 膨 大 な量。

高 速 超 大 容 量DASD、 効 率 的 なDBMS、 専 用 デー タ ・ベー ス ・コ ン トロー ル ・コ ン ピ ュー タ を必 要 とす る。

各種経営施策、社員教育、顧客向け案内。

.
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{1). (2} ㈲　　計 算 機iこ 対 す る 要 求 技 術 項 目

重 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

計 算 機 を 必 要 入 出 対 数 非 デ 通 ソ 信( そ(含

1 フ
含

: 要 とす る アプ リケニ 値
数

タ
ト

　 〉

瞬 葡
●

値 ・ ユ のZ
9=

シ ョ ン技 術 項 目 演 演
べ

ウ

エ

性2
ア

フ
ノく

度 1 イ シ

(A,B,C) 力 力 話 算 算 ス 信 ア 等) 他↓

多 機 能 イ　ン テ リ 1

倉

A ジ ェ ン ト ・ ワ ー ク ・ ◎ 、 ◎ ◎ ◎ ⑥ ⑥ ◎
ス　テ　ー　シ　 ョ　 ン

●

多機 能 化 を施 した 1

A 事　務　用　電　話 ◎ ○ ◎
'◎

◎ ◎ ◎
(デ ータ ・ベ ース の アク セ

ス等の応用について)

ソ　フ　 ト　 ・ コ ピ ー

B (ハ ー ド ・コ ピー か ら ◎ ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎

ソ フ ト ・コ ピー へ)

B 電　子　 メ　 ー　ル ○ ○ ◎ 、

・ 」

オ　フ　ィ　ス　映 像 、

シ　　 ス　　 テ　　 ム

、

'

B
デシ ジ ョン ・サ ポー ト・

◎ ○ ○ ◎ .◎ ○ ⑥
シ　　　ス　　 テ　　 ム

卜

B E　 　 F　　 T　 　 8 ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎

一
台
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

{4}　 計　算　機　に　対 す　る　要 求　技　術　項　目　の　注　釈 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

1.音 声 入 力 も。

　 　上記 のす べ て の機 能 を結 合 で きれ ば、 それ に越 した こ とはな い。

1.販 売 員 が 自分 の行 動 を電 話 を通 じて フ ァイルへ 入 力で き る こと、 また、 直 接 デー タ ・べー ス ヘ ア クセ スで き る こ と。

社内連絡、顧客への払込案内、契約状況通知など。

販売戦略の決定。

企業および銀行との決済。

　企業 一 企業保険情報、保険料引落し。

　銀行 一 保険料引落し、年金支払い。

一

一153一



(4)　・所 見 一一　 　 －t.　 　 、　 、._'i..　 t-　 　 .-i'　 　 　 ....、　..一..:・..、.t/.、L・tt.'

　 1い 訪 問 企 業

　 　 　 生 保 界 の ト ッ プ ・ グ ル ー プ に 入 る 企 業 で あ り 、 次 の 特 徴 を 有 す る 。

　 　 ・デ ー タ 量 が 膨 大 。 他 産 業 に 較 べ て も 最 も 大 量 の う ち に は い る 。

　 　 ・情 報 処 理 内 容 は 、1つ1つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は そ れ ほ ど 複 雑 で は な い 。

　 　 ・従 っ て 、レ ス ・ペ ー パ ー に な っ た 場 合 の 省 力 化 、 費 用 、 ス ペ ー ス 削 減 、 能 率 化 の 効 果 は

　 　 　 大 。.

　 　 ・何 万 人 も の 外 務 員 の 人 事 フ ァ イ ル 、 教 育 管 理 効 果 は 、 オ ン ラ イ ン 音 声 入 力 、DB化 し

　 　 　 た 場 合 大 き い 。

　 　 ・ しか も 全 国 に1,900も の 支 部 を 配 置 す る た め 、 デ ィ ジ タ ル 伝 送 、 電 子 メ ー ル 、 テ レ

　 　 　 コ ン フ ァ レ ン ス 化 し た 場 合 の メ リ ヅ トは 大 と 思 わ れ る 。　 　 　 　 　 　 　 -

　 2}業 　 界 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 こ の 業 界 は 同 質 的 で あ り 、21社 し か な い の で 、 規 模 の 小 さ い 数 社 を 除 け ば 、 概 し て

　 　 同 一 パ タ ー ン と み て よ い 。

●

β
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OAワ ー キ ン グ ・グルー プ訪 問調 査 票



●



'

1990年 代 の オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョンの要求仕 様 の 明確 化 に関す る訪 問 調査 票

　この度は、 当委員会のワー キング ・グループの訪 問調査に ご協力を賜わ るべくご快 諾をいただき まして誠に

ありが とうございます。

　 当委員会は、1990年 代の情報システムズのニーズを満 たすため には、 ど の よ うな コ ン ピュータ ・プ ロ「

ダクツが要求され るかICつ いて54年 度 において シナ リオを書 き、政治、社 会、経 済など望ましい社 会を建設

す るうえで、 ボ トルネ ックとなる要因を定義 し、その ボ ト〃 ネ プクを克服す る有 力な 用具としてコ ンピュー タ

`ピ期待 され る機能 を探 って参 りました。

　先ず1990年IC予 想され る社会(世 界の中の 日本)が あ り、 その中IL予 想される ボ トル ネ ックを図1の よ
　 へ

うに想定 しましたが、 その ボ トルネ 。クを解消す るひとつ の要素 と して オフィス ・オー トメー ションを考える

ことにな り、今 年 は 実 際 に ユー・ザ12社 を訪問させ てい ただ きこ ユ ー ザ 各 位 の10年 後、15年 後のニー

ズとご意見をお聞かせ いただ くことに致しま した 。ど うぞ宜 敷 くご協力をお願い申 し上げ ます。オ フィス ・オ

ー トメーションについては、各方面でいろいろな概念が あります が、 ご参考にい くつ かの考え方を図式化 して

添付 いたしました。 また、 当ワー キング ・グループOオ フ ィス ・オー トメーシeン の問題意識は、 図2「 オフ

ィス ・オー トメーシ ョンの展開 」の とお りで あります。 この調 査票の個々の内容は厳 秘に付 し、 取扱いに注意

を致 します。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

財 団 法 人 　 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 内

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ 調 査 研 究 委 員 会

シ ス テ ム化 技'術 研 究 分 科 会

オフ ィス ・オー トメーシ ●ンワーキ ング ・グループ

事 務 局 　 　日 本 電 子 計 算 機 株 式 会 社

　　 　 　 　 主幹　調査担 当　 TEL(03)216-3681内 線86

　　 　 　 　　 　 　担 当 者 栗 田、 渡 辺

御 社 の 概 要'

御　　　　社　　　　各

ご回 答者 の 御 氏 名

所　　 属　　部　　 署
.

所　'　　 在　　　　地

電　　話　　 番　　号

主　な　 事　業 　内　容

(例:メ リヤス製造業)

　 　 、

払　 込　 資　 本　 金

最 近1年 間 の 売 上高

.

従　 　業　　員　 　数

　 (昭和 ら5年3月 末現在)

ノ
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質問1.貴 社の従業 員構成についてお答 え下 さい(構 成比%)

部　　門　　別 現　　　在 1985年 1990年
'199

5年

間　 　 接　　 部　　 門
(いわ ゆるホワイ ト・カラー)

`

直　　 接 　　 部　 　 門
(いわゆるブルー ・カラー)

パ ー トタ イ マ ー
直接人員

間接人員

合　　　　　　　 計, 100% 100%

'

　100% 100%

質 問2.

囲　非製造業の場合は、 直接部門は現業部門、労 務など、 オフ ィス ・職員以外の人員

　を、 製造業の製造部門`こ準じて ご記入下さい。

10年 後あるいは20年 後 とい うスパ ンで考 えます と、製造業 の場合は工場のオー トメ

]シ ョンがさ らに進み、 ブルー ・カラーの ホワイ ト・カラー化、 いいかえれ ばブルー ・カ

ラーとホワイ ト・カラーの仕事の 内容が変 らな くなる とい う見 方があります が、 これにつ

いてはどの ようにお考 えですか。 ご意見をお聞か せ下 さい。

質問3,　 貴社 の生 産部門(直 接部門)と 事務部門(間 接部門)の 今後5年 一15年 の生産性 向上

　　　　1こついてのお考えをお聞かせ下 さい。

,

生 産 部 門 事 務 部 円

環　 　 　 　 　 　 　 層　, 在 100 100

今後　5年の生産性向上

今後10年 の生産性 向 上

今後15年 の生 産性 向上

(注1)　 現在を100と した指数でお答え下さい。

(注2)　 生産 部門の生産性の尺度 は、 単位時間 当り単位労働投入に よる産出量が代

　 　　 表的で あ りま しょうが、 事務部門 の生産性向上の尺度には、いろいろな方 法

　 　　 があ ると思われ ます。例えば:

　 　　 ・一定 の仕事 にかか った経費が、機械化に よりどれだけ 安くな るか

　 　　 ・アウ トプ ッ ト量/イ ソプ タ ト量

　 　　 ・一定 の仕事へ の投 入人員数 の削減(一 定時間 内)

　 　　 な どが 一例でし ょうか。

　 　　　 また、 業種に より尺度が異な ると思われ ますので、貴社の方法`こ従 ってご

　 　　 記入 をお願い致します。 そして、採用 された尺度を恐縮ですが下記のカ ッコ

　 　　 内にお示 し下 さい。

貴社の生産性の尺度

t

質問4.　 貴社 の部 門別の 資本装置装備率をお聞かせ下 さい。

工場資本装置装備率 工場職員1人 当り　　　　　　　　　　 円

コン ピューターを含む事務部門

の装 置装 備率
事務職員1人 当り　　　　　　　　　　 円

一2一
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質問5.　 米 国スタンフォー ド研究所(SRI)の 調査では、 オフ ィスの人件費(米 国)は 下記の

　　　 　ような構成になってお ります。 日本では秘書 タイピス トな どの 仕事の 内容や 人員構成比

　　　 　に大 きな違いがあ りますので、仮 に下の分類`こ従 って 当て はめた場合 の貴社の人件費分布

　　　 　をご記入下されば幸甚です。

　　　 　　米国(1974年)　 　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 日本(貴 社)(人 件 費ベース)

経営者、 管理者

専 門家、 技術者

事務職員

秘書、タ イピス ト

990億 ドル

150

105

22

26%

40%

28%

　 6%

　 890万 人

1β10万 人

ト…
合　　　　計 3,760. 100%

管理職

ス タ ッフ(企 調

技術職

事務職

補 助職(女 子社 一　 　　　　　 　 )

合計

%

%

%

%

%

100%

質問6.　 ブーズ ・アレン ・アン ド・ハ ミル トン社の調査 では、米 国の典型 的な管理者の平均的時

　　　 　間の使 用状況 は次の ようにな っておりますが、 日本の場合に これを当てはめる とすれば、

　　　 　ど こに違いがあ るで しょうか。違 う点を ご指摘下 さい。

消　費　時　間 生産性向上の ポテソシ ャリテ ィ**

,　 フェ_ス ・ツー・フェ_ス

(人 との ミー テ ィ ング)
35-45% 良

●フェース ・ツー・レコーズ

　 (読 み 書 き)
25-30 '最 　高

移　　　動　　　中 5-10 ・　　　 　 '　 秀

電　　　　　　　話 5-15 良

(小　　　　　計) 70-1LOO%

分析に利用できる時間 30-　 　 0%

*通 信文、雑誌、 レポー トな どの記録の入力 と出力

尊 オフィスの電 子化 によるポテ ンシャ リテ ィ

一3－

J

ご意見

質問7.　 同 じ調査では、 電子化 オフィスで マネージ ャーの機能に与える衝撃 は次の ように出ました。

　 　　　これ`こついて貴社の ご意見をお聞かせ下さい。

サ ンプル電子化 オフ ィス適 用の衝撃

「

フ ェース ・

ツ ー ・フ ェー ス

フェース ・

ツ ー ・レコ ーズ
移 動 中 電 　　話'

電子通信文 大 大 中位 中位

テレコンファレンス(遠 隔電子会議) 中位 中位 中位 軽微

情報検索 軽微 大 軽微

進捗状 況 リス ト 中 位 、 軽微 中位

カ レ ンダ ー 軽微 軽微 中位

ス ピー チ ・メ イル 中位 大

ご意見



t

質問8.　 当 ワTキ ン グ ・グ ル ー プ と し ま し て は 、 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン を ト ップ ・マ ネ ー ジ メ ン ト の 意 思 決 定 を 含 め た 企 業 経 営 全 体 の 効 率 化 、 レ ベ ル ・ア ップ の 観 点 か ら と ら え 、

　 　 　 1990年 代 の、 わ が 国 企 業 経 営 の 一 環 と し て の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 実 現(こ の 調 査 票 の 末 尾 に あ る 添 付 資 料 中 、 図2を ご 参 照 下 さ い 。)の 要 請 と し て 何 が 考 え られ 、

　 　 　 ボ トル ネ,クtcは 何 が あ る か を 探 る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 そ こ で 以 下 の 質 問tcっ い て 、 ご 意 見 を 下 さ れ ば 幸 甚 で す 。

8一 ① 　 　ドキ ュ メ ン ツ め 氾 濫 を ど う や って 切 り抜 け る か と い う 問 題 が あ,り ま す が 、 次 の 項 目 に つ い て ご 意 見 を 下 さ れ・ば 幸 甚 で す 。

'

ドキ ュメ ン ツ の 種 類 悩 み の 内 容 1990年 代 に 期 待 さ れ る 技 術

原　 始　 証　 愚 類

*各 種 通 信 用　文 書

マ　 ニ　 ユ　.ア 　 ル 類

,

、

自　 社　 出　 版 物 L.

ニ ュ ー ス 、　 ブ レテ ィン

カ レ ンダ ー、ス ケ ジュール

、

リ　　　　 ス ト

イ　 ン　デ　 ッ　 ク ス
'

.

記 録

規　　　 則 類
'

コ　　 ピ　　　ー 類
.

その他(具 体的に内容を
書いて下 さい。)

( )

(
　　

　
　　

(

)

)

(
　　

　　

(

)

)

*通 達、手続票、稟議書、類

一4一
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●

8一 ② 　 　当 ワーキング ・グループは、 末尾の 添付資料 中、図2の ニ ーズとボ トル ネ,ク の顕在化、 シーズの発展の結果、1990年 代tCそ のニーズを満た し、 ボ トルネ タクを解消する技術の展開 として、 次の10項 が考えられ

　　 　 る と思 いますが、 ユーザーの立 場か ら、 こうあ って欲 しい とい う技術 への ご期待をお 聞かせ下 されば幸甚です。

　　 　　 具体的に ご記入下さるよ うお願 い します。 例えば、 ㈲イの漢 字情報処理の場合 ユー ザーの立場か ら、漢字な らばど うい う種穎のものが何種類、デ ィスプ レイの大 きさや表示文字数や鮮明度等 々とい った 具体的なニー

　　 　 ズあるいは要求仕 様をお示し下さるようにお 願い致します。
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ロ.定 量情報と定性情報の一体化 ..ブ,。 ド_,数 値情報処理、画像竺。処_体 化)
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=三 ㌫ 一ー一　 一一
、

入 力 デ タ
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出 力
・デ タ
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　日本語情報処理の展開

イ.漢 字情報処理
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.自 然 言語処理と機械翻 訳'
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1-b)使 用環境

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1
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プ

'

ハ.ワ ー ド・プ ロセ シ ング

シ=　 ス テ
　 　 「

云' 入 力

1-a)使 用 目的

　 　 　 　 .

2-a)形 態 、 デ ー タ の意 味す る

一 　一 　 一 　一 　一 　一 　 一 　.一 　一 　　一 　一 　 　一　一 　 一 　 　一　　一 　一
一 　　　一　　　　一　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一 　　　一

'

1-b)使 用環境 2-b)入 力手段

　 　 .

`

「

{4} デー タ伝送技術の レベル ・ア 〉プ
.

イ. デ ィジタル伝 送と蓄積交換型 のデー タ通信

シ　　　ス テ, ム 入 力

1一 め 使用 目的 2-a)形 態、 デ ー タ の 意味 す る

' 輌,

L
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1-a)使 用 目的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
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1
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1-b)使 用環境
　 　 　 　 　 　 ρ

・一・)入力手段　 　 　 　 1・ 一・)デー・量　 　 　 　 1・ 一・)入力敵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

3-c)デ ー タ量

　　　　　　I

　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
'　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

'

l　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 l
`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1

→

.

、
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⑥ 　 デー タ ・ベ ー スの 普 及

　 イ.大 容量DASD(ダ イ レク ト・ア クセ ス ・ス トー レジ ・デ バ イ ス)→ ホ ログ ラ フ ィ 。ク ・メ モ リー や ビデ オ ・デ ィス ク な ど の 光学 系 メ モ リー の 開 発、 デ ー タ ・ベ ー ス提供 サ ー ビス の開 発 等`こ つ い て。

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-
、a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 データの意味するもの 2-c)補 助機能

出 力 デ タ

2-b)入 力手段 　　　 　　 　　 　　　 　　2-d)デ ータ量

3-a)デ ータの内容、 意味す るもの、

　　　　形態

3-b)出 力手段

2-e)入 力速度 3--c)デ ー タ 量

哺 散デづ ㌻ ・ ・分散・た治 … らいの蹴 機能・必瓢 各オフ・スのデー・ ・一 ・の必要性等・ついて・

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用 目 的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 データの意味するもの　 1　 2-c)補 助 機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
一一一一一一ーーーーーーート ーー一一 一二一-

2-b)入 力手段　　　　 　　　　　 　1　 2-d)デ ータ量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

1

出 力 デ タ

3-a)デ ー タの 内容、 意味す るもの、

　　　　形態

3-b)出 力手 段

2-e)入 力速度 3-c)デ ー タ量

『lo－

」



'

ハ.DBM8(パ フt－ マンスや検索技術 の向上、その他 のDBMS技 術 レペ 〃ア ップ等について)

シ　　 ス　　 テ　　　ム

1-a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力

.
デ タ

2-a)形 態、デー タの意味す るもの 2-9)補 助機能

出 力 デ タ

2-b)入 力手段　　　　 　　　　　　　2-d)デ ータ量

3:a)碗 タの酪 意味するもの・

2-e)入 力速度

3-b)出 力手段

3-c)デ ー タ量

L

二.知 識 ベース(企 画、 調査、研究所な どで、 どの ような利 用が期待で きるか、 知識ベースに取 り込むべ きデータの組織化 方法と、 そこか らのデータの検索方法、 推論システムの構 成、 問題解 決への応用等 について)

シ　 'ス 　　 テ　　　ム

1-a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力

.
デ タ

2-a)形 態、デー タの意味す るもの　 1　 2-c)補 助機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　 一 「 「 一 ー ー 一 一 一 一 　 一 一 一 一 ー 一2-b)入 力手段　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2-d)デ ータ量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　 〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

出 力 デ タ

3-a)デ ー タ の 内 容、 意 味 す る も の、

　 　 　 　.形態

3-b)出 力手段

2-e)入 力速 度 3-c)デ ー タ量

囲　知識 ベー スとは、 データ ・ベー スが 発展 した形態で、例 を医療 に とります と、例え ば肝 炎の症候群についてその診断、治療 経験の専門知識 を構造化 して蓄積 し、対話 形式 で検索で きる ような知識 システムです。

　これ により医師の診断 コンサルテ ィング的機能 を果 します。 あ るいはSRIで は、 どこでいつ鉱石を掘 削すべ きかを ア ドバ イスす るPr・spectorと 呼ぶ システムがで きて おりますが、 これを改作 して英国北海の

　石油 プラ,ト フォーム、 機械の故障 診断につい(ア ドバ イスす るシステムがっ くられっつあ るといわれ ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -11一
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{7)事 務 機 械 ・端 末機 の 多 様 化

　 イ・ 多 機 能 イ ン テ リジ ェ ン ト ・ワ ー ク ・ステ ー シ ョ ソ

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用 目的

、二:三 元二 二 「 ∵ ・'一一 一'

入 力 デ タ

1

-
1
-
I

l
l

l
1
1
r

l
I

l

l

l

I
l

-
1
.

のもるす味意のタ「デシ態形の一2

・
報三二三

2-c)補 助機能

出 力 デ タ

2-d)デ ー タ 量

3-a諺 三 夕卵 容 意 味する6　Ut・ 3-b)出 力手段

2-e)入 力速度 3-c)デ ー タ量

軋　多 機能化を施 した事務 用電話(デ ータ ・ペー スの アクセス等の応用`ζっいて)

、

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 データの意味す るもの　　1　 2-c)補 助機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　 噺　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　 ___⊥_________

2-b)入 力手段　 　 　 　　 　 　　 　 　1　 2-d)デ ータ量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

出 力 デ タ

3-a)デ ー タの内容、 意味す るもの、

　　　　形態

3-b)出 力手段

2-e)入 力速 度 3-c)デ ー タ 量

一12一
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〉

、

(8)レ ス ・ペ ー パー ・オ フ ィス の 出現(わ が 国で は ペ ーパ ー ・レス とは な らな い で あ ろ う とい う観 点)

　 イ.ソ フ ト ・コ ピー(ハ ー ド ・コ ピーか ら ソ フ ト ・コ ピー へ)

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 データの意味す るもの

2-b)入 力手段

出 力 デ タ

2-c)補 助機能

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　t
2-d)デ ータ量 　　 　　　 　　 　　 　12-e)入 力速度

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　|

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　1

　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　'

3-a)デ ータの 内容 意味す るもの、

　　　 形態

3-b)出 力手段

3-c)デ ー タ 量

ロ.電 子 メ ー ル

シ　　 ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用 目的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 データの意味 するもの

2-b)入 力 手段

2-c)補 助 機 能

2-d)デ ー タ量

出 力 デ タ t

3-a)デ ータの 内容、 意味す るもの、

　　　 形態

3-b)出 力手段

度速力入め一2 3-c)デ ー タ量

一13一



∴ 。,ス映_ム

、:。、三 テ'ム

1-b)使 用環境

入 力 デ タ
「

2　 　 　 するも∵L;)⌒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　 ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

,二 三 ニーー ーi=昇 り員一ーー ー一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 l

出 力 デ タ

　3-a)デ ー タの 内容、 意味するもの、
　　　　 形態

rの 入力速度

i

i

段手力出)b

.

一3

一
量

一
タ

一

一三一
め

一

一
.
3

(9}デ シ ジ ョ ン ・サ ポー ト ・シス テ ム(DSS:マ ネジ メ ン ト ・サ イエ ンス 技 法 を 駆 使 した 予 測 、 シ ミュ レー シ ョ ン ・モ デ ル の 実 用化 等 に よ る 非 定型 的、 あ る い は 定 型 的 な 意 志 決定 サ ポ ー ト ・シス テ ム。)　 '

シ　　 ス　　 テ　　 ム

的日用使の1

㌫顧二
一
　
-

入 力'　 デ タ

2-a)形 態、 データの意味す るもの　12-c)補 助機能

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　1

　　　　　.・　　　　　　　　　　　　 1
　　　　 　　　　 ,　　　　　　　　　　　 1

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　1

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　1

.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　I

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　l

_____________」__________　 _ _

、.、)入力手段 　 　 　 1、.、)デ.。量 　 一.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

出 力 デ タ

.3-a)X元 タの 内舗 味するms　o・

2-・e)入 力 速 度

段手力出)b－3

一

彊

・

ヂ

一

)

－

C

　

一

一

3

一'4r

A



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

00　 EFTS(Electronic　 Fund　 Transfer　 Syst㎝)→ 電 子資 金 決 済 方 式 。 キ ャvy=レ ス ・シ ョ ッピ ングや バ ン キ ング ・パ イ ・フ ォー ンの 時代 の 実現 等 につ い て

シ　　ス　　 テ　　 ム

1-a)使 用目的

1-b)使 用環境

入 力 デ タ

2-a)形 態、 デrタ の意味す るもの 2-c)補 助機 能

出 力 デ タ

2-b)入 力手段 2-d)デ ー タ量

3-a)デ ー タの 内 容 、 意 味 す る もの 、

　 　 　 　 　 　 ●　　　　　　　　　　　　1

3-b)出 力手段

2-e)入 力速度 3-c)デ ー タ量

,

一15一



質 問9、 　 1990年 代 になると、 エネルギー不安、生活様式の変化、 ネ 。 トワー キングの普及な

どか ら在宅勤務がかな り普及す る とい う見方 もあ りますが、貴社は どの ようにお考 えで し

ょうか。もし、あ り得る とすれば、 在宅勤務は企業経営や組織に どの ような影響 を及 ぼす

で し ょうか。　(米 国の某社では、 今でも実施 しようと思 えば、新鋭 工場の人 員の25%は

在宅勤務をしても支障がない といわれます。 ター ミナルへ投資 した場合、 これは、67～

77%tcは ね上るといい ます。)

質問1L　 1990年`こ 予定 され るオフ ィス ・オー トメー シgン が実現 した場合、会社の機構 上、追加、

　　　　廃止、統 合、 分離等の変更 を要す る部署や変更が望 まれる部署が数 多く出現す ると思われます。

　　　　①これ まで にお答えにな った各項 目に適 した オフィスを実現する場合、社内の各組織は現状の

　　　　各組織 と比べ どの ような変化 を遂げ るで し ょうか。②貴社 におけ るOA推 進の中心となる部

　　　　門は どこで し ょう か。　(ど うす るべ きで し ょうか。)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

①

②

質問12.　 以上のほか`こお気づ きの点や、 ご意見があ りま した ら忌偉な くお聞かせ下 されば幸甚です。

質問10.　 1990年 代に予定 されるオフィス ・オー トメーシ ョンが 実現した場 合、 オフ ィスの構

　　　　造、 レイア ウ ト自体が、 オフ ィス ・オー トメーシ ョンの機能を向上 させ るために 大き く変

　　　　化す ると考え られ ます。 これまでにお答 えにな った各項 目に適したオフ ィスの構 造、 レイ

　　　　 アウ トの イメージを確立するため、最 も期待 されるオフ ィス ・レイア ウ トについてのご意

　　　　見を、で きるだけ詳 しくお聞かせ下 さい。

以 上

(ご協力有難 うござい ました)
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第5世 代の電子計算機に関す る調査研究報告書

一 社会環境条件研究分科会 一 より

ボ トル ネ ッ ク と ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 関 係

社 会 的 要 請 と コ ン ピ ュ ー タ ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 関 係 を 表 に ま と め た 。

社 会 的 要 請 と コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン

`

低生産性分野
　公共サービス
　事務 と呼ばれる業務
　行 政
　流通業

国 際競争 力

　 技術 開発 の スロー ダ ウン
　 省 エネ ・省資源

　 輸出 力の低下

　 　　 (輸 出摩擦)

/

人口構成の変動
　高令化(若 年労働力減少)
　教育高度化からの摩擦
　動労意欲の低下
　教育・研修費の増大

社会 の情報化

　 医　療
　教 　育

　過 密化対 策

　 セキ ュリテ ィコス ト

　世代 間 ギ ャ ップ
　地域 間 ギ ャ ップ

　 国際 ギ ャップ

　　　　間接部門の生産性向上τ

}」;ご_
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 VI.DB

}
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 ROBOT

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 CAD

　　　　技 術 開 発 力 向 上　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 I　 R

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 CAD

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 Lab　AUto

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 ROBOT

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　情 報産 業育成

ト「　 福祉一 驚 ㌧ご
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　 COMPUTER

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 ROBOT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y"R

難=τi聡ii㌧

　　　　フ・・シ・ン化への対応 　 アプ リケ ーシ 。ンの個性 イヒーPER88鍋TER　 文 ぎ 麗:li;竺 ぱ

　　　利便餉 上工 ∴:㌶ 曙 ㌶ll,

　　　　家 庭 の 情 報 化一[‡ 庭教育の1ステムニ ㍊M,UTER

　　　　家 庭 の 自 動 化一[翼 翼㌘ 高跳 コ ーHOM9・MPUTER
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新世代の已 τ:二:
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DECISION　 SUPPORT　 SYSTEM

OFFICE　 AUTOMATION

VERY　 I.ARGE　 DATA　 BASES

(inc1,CAM-COMPUTER　 AUTOMATED　 MANUFACTURING)
COMPUTER　 ASSISTED　 DESIGN
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ω 　オフィス人 口の増大

　　　　　　　　　　　全労働人口の41.9%
　　　　　　　　　　{　　　　　　　　　　　全企業人口の50%以 上
(2}人 件費/売 上高の高騰

(B本)・・年間で{繁繁 闘i鵬:;
{3}生 産性 の低迷

(米国)・・年間で{砦 鶏 門9㍑;ヲ
〔4}オ フ1ス ・コス トの全 企業 コス トに 占め る割 合

　 20～30喫}→40～50%

(1}定 量情報処理(デ ジタル情報中心)

一 定量情報+定 性情報処理
(デジタル情報+ア ナログ情報)
文書 ・文章 ・画像 ・音声情報等

② 　イ ンプ フ ト体力(時 間 ・コ ス ト)の 増大

一 → 今後は、音声やイメ一次 どのアナログ情報の入力

㈲　集中処理システムの問題点　　　　　　　、

　 ・全社ニーズの優先→末端ニーズの採り上げの遅れ
　 ・プログラムの複雑化 と柔軟性の欠如
　 ・パ ック ・アップ ・システムの巨大化
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コピー類の増加
(米国)

作成 ・整理 ・保 管 ・検 索

時間 ・体 力の 増加

保管 スペースの増 加

オフィス有 効 スペー
スの20--30%占 有

年率7.7%ア ププ

・労 働力 の レベル ・ア
ップ と短 期戦 力化 への 要請

・投 資 の増大、 スペー スの 増大、

整合性 の欠 如等

　　　 　↓

複合化 され たイ ンテ リジ ェンスを持 った 汎用の

機械

　 (各 種 イジテリジェソト多機 能 ワーク・ステーション)

♂
シーズの

　　発展

ABCへ

　 　　 　 シー ズ

　 A　 Advanced

　 　　〔bmputer　 System

　 　 (コンピュータ関連 技術

　 　　 の 発展)

B.Business　 Machines

　 　　 (事 務機 械の 多 様化)

C.Communication　 System

　 　 (情 報 伝達 技術 の発 達)

♂ ゾ.
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・キ ャ ッシ ュ レス ・

　 　　 　 シ ョ ッピング

・バ ンキ ング ・

　 　パ イ ・フ ォー ン

　 　　 の時代 の

　 　　 　　 実現

経営意志決定のための

　DSSの 実用化

●ハ ー ド ・コ ピーか ら

　ソフ ト ・コ ピーへ
・電子 メ ール ・シ ステ ム

・オフ ィス映像 シ ステム

{7)

ωイメージ処理
技　　　　　　　 術

　　　　　　　　の並
　　　　　　　　　 日及
① イメ ー ジ処 理

　 技術 の レベル ・アップ

　　 　　 　　(※1)

②定 量情 報 と定性

　 情報の 一体化

　 (ノ>fブ リッド

　　・ユース)　 　 　 　 　 '

※1　 各 種文 書類、 マニ ュ アtv、 設 計図、 印鑑 、

　　 　 サイ ン、 地図、 動 ・不動産 明細 な どの処
　　 　理技 術

　※2　 ・検索、 更 新の ス ピー ド ・ア ップ

　　 　　 ・アイデ ソテ ィフ ィケー シ ョソ ・シス
　　 　　 　テム

　　 　　 ・証愚 能力 の ア ップetc.

　　　梅v

　　　　　　　IＬeA

　　　　　　　　　　　　　・個人のアイデンティ

　　　　　　　　　　　　　　フィケーショソ

　　　　　　　　　　　 ・データの入出力

　　　　　　　　　　・検索のスピード・アップ

　　　　　　　　　　 やコスト・ダウン数値情報処理と画像

情報処理の一体化
　　　　　 (※2)

①漢字情報処理

鷲

② 自然言語処理と機械翻訳

③ ワー ド・プロセシング

端

　① 多 機能 インテリジェント・

　 　 ワーク ・ステーション

②電 話 の多機 能化

多様

　　化

ス の普 及 .

ホログラフィタク ・
メモリーやビデオ ・

デ ィス ク等の

光学 系 メモリー

・現場ニー

ズの早期採り

上げ

　　　　　　　　処散分
　　　　　　シ理展発
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キ 炉 ニ ン グ

　情 報 の 創 出

　　　 　 入 力 、WP

l情 報 の 流 通

　　　 　 通 信

　 情 報 の 蓄 積

　　　 　 ラ アイ リ ン グ

　 情 報 の 問 い 合 せ

　　　 　DBMS、 　DSS

、

■

..　 　一

(ご参考) オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 概 念

日本 能 率協 会 SRI　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

事務 機 能 WP以 上 のもの　 　　 　　　 '

収　 集 WP(海 面 上)

記　　録 電子 メール(海 面 下)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

分　 類 イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ ピ ア

照　 合 テ レコ ン フ ァ レ ンス

整　 　理 蓄積/検 索/フ ァイ リング

保　 管 DBM

検　 索 デー タ ・プ ロ セ シ ング

処　 理 コンピュー タにの るオフィスにおけ るすべての情報

作　 成 (テ キ ス トとデ ー タ)

清　 書
フ ォー チ ュ ン誌500社 の うち347社 は1982

転　 記
年まで に これを行 う。

伝　 　達
`

t

■

←　 廃　 棄

効率化　　数量 (数値、 文書、 図形、 音声)

自動化　　事務職員、専 門技術 者、 管理職か 経営者

　

　
　

　
　
　

ル
　

ツ
　
　
　
　
　ス

　

　
　

　

ン

ー
ー
ル

ン
　

　

　

　
ク

は
　

　
ス

ィ
ダ

ユ
ア

メ
　

　

　

　
ッ

と

物

一
テ

ソ
ジ

ユ

ユ
ー

ト

ト
デ

ト

版

ユ
レ
レ
ケ

ニ
キ
タ

モ

「
ス
ン
録
規

ス
太

出

ニ
ブ

カ

ス

マ
ド

レ
メ

ノ
リ

イ
記
法

キテ

情
報
量

1950

全情報

60　 　　　70　　　 80

　　 　(SRI調 べ)

　 コンピュータ

1乙の る テキス ト

90
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2000年

ADL社 ウィ'シン トン氏の コ ンピュー タ ・エ ボリュー シ ョンの見解

(1982年 以後)

　新ハー ドウェア　磁気バブル、 レーザー ・ホログラフィ ック技術、

　 　　 　　 　　　 分散システムズ

　新 ソフ トウェア　 インタ ラクテ ィブ ・ラ ソグージ、 コンビーニエン

　 　　 　　 　　　 ト・シ ミュレータ

　新 　機 　能 プライベー ト・イ ンフォメー ション/シ ミュレー

　 　　 　　 　　　 シ ョン ・システムズ、企業間接続

　組 織 の 位 置 組織のすべての部分を投影す るシステムズ能 力。

　 　　 　　 　　　 異な る組織を相互接続す るネ ットワーク。

　組 織 へ の 影響 半自動的 オペ レーテ ィング ・デシジ ョン コンセ

　 　　 　　 　　　 ンサ スに よってゆ らぐ権威 とマネジメ ン トへ 至る

　 　　 　　 　　　 多数の個人`こよって始め られ る諸計画。

　 　　 　　 　　　 すべての レベ ルの人々の一層の関係　中央EDP

　 　　 　　 　　　 グループの後退。



事 務機(Business　 Machi　 nes)

デ ー タ処 理 シ ス テ ム(Data　 Pr㏄essi㎎System)

通信 シ ステ ム((おmmunication　 System)

構内用交換機の拡張

最終の姿一 万能個人用電子化オフィス

紙をなくす

(Zloaf)

SBA(Syst6m　 for　Business　 Alntom .ation)

ビジ ネ ス ・アプ リケ ー シ ョ ンが コ ン ピュー タ にか け て 描写 され 、

実 行 さ れ る シス テ ム。

ク ロ ウ トの プ ログ ラマ ーで は な く、 オ ー トメー シ ョン以 前`こ 自分

の アプ リケー シ ョ ンを手 作 業 で 遂 行 してい る 人 び とに よ って 記 述

され る ア プ リケ ー シ ョン。

デ ィス プ レイ ・タ ー ミナル上 に表 示 され る二 次 元 の テ ー ブ ル、 ビ

ジ ネス様 式、 レポ ー トの形 式 の 情 報 の 操 作 で あ る。 ユ ー ザ ー は シ

ス テ ムに 彼 が いか に 手 作 業で 情 報 を 操 作 して い るか 　 い くつ か

の 例 ・を与 え る こ とに よ り、 次 第 に 自分 の アプ リケー シ ョ ンを 自

動化 してい くこ とが で きる。

－

B社

「 個人レベル

作
業
効
率
化

職
能
別
、
動
作
別
観
点

、

多機能電話機

電話機

電子机

パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

個 人DB

集団 レベル(職 場単位)

　　複 写機

　　ボタ ン電 話機

　　FAX

　　ワークステーシ ョン

　　分散 プロセ ッサ

分散DB

、

　 　　　 企業 レベル

「　 　　　　　 PBX、 複 合EX

高 意
度 思 　 　 　大型 ホス ト・コンピュータ
化 決

　 定 　　 　 　企業DB
　 迅

　 速 　　 　 　COM
　 化

　 　　　　　 印刷 センター

L　 　　　　　 電子会議室

　 　　　 公 共レベル(社 会通信 ・処理系)

　 　　　　　 人工衛星

　 　　　　　 Tel.Data　 EX.

　 　　　　　 処理 センター

　 　　　　　 公共DB

－20一

相磯 ・坂 村両 氏の見解

第1段 階

　 (i)コ ンピュー タやイ ンテ リジ ェン ト端末の ローカル ・ネ ッ トワ

　　　 　ー クに よる接続

　 (iDフ ァイルの集中管理 と リモー ト検索

　 (m)文 書作成の支援

　 (iv)メ ー リング ・システムの完備

第2段 階

　 (i)ア ナ ログ情報の伝達

　 引i)デ ータ ・ベースの構築

　 (iii)問 合せ言語 に よる情報検索

　 (iv)機 密保護'

　 (V)在 庫管理 ・業務管理への応用

　 (vDグ ローバル ・コンピュー ター ・ネ ッ トワークとの結合

　 (vii)大 規模 情報交換システムへ の発展

　 (viii)共有資 源の利用

第3段 階

　 (i)オ フ ィス ・ロボ ッ5の 活 用

　 (iDパ ター ン処理 の導入

　 (iiD自 然 言語 処理 ならびに機 械翻訳 の支援

　 (iv)経 営管理 への 応用

第4段 階

　 (i)総 合システムへの発展

　 (ii)国 際システムへ の発展

心 … ≒r
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